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北川村の人口・世帯数北川村の人口・世帯数
令和3年4月30日現在　（　）は前月比

人　口 1,237人 （－1）
　男 591人 （＋0）
　女 646人 （－1）
世帯数 611戸 （＋1）
昨年同期の総人口 1,253人  世帯数604戸

4月20日　ボルディゲラの庭完成記念テープカット
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　　　本年度の北川小学校は、元気いっぱいの４名の新入生、１名の転入生を迎え、全校児童４７名となりました。
入学式では、全校を代表して５，６年生が歓迎の言葉や、保育園でなじみのある「ドキドキドン！一年生」の歌で出迎
え、一緒に歌うなど、和やかなムードでスタートしました。
　１４日には全校児童が出席し、対面式を行いました。１年生は、自己紹介カードを見せながら、自分の好きなもの
など、堂々と自己紹介ができました。
　その後、待ちに待った春の遠足で、恒例の「モネの庭」へ。出発前に、昨年度の5年生が「モネの庭」について学習
し、作成した動画を全校で視聴しました。「閉鎖中のひみつ」「カフェ　モネの家」「庭の作業」について知らなかったひ
みつを知ることができました。また、「ボルディゲラの庭」では、宮内さん、川上さんから説明を聞き、新しくなった庭
のひみつもたくさん教えていただきました。昼食後は、全校児童・教職員で楽しく遊び、交流することができました。

学 校 通 信 School communication

1 入学式・対面式・遠足

　　　本年度は、外国の方とオンラインで外国
語学習に取り組むことになりました。最初は戸
惑いながらも自己紹介をし合ったり、外国の文
化や言語について学んだりして、積極的に取り
組む姿が見られました。

2 外国語オンライン学習

　　　　4月27日（火）は生徒会の主催により、「新入生と在校生との交流をはかる」「活動を通してよりよい人間
関係を作り、互いを支え合う認め合える集団をつくる」「地域に貢献する気持ちを養う」を目的に、モネの庭で『オリ
エンテーションⅡ』を行いました。
　初夏を感じさせる爽快な青空の下、自転車に乗り出発しました。モネの庭到着後、庭担当の方からの説明を受け、
早速草引きに取りかかりました。花畑の中央のアーチの通りを全員できれいにしました。ゴールデンウィークに訪れ
る観光客のみなさんがモネの美しい庭園や素晴らしい自然の中を満喫してくれる姿を想像しながら、一生懸命作業
に取り組みました。
　遊びの森で、各自美味しくお弁当をいただき、レクリエーションを行いました。伝言ゲームやしっぽ取りゲームなど、
とても楽しく参加できていました。後半は、班別行動でボルディゲラの庭と展望台と水の庭で班員全員で写真を撮
るというお題をクリアしました。いい写真がたくさん撮れています。学年を超え、仲間同士の絆を深め、団結力を更
に高めることができた充実した一日となりました。執行部の皆さん、企画・運営ご苦労さまでした。

4 オリエンテーションⅡ

○オリエンテーションⅡはとても楽しかった！同じ班の人と一緒にレクリエーションをして、写真を撮ってとても楽し
かったし、話をすることができたので、とても良かった。
○いっぱい歩いて疲れました。でも、みんなでルールを守り楽しく過ごせていたし、お弁当もみんなで食べることがで
きました。１度見てみたかったボルディゲラの庭を班のみんなで見ることができたことがうれしかったです。
○全校でボランティア活動やレクなどたくさんのことを班で協力しながら楽しむことができました。最後のオリⅡだっ
たけど、全校で楽しい思い出が作れてよかった。
○オリⅡでは、みんなをまとめることもできたし、レクではとっても楽しむことができました。草引きは集中して、み
んなと取り組めたと思います。たくさん走って動いたので、とても疲れました。
○オリⅡで新入生とよくしゃべって仲をかなり深めることができたので、これからも話したりして仲を深めるようにし
たい。
○オリⅡ、全員楽しそうでよかったです。私自身も楽しかったので、企画できてよかったです。

生徒の感想より

　　　２２日には、交通安全教室を行いました。低学年は道の歩き方、高学年は自転車の乗り方について、警察の方
からお話を聞き、実際に活動しました。留意点やルールについてしっかり聞き、積極的にやってみようという姿勢が
素晴らしいと警察の方からお褒めの言葉をいただきました。これからの生活でも生かしていきたいと思います。
　本校の学校教育目標は「自立・協働・貢献～すすんで・みんなで・みんなのために～」。ひとりひとりがかがやいていけ
るよう、教職員一同、保護者や地域の方の協力をいただきながら取り組んでまいります。どうぞよろしくお願いします。

3 交通安全教室
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　４月２０日（火）モネの庭で、東京２０２０オリンピック聖火
リレーが開催されました。当日は、天気にも恵まれ、たくさ
んの応援のなか開催されました。出走したランナーは４名
で、北川村からは、濵渦公規さんが第一走として参加され
ました。
　新型コロナウイルス感染症拡大の不安は残るものの、
オリンピック開催への希望と期待が４名のランナーによっ
て無事に繋がれました。

職員の紹介 令和3年5月1日付けで新規採用された職員等を次により紹介します。

①氏名　 ②出身地　 ③所属課と職務内容　④抱負

《高知県地域企画支援員》
①山﨑　夏希
②田野町
③地域支援企画員 業務内容（地
域アクションプラン、集落再生）
④５月から北川村役場でお世話に
なっています。まだまだ至らない点も
ありますが、地域の皆様のサポート
役として頑張っていきたいと思いま
す。どうぞよろしくお願いします。

①佐竹　由衣
②香南市
③総務課
　交通安全・防犯・統計
④5月より北川村役場に採用にな
りました。ご迷惑をおかけすること
もあるかと思いますが、一生懸命
頑張りますので、どうぞよろしくお
願いいたします。

ご冥福をお祈りします

氏　名　　　年齢　  　地区　 　             死亡月日

須藤　美德　　83 歳　　 野川菖蒲　　　 　3 月 10日
田中　正人　　59歳　　 野友上 ( 山寄）　　3 月 24日
濵渦　正邦　　82歳　　 久府付　　         3 月 31日

東京２０２０
オリンピック聖火リレー　
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令和2年度各会計当初予算額
会　計　名

一 般 会 計

代 替 輸 送 特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別

簡 易 水 道 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

合 　 　 計

予　算　額

22億8,224万5千円

3,480万6千円

2億3,606万8千円

1億7,418万5千円

3,101万3千円

27億5,831万7千円

前年度比較

3.6％減

27.9％増

0.9％減

51.9％増

2.2％減

0.5％増

一般会計の主な事業 （22億8,224万5千円）
企画・統計
11.3%

令和3年度

予算総額は予算総額は２2億8,224万5千円２2億8,224万5千円

地籍調査費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4,431万円 電源立地地域対策交付金・・・・・・・・・ 1,750万円
情報通信基盤事業・・・・・・・・・・・・ 1,611万円

商工・観光
2.7% モネの庭維持費等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,850万円

消防・防災
3.9%

中芸広域連合負担金・・・・・・・・・・・ 5,404万円 地域防災対策工事・・・・・・・・・・・・・・・・・ 248万円
住宅耐震改修等事業・・・・・・・・・・・・・ 734万円 家具転倒防止等対策事業・・・・・・・・・・・・・ 10万円

教育
10.0%

スクールバス運行費・・・・・・・・・・・・・・ 208万円 奨学資金貸付・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 288万円
中岡慎太郎館運営事業・・・・・・・・・ 2,162万円 保小中一体化推進事業・・・・・・・・・・・ 4,672万円

建設
7.9% 社会資本整備総合交付金・・・・・・・ 7,400万円 道路メンテナンス事業・・・・・・・・・・・・・3,100万円

農林業
11.8%

ゆず省力化栽培投資事業費補助金・・ 234万円 農産物輸出事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 250万円
ゆず次世代人材投資事業・・・・・・・・・900万円　 小規模園地整備事業・・・・・・・・・・・・・・・ 260万円
県営林道新設工事負担金・・・・・・・・ 768万円 鳥獣被害緊急対策事業業・・・・・・・・・・・ 144万円

健康・福祉
23.7%

北川村あったかふれあいセンター整備促進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,085万円
児童医療費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 249万円 児童手当・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,256万円
中芸広域連合負担金（ごみ・し尿）・ 1,970万円 中芸広域連合負担金（介護）・・・・・・・ 3,757万円
後期高齢者医療負担金・・・・・・・・ 2,997万円 保育所運営費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6,315万円
中芸広域連合負担金（火葬場）・・・・・ 312万円 中芸広域連合負担金（保健福祉）・・・ 4,136万円

その他
２8.7%

借入金返済・・・・・・・・・・・・・・・・ １億7,784万円 議会費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5,336万円
選挙費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 427万円 戸籍住民基本台帳費・・・・・・・・・・・・・ 2,215万円
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東京２０２０
オリンピック聖火リレー　

令
和
3
年
3
月
議
会
が
、３
月
9
日
か
ら

12
日
ま
で
の
３
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ

の
会
期
中
に
令
和
3
年
度
の
一
般
会
計
、特

別
会
計
を
合
わ
せ
て
２７
億
5
，8
3
1
万
7

千
円
の
予
算
が
提
案
さ
れ
、慎
重
に
審
議
し

た
結
果
、す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
成
立
し

ま
し
た
。

　
一
般
会
計
総
予
算
22
億
８
，２
２
４
万
５

千
円
の
う
ち
、皆
さ
ん
か
ら
納
付
し
て
い
た

だ
く
村
税
は
１
億
９
，７
２
０
万
５
千
円
で
、

こ
れ
を
３
月
３１
日
現
在
の
人
口（
１
，２
３

８
人
）で
割
る
と
一
人
当
た
り
の
負
担
額
は

１５
万
９
，２
９
３
円
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、村
民
一
人
当
た
り
に
使
う
費
用
は

１
８
４
万
３
，４
９
４
円
と
な
り
ま
す
。

令和2年度各会計当初予算額
会　計　名

一 般 会 計

代 替 輸 送 特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別

簡 易 水 道 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

合 　 　 計

予　算　額

22億8,224万5千円

3,480万6千円

2億3,606万8千円

1億7,418万5千円

3,101万3千円

27億5,831万7千円

前年度比較

3.6％減

27.9％増

0.9％減

51.9％増

2.2％減

0.5％増

一般会計の主な事業 （22億8,224万5千円）
企画・統計
11.3%

令和3年度

予算総額は予算総額は２2億8,224万5千円２2億8,224万5千円

地籍調査費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4,431万円 電源立地地域対策交付金・・・・・・・・・ 1,750万円
情報通信基盤事業・・・・・・・・・・・・ 1,611万円

商工・観光
2.7% モネの庭維持費等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,850万円

消防・防災
3.9%

中芸広域連合負担金・・・・・・・・・・・ 5,404万円 地域防災対策工事・・・・・・・・・・・・・・・・・ 248万円
住宅耐震改修等事業・・・・・・・・・・・・・ 734万円 家具転倒防止等対策事業・・・・・・・・・・・・・ 10万円

教育
10.0%

スクールバス運行費・・・・・・・・・・・・・・ 208万円 奨学資金貸付・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 288万円
中岡慎太郎館運営事業・・・・・・・・・ 2,162万円 保小中一体化推進事業・・・・・・・・・・・ 4,672万円

建設
7.9% 社会資本整備総合交付金・・・・・・・ 7,400万円 道路メンテナンス事業・・・・・・・・・・・・・3,100万円

農林業
11.8%

ゆず省力化栽培投資事業費補助金・・ 234万円 農産物輸出事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 250万円
ゆず次世代人材投資事業・・・・・・・・・900万円　 小規模園地整備事業・・・・・・・・・・・・・・・ 260万円
県営林道新設工事負担金・・・・・・・・ 768万円 鳥獣被害緊急対策事業業・・・・・・・・・・・ 144万円

健康・福祉
23.7%

北川村あったかふれあいセンター整備促進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,085万円
児童医療費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 249万円 児童手当・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,256万円
中芸広域連合負担金（ごみ・し尿）・ 1,970万円 中芸広域連合負担金（介護）・・・・・・・ 3,757万円
後期高齢者医療負担金・・・・・・・・ 2,997万円 保育所運営費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6,315万円
中芸広域連合負担金（火葬場）・・・・・ 312万円 中芸広域連合負担金（保健福祉）・・・ 4,136万円

その他
２8.7%

借入金返済・・・・・・・・・・・・・・・・ １億7,784万円 議会費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5,336万円
選挙費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 427万円 戸籍住民基本台帳費・・・・・・・・・・・・・ 2,215万円



6
き
　  た
　  が
わ

7
き

た   
が   
わ

区（
崎
山
、柏
木
、久
江
ノ
上
、野
川
）で
策
定
が
完

了
。今
後
、各
自
主
防
災
組
織
と
協
議
し
な
が
ら
、

資
機
材
の
整
備
を
進
め
る
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　
特
定
健
診
の
受
診
率（
12
月
調
査
分
）は
、38
・

8
％（
前
年
度
同
時
期
41
・
4
％
）。

　
未
受
診
の
方
へ
は
、ハ
ガ
キ
に
よ
る
受
診
勧
奨
、

確
定
申
告
会
場
で
の
啓
発
活
動
や「
き
た
が
わ
ヘ

ル
ス
ガ
イ
ド
」を
活
用
し
た
勧
奨
活
動
に
努
め
て

い
る
。

　
糖
尿
病
の
重
症
化
を
防
ぐ
取
り
組
み
と
し
て
、

戸
別
訪
問
を
定
期
的
に
実
施
し
、意
識
の
改
善
な

ど
、少
し
ず
つ
効
果
が
表
れ
て
い
る
。

　
運
動
教
室
は
、年
間
18
回
の
実
施
予
定
で
、現

在
15
回
実
施
し
延
べ
1
5
4
名
の
参
加
。健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
は
、２
月
末
現
在
2
4
0
件
の

申
請
が
あ
っ
た
。

　
小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」は
、地
域
の

皆
様
が
交
流
す
る
場
だ
け
で
な
く
、障
が
い
者
や

子
育
て
中
の
保
護
者
の
居
場
所
づ
く
り
、見
守
り

の
場
づ
く
り
な
ど
、多
目
的
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、

村
の
福
祉
行
政
に
と
っ
て
重
要
な
施
設
と
な
っ

て
い
る
。

　
１
月
末
日
現
在
の
利
用
者
数
は
3
、3
3
6
名
。

前
年
度
同
時
期
か
ら
1
、6
2
6
人
増
加
し
、未

入
園
の
乳
児
を
対
象
に
運
動
遊
び
を
実
施
す
る

な
ど
の
新
た
な
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
が
表
れ

て
い
る
。

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、新
た

に
２
地
区
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
ほ
か
、配
食

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
や「
ゆ
ず
の
花
」の
利
用
促
進

効
果
も
あ
り
、ひ
き
こ
も
り
の
解
消
や
食
事
摂
取

　
令
和
３
年
３
月
定
例
議
会
は
、３
月
９
日
に
開

会
し
、承
認
１
件
、条
例
改
正
、一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
補
正
予
算
、一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
当

初
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
12
日
に
は
、副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
の
議
案

の
審
議
及
び
３
氏
が
４
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

施
政
方
針 

・・（
抜
粋
）

■
村
政
運
営
に
つ
い
て

　「
1
、0
0
0
人
の
家
族
が
育
む
ゆ
ず
王
国
北

川
村
」の
実
現
を
目
指
し
、「
村
に
住
ん
で
、働
い

て
、生
活
で
き
る
収
入
を
得
ら
れ
る
産
業
の
構

築
」と「
北
川
村
に
住
み
た
い
、住
み
続
け
た
い
と

思
え
る
生
活
環
境
の
整
備
」に
取
り
組
む
と
と
も

に
引
き
続
き
、５
つ
の
基
本
政
策

　
一
、生
活
で
き
る
産
業
の
構
築

　
二
、子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実

　
三
、生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用

　
四
、村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

　
五
、日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
　

を
推
進
す
る
。

■
令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

　
歳
入
面
で
は
、人
口
の
減
少
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
村
税
収
入
の
伸

び
が
見
込
め
な
い
中
、地
方
交
付
税
の
増
額
や
地

方
交
付
税
措
置
率
の
高
い
地
方
債
を
は
じ
め
、有

利
な
財
源
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
で
、一
般
財

源
の
負
担
軽
減
を
図
っ
た
。

　
歳
出
面
で
は
、産
業
の
構
築
や
教
育
・
子
育
て

環
境
の
整
備
な
ど
、主
要
施
策
を
軌
道
に
乗
せ
る

た
め
の
費
用
等
を
盛
り
込
む
と
と
も
に
、事
務
費

に
つ
い
て
は
計
上
を
厳
し
く
見
直
す
な
ど
、メ
リ

ハ
リ
を
つ
け
た
予
算
編
成
に
努
め
た
。

　
今
後
、地
方
債
の
新
規
発
行
や
基
金
の
取
り
崩

し
に
よ
り
、財
源
を
確
保
す
る
一
方
、業
務
改
善

や
事
務
事
業
の
効
率
化
を
進
め
、財
政
の
健
全
化

に
注
力
し
、適
正
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

■
基
本
政
策
に
つ
い
て

一
、生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
に
つ
い
て

　「
1
0
0
人
の
起
業
家
農
業
者
を
育
成
す
る
」

を
目
標
に
、「
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
」「
地
区
存

続
プ
ラ
ン
」を
仕
上
げ
て
い
く
。

①「
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
」

　
新
規
就
農
者
・
規
模
拡
大
農
家
に
栽
培
技
術

習
得
の
た
め
の
支
援
策
の
確
立
や
圃
場
整
備

計
画
の
策
定
、起
業
家
農
業
者
に
対
す
る
園
地

の
配
分
方
法
、栽
培
方
法
と
販
路
の
確
立
な
ど

を
盛
り
込
ん
で
い
く
。

②「
地
区
存
続
プ
ラ
ン
」

　
村
内
各
集
落
で
農
地
を
次
世
代
に
継
承
で
き

る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
り
、今
年
度
は
北
部
地

区
で
の
検
討
を
支
援
し
、実
行
性
・
実
現
性
の
高

い
内
容
と
し
、今
後
、村
全
体
に
展
開
す
る
。

二
、子
育
て
支
援・教
育
の
充
実
に
つ
い
て

昨
年
度「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
。

①
保
小
中
一
体
化

　
北
川
村
な
ら
で
は
の
教
育
活
動
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、保
小
中
一
体
と
な
っ
た
施
設
整

備
や
子
育
て
・
文
教
エ
リ
ア
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
く
。

②
北
川
学
の
深
化

　
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
、民
間
企
業
と

連
携
し
、就
学
前
の
子
ど
も
達
を
対
象
に
オ
ン

ラ
イ
ン
英
会
話
教
室
の
開
催
や
、保
護
者
も
含

め
た
食
育
活
動
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

③
地
域
ぐ
る
み
教
育

　
保
小
中
一
体
と
な
っ
た
施
設
整
備
や
子
育

て
・
文
教
エ
リ
ア
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、地
域

の
皆
様
と
の
検
討
会
な
ど
に
よ
り
基
本
計
画

を
策
定
し
て
い
く
。

④
子
育
て
支
援

　
放
課
後
公
営
塾「
学
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
教

室
」の
対
象
を
小
学
生
か
ら
中
学
生
に
ま
で
広

げ
て
い
く
。

　三
、生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
に
つ
い
て

　
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、住
環
境
の
充
実
を
図

る
。

①
村
道
石
ノ
内
線
の
整
備

　
避
難
所
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
北
川
中
学

校
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
に
努
め
る
。

②
簡
易
水
道

　
久
府
付
地
区
の
権
現
山
に
貯
水
槽
を
新
設

す
る
た
め
測
量
設
計
を
行
っ
て
お
り
、来
年
度

か
ら
工
事
着
手
の
見
込
み
。今
後
も
、給
水
施

設
の
安
全
性
の
早
期
確
保
に
取
り
組
む
。

③「
共
同
社
員
住
宅
」の
宅
地
造
成
事
業

　
農
地
転
用
の
手
続
き
、設
計
内
容
の
調
整
を

行
っ
て
お
り
、令
和
３
年
度
の
造
成
工
事
着
手

を
目
指
す
。

④
阿
南
安
芸
自
動
車
道

　
野
根
安
倉
道
路
は
、測
量
・
調
査
が
進
ん
で

い
る
。北
川
道
路
は
、和
田
ト
ン
ネ
ル
の
う
ち
、

和
田
地
区
側
か
ら
の
掘
削
工
事
が
施
工
、柏
木

地
区
側
か
ら
の
掘
削
工
事
は
、夏
頃
に
着
工
見

込
み
で
、開
通
予
定
時
期
を
令
和
５
年
度
と
す

る
発
表
が
あ
っ
た
。

四
、村
民
の
安
全・安
心
の
確
保
に
つ
い
て

①
大
規
模
災
害
に
対
し
、行
政
に
よ
る「
公
助
」、

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る「
自
助
」、地
域
の
助

け
合
い
で
あ
る「
共
助
」の
取
組
強
化
や
、住
宅

の
耐
震
化
、自
主
防
災
組
織
の
支
援
な
ど
に
取

り
組
ん
だ
。

　
　「
公
助
」に
つ
い
て
は
、臨
機
応
変
な
災
害
対

応
体
制
の
整
備
の
た
め
、村
の
地
域
防
災
計
画

の
改
訂
作
業
を
進
め
、３
月
末
予
定
の
防
災
会

議
で
決
定
す
る
。

　
　「
共
助
」に
つ
い
て
は
、村
内
全
地
区
で
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
が
完
了
。今
後
は

地
域
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
、地
域
と
連
携

し
た
防
災
訓
練
に
加
え
、避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
基
軸
に
実
践
的
な
訓
練
の
実
施
、防
災

資
機
材
の
整
備
検
討
、意
識
啓
発
に
取
り
組
む
。

「
自
助
」に
つ
い
て
は
、住
宅
耐
震
化
や
家
具
転

倒
防
止
金
具
の
設
置
な
ど
の
啓
発
活
動
を
継

続
、ま
た
、老
朽
住
宅
の
除
却
を
進
め
、住
環
境

の
改
善
を
図
る
。

②
村
営
バ
ス

　
福
祉
的
バ
ス
を
含
め
、自
動
車
運
転
免
許
の

自
主
返
納
者
の
増
加
を
考
慮
し
運
行
の
充
実

に
努
め
る
。

五
、日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　
村
民
一
人
ひ
と
り
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

き
生
き
と
自
分
ら
し
く
生
活
を
送
り
、み
ん
な
が

交
わ
り
、支
え
合
い
が
出
来
る
村
の
実
現
を
目
指

す
。

①『
き
た
が
わ
　
ず
ー
っ
と
元
気
計
画
』

○
目
指
す
姿
　「
寝
こ
ま
ん
ず
く
、百
年
元
気
」

○
重
点
項
目

　
健
康
意
識
の
向
上

　
継
続
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、健
康
へ
の
関

心
が
高
ま
り
一
定
の
成
果
が
現
れ
て
い
る
一

方
、参
加
者
の
固
定
化
が
課
題
。地
域
活
動
や

村
事
業
へ
の
参
加
の
促
進
を
模
索
し
、令
和
３

年
度
に
は
地
域
で
の
話
し
合
い
を
始
め
、健
康

づ
く
り
に
関
す
る
地
域
固
有
の
課
題
の
把
握

に
も
努
め
、健
康
長
寿
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い

く
。

　
食
生
活
の
改
善

　
独
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
な
ど
の
低
栄
養

に
よ
る
リ
ス
ク
を
解
消
す
る
た
め
、配
食
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
を
図
っ
た
。ま
た
、子
育
て
中
の

家
庭
に
対
す
る
啓
発
活
動
を
強
化
す
る
た
め
、

令
和
３
年
度
は
、親
子
で「
食
」の
大
切
さ
を
学

ぶ
新
た
な
事
業
に
取
り
組
む
。

②
介
護
予
防
対
策

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
の
集
い

の
時
間
な
ど
を
活
用
し
、保
健
福
祉
推
進
員
に
よ

る
フ
レ
イ
ル
予
防
の
勉
強
会
を
実
施
。ま
た
、社

会
福
祉
協
議
会
で
は
介
護
認
定
時
に
ス
ム
ー
ズ

に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
へ
移
行
で
き
る
よ
う
、新

た
に
運
動
や
入
浴
支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
。今
後
と
も
社
会
福
祉
協
議
会
と
情
報
共
有
を

図
り
、健
康
づ
く
り
活
動
と
相
乗
効
果
を
発
揮
で

き
る
よ
う
、事
業
の
継
続
と
充
実
を
図
る
。

・・ 

行
政
報
告 

・・（
抜
粋
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

つ
い
て

　
昨
年
末
か
ら
、全
国
的
に
第
３
波
と
言
わ
れ
る

感
染
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、県
内
で
は
、年
明

け
以
降
、新
規
感
染
者
数
は
減
少
し
、比
較
的
落

ち
着
い
た
状
況
に
あ
る
。し
か
し
、変
異
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
増
加
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、油
断
で
き

な
い
状
況
に
あ
り
、村
に
お
い
て
も
引
き
続
き
、

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、中
芸
広
域
連
合

で
準
備
を
進
め
て
お
り
、連
合
と
連
携
を
図
り
、

ス
ム
ー
ズ
に
接
種
が
で
き
る
よ
う
対
応
を
講
じ

て
い
く
。

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　
村
内
で
今
年
度
発
生
し
た
村
道
竹
屋
敷
線
の

災
害
２
件
、林
道
竹
屋
敷
線
の
災
害
１
件
に
つ
い

て
は
、過
年
度
災
の
林
道
竹
屋
敷
線
災
害
復
旧
事

業
と
施
工
時
期
の
調
整
が
必
要
な
た
め
、令
和
３

年
度
に
発
注
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

■
南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
２
月
末
現
在
の
住
宅
の
耐
震
化
は
次
の
と
お

り
。

○
耐
震
診
断

　
５
件（
56
・
9
%
）1
9
9
件
/
3
5
0
件
）

○
改
修
工
事

　
３
件（
24
・
3
%
）85
件
/
3
5
0
件
）

　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、４
地

量
の
増
加
と
い
っ
た
具
体
的
な
成
果
に
繋
が
っ

て
い
る
。

　
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
、国
は
、高
額
な
医
療

費
が
か
か
る
不
妊
治
療
の
経
済
的
負
担
軽
減
を

図
り
、出
産
を
希
望
す
る
世
帯
の
支
援
を
行
う
こ

と
を
目
的
に「
不
妊
治
療
費
等
助
成
事
業
」を
創

設
し
、４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
と
し
て
い
る
。

　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
昨
年
４

月
に「
ゆ
ず
の
花
」内
に
設
置
し
、包
括
的
な
支
援

体
制
の
充
実
を
図
っ
た
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、適
宜
支
援
体
制
の

強
化
を
図
る
。

■
ゆ
ず
の
振
興
に
つ
い
て

　
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整
備
事
業
は
、宗
ノ

上
地
区
左
岸
側
が
施
工
中
で
、２
月
12
日
に
は
地

区
及
び
耕
作
予
定
者
を
対
象
に
、県
安
芸
農
業
振

興
セ
ン
タ
ー
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、地
区
か
ら

の
要
望
も
伺
い
、排
水
処
理
や
表
土
の
内
容
等
、

施
工
に
関
し
て
は
概
ね
了
承
い
た
だ
い
た
。今
後
、

早
期
に
耕
作
が
開
始
で
き
る
よ
う
、要
望
を
行
っ

て
い
く
。

　
ま
た
、昨
年
度
完
成
し
た
宗
ノ
上
地
区
右
岸
側
、

小
島
地
区
、二
タ
又
地
区
の
有
害
鳥
獣
侵
入
防
止

柵
は
、２
月
19
日
に
工
事
が
完
了
し
た
。久
江
ノ

上
地
区
と
宗
ノ
上
地
区
左
岸
側
は
、令
和
３
年
度

に
整
備
す
る
予
定
。

　
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
、現
在
５
名
の
起
業
家

農
業
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。１
年
間
の
研
修
が

終
了
し
た
研
修
生
に
よ
る
成
果
発
表
会
を
２
月

に
行
い
、１
年
間
の
研
修
成
果
と
と
も
に
、独
立

就
農
に
必
要
な
知
識
の
習
得
と
い
っ
た
課
題
が

見
え
て
き
た
。ま
た
、今
回
か
ら
起
業
家
農
業
者

の
育
成
手
順
書
に
基
づ
く
研
修
評
価
シ
ー
ト
の

活
用
を
始
め
、段
階
に
応
じ
た
起
業
家
農
業
者
の

育
成
に
結
び
つ
く
と
期
待
し
て
い
る
。

■
地
区
存
続
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　
ゆ
ず
園
地
調
査
の
結
果
を
地
区
で
共
有
す
る

た
め
、地
図
に
落
と
し
込
む
作
業
を
進
め
て
お
り
、

起
業
家
農
業
者
な
ど
、担
い
手
へ
の
集
積
に
繋
が

り
つ
つ
あ
る
。「
北
部
地
区
マ
ル
シ
ェ
」は
、北
川

村
活
性
化
協
議
会
と
連
携
し
協
議
を
行
い
、３
月

28
日
に
開
催
す
べ
く
準
備
が
整
い
つ
つ
あ
り
、こ

の
活
動
が
継
続
し
、地
区
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ

う
、支
援
し
て
い
く
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　
今
年
度
２
月
ま
で
の
11
ヵ
月
間
の
実
績
は
7
、

5
4
4
件
、5
7
、1
2
8
千
円（
前
年
同
期
4
、

0
0
4
件
、3
5
、6
1
1
千
円
）と
当
初
の
目
標

5
0
、0
0
0
千
円
超
え
を
達
成
。コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る「
巣
ご
も
り
需
要
」に
加
え
、委
託
先
で
あ
る

中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
に
よ
る
産
品
の
掘
り

起
こ
し
や
き
め
細
か
な
顧
客
対
応
が
要
因
と
考

え
て
い
る
。今
後
も
村
の
特
徴
を
活
か
し
た
返
礼

品
企
画
や
新
規
納
税
者
・
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
に

努
め
、来
年
度
は
目
標
額
を
6
0
、0
0
0
千
円

と
し
、納
税
額
の
更
な
る
増
加
を
図
る
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
の
令
和
２
年
度

の
入
園
者
数
は
、5
3
、3
9
0
人
。

（
前
年
度
7
2
、5
4
9
人
、26
・
4
%
減
）

夏
以
降
は
、国
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ス
タ
ッ
フ
の

営
業
努
力
も
あ
っ
て
回
復
し
た
が
、４
月
か
ら
５

月
に
か
け
て
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
が

大
き
く
影
響
し
、計
画
の
7
8
、0
0
0
人
を
大

幅
に
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
北
川
村
温
泉
の
令
和
２
年
度（
２
月
末
）の
利

用
者
数
は
、宿
泊
と
日
帰
り
入
浴
を
合
わ
せ
て

1
1
、9
5
5
人
。（
昨
年
同
期
1
7
、3
0
5
人

30
・
9
％
減
）

　
秋
に
は
回
復
傾
向
の
利
用
者
数
が
、冬
場
に
首

都
圏
や
関
西
圏
に
発
せ
ら
れ
た
緊
急
事
態
宣
言

に
よ
り
再
度
低
下
し
、年
間
を
通
じ
厳
し
い
状
況

と
な
っ
た
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て
、２
月
末
現
在
、

相
談
件
数
が
累
計
で
11
件
、宅
地
の
売
却
希
望
１

件
、空
き
家
の
賃
貸
希
望
４
件
の
登
録
、登
録
申

請
中
が
１
件
。登
録
物
件
の
内
２
件
を
空
き
家
改

修
事
業
を
活
用
し
て
整
備
を
行
っ
た
。

　
移
住
体
験
施
設
の
年
間
利
用
者
数
は
、２
月
末

現
在
で
延
べ
29
名
。起
業
家
農
業
者
を
目
指
し
て

の
研
修
や
、村
の
活
性
化
の
た
め
移
住
を
希
望
し

て
の
利
用
が
あ
り
、実
際
に
移
住
に
結
び
つ
い
て

い
る
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

○
保
小
中
一
体
化

　
子
ど
も
の
自
立
と
健
康
を
目
指
し
、栽
培
・
収

穫
・
調
理
を
一
体
的
に
学
ぶ
食
育
活
動
に
取
り
組

み
、郷
土
料
理
教
室
や
中
学
生
を
対
象
と
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
講
座
で
食
品
ロ
ス
削
減
の
活
動
な
ど

学
ん
だ
。今
後
、『
き
た
が
わ
　
ず
ー
っ
と
元
気
計

画
』と
連
動
さ
せ
、村
全
体
で
の
活
動
と
な
る
よ

う
、保
小
中
一
体
的
な
食
育
活
動
の
計
画
を
策
定

し
、取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

○
I
C
T
環
境
の
整
備

　
パ
ソ
コ
ン
や
電
子
黒
板
な
ど
の
整
備
を
終
え
、

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

資
料
の
作
成
、オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
や
リ
モ
ー
ト

授
業
を
行
う
な
ど
、活
用
の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
。

今
後
は
、授
業
で
の
活
用
の
ほ
か
、教
職
員
の
業

務
改
善
に
努
め
る
。

○
北
川
学
の
深
化

　
村
の
地
域
資
源
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
開
授
業

を
実
施
し
て
き
た
。子
ど
も
た
ち
自
ら
が
行
っ
た

内
容
を
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た
結
果
、小

学
５
年
生
の
作
品「
北
川
村
モ
ネ
の
庭
マ
ル
モ
ッ

タ
ン
に
来
て
み
い
や
」の
動
画
が
四
国
コ
ン
テ
ン

ツ
映
像
フ
ェ
ス
タ
小
中
学
生
の
部
門
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
、小
学
３
年
生
の
作
品「
か
か
し
す
ご

い
ぞ
新
聞
」が
高
知
県
学
校
新
聞
づ
く
り
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
銀
賞
を
受
賞
し
た
。

○
地
域
学
校
協
働
本
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

は
、12
月
よ
り
２
名
増
加
し
67
名
。保
育
所
及
び

学
校
の
愛
校
作
業
や
様
々
な
教
育
活
動
に
協
力

を
い
た
だ
い
た
。今
後
も
保
育
所
や
学
校
の
ニ
ー

ズ
と
地
域
人
材
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
な
が

ら
、地
域
と
共
に
あ
る
保
育
所
・
学
校
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

（
社
会
教
育
関
係
に
つ
い
て
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
感

染
対
策
を
講
じ
、成
人
式
を
挙
行
し
た
。ま
た
、第

39
回
東
部
美
術
展
、第
34
回
ふ
る
さ
と
名
勝
写
真

展
が
開
催
さ
れ
、絵
画
や
書
道
、写
真
な
ど
多
数

出
展
さ
れ
、創
作
活
動
の
素
晴
ら
し
さ
や
表
現
の

自
由
、美
の
追
求
と
い
っ
た
作
品
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
た
。

（
中
岡
慎
太
郎
関
係
に
つ
い
て
）

　
３
月
29
日
ま
で
企
画
展「
北
川
村
あ
の
日
あ
の

時
」を
開
催
。昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
村
の

風
景
や
行
事
な
ど
写
真
2
0
0
点
余
り
を
展
示

し
て
い
る
。

　
２
月
21
日
に
は「
錦
絵
・
瓦
版
か
ら
み
た
幕
末

の
政
治
ニ
ュ
ー
ス
」と
題
し
、中
岡
慎
太
郎
先
生

顕
彰
会
と
共
同
で
慎
太
郎
学
習
会
を
開
催
。次
回

３
月
21
日
に
は
、陸
援
隊
解
散
後
の
隊
士
た
ち
の

就
職
活
動
を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
予
定
。

　
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
と
共
同
で
進
め
て

い
る「
利
岡
家
文
書
目
録
」の
作
成
状
況
は
、対
象

と
な
る
古
文
書
が
1
、3
0
0
点
近
く
あ
り
、江

戸
時
代
の
農
村
支
配
や
幕
末
政
治
史
を
研
究
す

る
う
え
で
、貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
て
い
る
。現
在
は
今
年
８
月
完
成
を
目
指
し
、

古
文
書
を
内
容
別
に
分
類
し
、目
録
冊
子
の
作
成

を
進
め
て
い
る
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い

②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

③
火
葬
業
務
に
つ
い
て

④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　
本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、３
月
１
日
時
点
で
、

　
今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
に
つ
い
て

9
　
令
和
２
年
度
最
新
の
確
定
寄
付
額
と
最
終

見
込
み
額
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

○
最
新
の
確
定
寄
付
額（
令
和
３
年
２
月
現
在
）

　
５
７
、１
２
７
、５
０
０
円
。

○
今
年
度
の
最
終
見
込
み
額

　
５
９
、３
０
０
千
円
程
度

9
　
令
和
元
年
度
ま
で
の
使
途
別
寄
付
額
と
今

年
度
の
寄
付
額
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

（
額
は
、令
和
元
年
度
ま
で
・
令
和
２
年
度
の
順
）

○
ゆ
ず
を
中
心
と
す
る
一
次
産
業
の
振
興

　
４
１
、2
4
2
、0
0
0
円

　
2
1
、0
5
0
、0
0
0
円

○
自
然
環
境
の
保
全

　
1
5
、8
4
1
、0
0
0
円

　
8
、7
0
1
、5
0
0
円

○
教
育
・
文
化
の
振
興

　
7
、9
1
3
、0
0
0
円

　
4
、5
5
0
、0
0
0
円

○
福
祉
・
子
育
て
支
援

　
1
9
、2
9
1
、7
0
0
円

　
1
0
、5
5
8
、0
0
0
円

○
そ
の
他
村
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業

　
2
1
、4
2
6
、0
0
0
円

　
1
1
、9
8
6
、0
0
0
円

○
未
選
択

　
2
6
、8
2
6
、5
5
5
円

　
3
3
3
、0
0
0
円

9
　
使
途
別
活
用
実
績
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
の
意
向
を
尊
重
し
、出

来
る
だ
け
見
え
る
形
と
し
て
残
る
事
業
に
活
用

で
き
た
ら
と
で
考
え
て
い
る
。今
後
も
検
討
し
て

い
く
。

○
福
祉
車
両
購
入

　（
H
22
）1
、6
6
0
、0
0
0
円

○
デ
イ
車
両
購
入

　（
H
29
）4
、0
0
0
、0
0
0
円

○
保
健
福
祉
推
進
車
両
購
入

　（
H
29
）1
、1
9
3
、0
0
0
円

○
ゆ
ず
の
花
備
品
整
備

　（
R
1
）8
、5
0
0
、0
0
0
円

9
　
活
用
実
績
の
広
報
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に

あ
る
の
か
問
う
。

 

答

　村
長

　
来
年
度
以
降
、広
報
の
専
門
者
を
設
置
し
、集
中

管
理
で
き
る
体
制
へ
移
行
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。ま
た
、活
用
実
績
に
つ
い
て
も
、早
急
に

公
表
で
き
る
体
制
を
整
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
状
況
に
つ
い
て

9
　
令
和
２
年
度
の
委
託
業
務
、令
和
３
年
度
の

取
り
組
み
、木
材
需
要
調
査
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　産
業
課
長

　
令
和
２
年
度
予
算
額
1
3
、0
0
0
千
円
、実

績
1
、0
7
5
、6
1
8
円
。

 

答

　村
長

　
村
内
の
木
材
利
用
調
査
に
つ
い
て
は
、８
月
と

12
月
の
２
回
、チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
に
よ
り
周
知

を
行
っ
た
結
果
、令
和
２
年
度
に
は
新
築
倉
庫
１

件
の
需
要
が
あ
っ
た
。

　
一
方
、取
り
組
み
の
結
果
、設
計
か
ら
納
品
ま

で
約
５
ヶ
月
か
か
っ
た
。こ
の
期
間
を
短
縮
で
き

る
の
か
、必
要
な
時
期
か
ら
逆
算
し
て
オ
ー
ダ
ー

が
受
け
ら
れ
る
の
か
、ス
ト
ッ
ク
で
き
る
場
所
の

確
保
な
ど
見
え
て
き
た
課
題
は
、速
や
か
に
解
決

し
て
い
き
た
い
。

9
　
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
、具
体
事
業
の

実
施
時
期
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
と
し
て
は
、市
町
村

へ
委
託
さ
れ
た
森
林
路
網
整
備
や
間
伐
な
ど
の

森
林
整
備
、林
業
就
業
者
の
育
成
な
ど
の
人
材
育

成
、担
い
手
な
ど
の
確
保
、そ
し
て
学
校
福
祉
施

設
等
の
公
共
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
、森
林
環
境

教
育
な
ど
の
木
材
利
用
の
促
進
普
及
啓
発
な
ど

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
い
か
に
需
要
喚
起
を
行
い
森
林
資
源
を
活
用

し
て
い
く
か
を
、大
事
な
こ
と
と
捉
え
、今
後
、今

の
需
要
調
査
と
と
も
に
学
校
校
舎
を
は
じ
め
公

共
施
設
、こ
れ
に
つ
い
て
木
造
建
築
を
対
応
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
の
で
、そ
こ

に
重
点
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　
座
談
会
に
つ
い
て

9
　
地
域
住
民
か
ら
の
要
望
等
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
問
う
。

令
和
3
年

第
１
回
議
会
定
例
会

議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者

　 

議
長
　
岩
垣
　
實
男

○
保
小
中
の
一
体
的
な
取
り
組
み
、深
化
に
つ
い

て
今
年
度
か
ら
小
中
学
校
一
貫
校
制
度
を
導
入

し
、複
式
学
級
の
解
消
、小
中
学
校
間
で
の
相
互

の
乗
り
入
れ
授
業
、合
同
で
の
研
修
、行
事
等
の

調
整
を
行
っ
て
き
た
。

　
教
育
内
容
面
で
は
、民
間
企
業
と
の
連
携
に
よ

る
リ
モ
ー
ト
授
業
の
実
施
や
、食
育
活
動
、食
育

教
育
な
ど
に
取
り
組
み
、今
後
は
就
学
前
か
ら
の

外
国
語
活
動
や
食
育
活
動
に
北
川
学
を
加
え
、北

川
村
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
取
り
組
み
と
な
る

よ
う
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
施
設
整
備
の
面
で
は
、単
な
る
校
舎
の
建
築
で

は
な
く
、地
域
が
利
用
で
き
る
公
園
や
図
書
館
な

ど
を
含
め
た
一
体
的
な
エ
リ
ア
と
し
て
の
あ
り

方
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
き
た
。次
年
度
は
、地

域
の
皆
様
や
子
ど
も
達
と
も
協
議
を
深
め
、保
小

中
一
体
と
な
っ
た
施
設
整
備
や
、周
辺
を
含
め
エ

リ
ア
的
な
検
討
を
し
て
基
本
計
画
と
し
て
ま
と

め
た
い
。

○
北
川
学
に
つ
い
て

　
昨
年
度
よ
り
２
年
間
、地
域
資
源
を
テ
ー
マ
と

し
た
研
究
や
公
開
授
業
を
実
施
を
し
て
き
た
。子

ど
も
達
の
学
び
の
成
果
が
、学
力
の
向
上
や
コ
ン

テ
ス
ト
の
受
賞
と
い
う
形
で
も
表
れ
て
お
り
、モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
。次
年
度
以
降
も
こ
れ
ま

で
の
実
践
を
深
め
、子
ど
も
達
の
探
究
心
の
向
上

と
地
域
に
愛
着
を
持
ち
、地
域
に
貢
献
で
き
る
子

ど
も
を
育
ん
で
い
き
た
い
。

○
地
域
ぐ
る
み
教
育
に
つ
い
て

　
本
年
度
よ
り
運
営
方
針
な
ど
を
保
護
者
や
地

域
の
代
表
と
共
有
し
、改
善
を
図
る
場
と
し
て
の

「
保
小
中
学
校
運
営
協
議
会
」と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
で
あ
る「
地
域
学
校
協
働
本
部
」、の
両
輪
で

取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。運
営
協
議
会
で
は

運
営
方
針
や
取
り
組
み
の
報
告
だ
け
で
無
く
、子

育
て
文
教
エ
リ
ア
、子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
係

る
内
容
の
検
討
を
、地
域
学
校
協
働
本
部
で
は
保

育
所
や
学
校
の
環
境
整
備
に
参
加
い
た
だ
く
な

ど
、地
域
ぐ
る
み
で
保
育
所
学
校
を
支
え
る
機
運

が
徐
々
に
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、次
年
度
は
運
営

協
議
会
委
員
を
中
心
に
、子
育
て
文
教
エ
リ
ア
の

基
本
計
画
策
定
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
拡
充

を
図
り
、地
域
と
と
も
に
あ
る
保
育
所
、学
校
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

○
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

　
本
年
度
か
ら
高
校
生
へ
の
通
学
費
助
成
の
開

始
や
18
歳
ま
で
の
医
療
費
助
成
の
拡
大
、放
課
後

子
ど
も
教
室
の
受
け
入
れ
時
間
の
拡
大
な
ど
施

策
の
充
実
を
図
っ
た
。次
年
度
は
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、中
学
校
ま
で
公
設

塾
の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
検
討
し
子
育
て
環
境

の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、電
子
黒
板
や
パ
ソ
コ

ン
の
機
器
整
備
を
終
え
、３
学
期
か
ら
は
こ
れ
ら

の
I
C
T
機
器
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。活
用
事
例
と
し
て
、電
子
黒
板
を
活
用

し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
モ
ー
ト
授
業
、

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
た
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
の
授

業
を
実
施
し
た
り
ズ
ー
ム
な
ど
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
機
能
に
よ
り
教
職
員
の
研
修
や
打
ち
合
わ
せ
、

音
楽
や
体
育
集
会
な
ど
の
集
会
活
動
を
リ
モ
ー

ト
で
実
施
す
る
な
ど
、様
々
な
機
会
や
用
途
に
応

じ
て
活
用
を
広
げ
て
い
る
。

　
I
C
T
の
整
備
は
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び

の
提
供
、主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
育
成
す
る
た
め

の
学
習
ツ
ー
ル
で
あ
り
、I
C
T
機
器
を
活
用
す

る
こ
と
で
学
習
意
欲
が
高
ま
る
こ
と
は
否
定
は

し
な
い
が
、無
け
れ
ば
学
習
が
で
き
な
い
授
業
で

は
い
け
な
い
の
で
、ど
の
様
な
情
報
活
用
能
力
が

必
要
な
の
か
を
考
え
、学
習
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し

て
使
え
る
よ
う
な
授
業
づ
く
り
に
努
め
る
。

　
今
後
も
授
業
、教
育
活
動
へ
の
活
用
と
と
も
に

教
職
員
の
業
務
改
善
に
も
繋
が
る
よ
う
務
め
た
い
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

令
和
２
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ

い
て(

承
認
第
１
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
1
、9
3
0
千
円
増
額

し
、予
算
総
額
を
2
、6
7
2
、4
7
4
千
円
と
定

め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
承
認
）

字
区
域
の
変
更
に
つ
い
て(

議
案
第
１
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

い
の
た
に
橋
橋
梁
補
修
修
繕
工
事
請
負
契

約
の
一
部
を
変
更
す
る
契
約
の
締
結
に
つ

い
て(

議
案
第
２
号)

　　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て(

議
案
第
３
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
４
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
５
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
６
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
飲
料
水
供
給
施
設
給
水
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第

７
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）に
つ
い
て(

議
案
第
８
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
9
5
、8
4
8
千
円
減

額
し
、予
算
総
額
を
2
、5
7
6
、6
2
6
千
円

と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
　
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て(

議
案
第

９
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
増
減
な
し
と
し
、予
算

総
額
を
2
5
、0
8
7
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て(

議

案
第
10
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3
4
、4
8
2
千
円
減

額
し
、予
算
総
額
を
2
0
5
、6
5
8
千
円
と
定

め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て(

議
案
第

11
号
）

　
翌
年
度
に
繰
り
越
し
で
き
る
経
費
を
定
め
る

も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

(

議
案
第
12
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
7
5
8
千
円
減
額
し
、予

算
総
額
を
3
0
、9
3
6
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て(

議
案
第
13
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
2
、2
8
2
、2
4
5

千
円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
14
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
3
4
、8
0
6
千

円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
15
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
2
3
6
、0
6
8
千

円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
16
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
1
7
4
、1
8
5

千
円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
17
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
3
1
、0
1
3
千

円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て(

議
案
第
18
号)

　
北
川
村
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
同
意
）

・・ 

意
見
書 

・・

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
を
求
め
る

意
見
書
に
つ
い
て

　
全
員
賛
成（
可
決
）

提
出
先
：
衆
議
院
議
長

　
　
　  

参
議
院
議
長

　
　
　  

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　  

総
務
大
臣

　
　
　  

法
務
大
臣

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◇
２
月
９
日（
火
）

□
議
題

　
①
令
和
２
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算

執
行
状
況
に
つ
い
て

　
②
令
和
２
年
度
へ
の
繰
越
事
業
執
行
状
況
に

つ
い
て

　
③
有
害
鳥
獣
緊
急
捕
獲
支
援
の
経
過
説
明

　
　
各
課
よ
り
、予
算
執
行
状
況
及
び
各
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
質
疑
を

行
っ
た
。ま
た
、本
年
度
の
有
害
鳥
獣
緊
急
捕

獲
支
援
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

◇
４
月
28
日（
水
）

□
議
題

　
①
機
構
関
連
事
業
　
二
タ
又
・
宗
ノ
上
圃
場

整
備
地
現
地
調
査

　
　
圃
場
整
備
の
現
状
及
び
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、現
地
の
調
査
を
行
っ
た
。

　
令
和
３
年
第
１
回
臨
時
会
は
、５
月
７
日
に
開

会
し
、村
税
条
例
の
一
部
改
正
ほ
か
報
告
２
件
、

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
改
正

の
議
案
審
議
、併
せ
て
北
川
村
議
会
総
務
産
業
建

設
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
両
委
員

長
の
選
出
を
行
い
閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

物
損
事
故
に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
額

の
決
定
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い

て(

承
認
第
１
号)

全
員
賛
成（
承
認
）

村
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処

分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
２
号
）

全
員
賛
成（
承
認
）

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）

　
全
員
賛
成（
可
決
）

◇
北
川
村
議
会
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　

◇
北
川
村
議
会
運
営
委
員
会
　
委
員
長

上村　　誠 村長

 

答

　村
長

　
今
年
度
の
座
談
会
は「
村
の
将
来
を
語
ら
う
座

談
会
」と
し
て
、村
内
14
箇
所
で
開
催
し
、戦
略
の

内
容
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、地
区
の
現
状

に
対
す
る
要
望
な
ど
も
あ
り
、貴
重
な
ご
意
見
を

伺
う
こ
と
が
で
き
た
。意
見
や
要
望
に
つ
い
て
は
、

日
を
改
め
て
現
地
確
認
や
詳
細
の
聞
き
取
り
を

行
い
、案
件
毎
に
、対
応
方
法
や
必
要
な
期
間
は

異
な
る
が
対
処
し
て
い
る
。

9
　
内
容
取
り
ま
と
め
後
、村
民
に
回
覧
等
考
え

て
い
る
か
、ま
た
、今
後
の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
対
応
済
み
、継
続
中
、断
念
な
ど
の
内
部
整
理

を
行
い
、地
区
代
表
者
な
ど
関
係
者
に
対
し
、該

当
案
件
に
つ
い
て
、必
要
に
応
じ
説
明
を
行
っ
て

い
る
。ま
た
、次
の
座
談
会
時
に
な
る
こ
と
も
あ

る
が
、機
会
を
捉
え
て
情
報
提
供
し
て
い
き
た
い
。

　
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

9
　
令
和
２
年
度
の
展
開
、今
後
の
検
討
事
項
、

令
和
３
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　教
育
長



6
き
　  た
　  が
わ

7
き

た   
が   
わ

区（
崎
山
、柏
木
、久
江
ノ
上
、野
川
）で
策
定
が
完

了
。今
後
、各
自
主
防
災
組
織
と
協
議
し
な
が
ら
、

資
機
材
の
整
備
を
進
め
る
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　
特
定
健
診
の
受
診
率（
12
月
調
査
分
）は
、38
・

8
％（
前
年
度
同
時
期
41
・
4
％
）。

　
未
受
診
の
方
へ
は
、ハ
ガ
キ
に
よ
る
受
診
勧
奨
、

確
定
申
告
会
場
で
の
啓
発
活
動
や「
き
た
が
わ
ヘ

ル
ス
ガ
イ
ド
」を
活
用
し
た
勧
奨
活
動
に
努
め
て

い
る
。

　
糖
尿
病
の
重
症
化
を
防
ぐ
取
り
組
み
と
し
て
、

戸
別
訪
問
を
定
期
的
に
実
施
し
、意
識
の
改
善
な

ど
、少
し
ず
つ
効
果
が
表
れ
て
い
る
。

　
運
動
教
室
は
、年
間
18
回
の
実
施
予
定
で
、現

在
15
回
実
施
し
延
べ
1
5
4
名
の
参
加
。健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
は
、２
月
末
現
在
2
4
0
件
の

申
請
が
あ
っ
た
。

　
小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」は
、地
域
の

皆
様
が
交
流
す
る
場
だ
け
で
な
く
、障
が
い
者
や

子
育
て
中
の
保
護
者
の
居
場
所
づ
く
り
、見
守
り

の
場
づ
く
り
な
ど
、多
目
的
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、

村
の
福
祉
行
政
に
と
っ
て
重
要
な
施
設
と
な
っ

て
い
る
。

　
１
月
末
日
現
在
の
利
用
者
数
は
3
、3
3
6
名
。

前
年
度
同
時
期
か
ら
1
、6
2
6
人
増
加
し
、未

入
園
の
乳
児
を
対
象
に
運
動
遊
び
を
実
施
す
る

な
ど
の
新
た
な
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
が
表
れ

て
い
る
。

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、新
た

に
２
地
区
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
ほ
か
、配
食

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
や「
ゆ
ず
の
花
」の
利
用
促
進

効
果
も
あ
り
、ひ
き
こ
も
り
の
解
消
や
食
事
摂
取

　
令
和
３
年
３
月
定
例
議
会
は
、３
月
９
日
に
開

会
し
、承
認
１
件
、条
例
改
正
、一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
補
正
予
算
、一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
当

初
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
12
日
に
は
、副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
の
議
案

の
審
議
及
び
３
氏
が
４
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

施
政
方
針 

・・（
抜
粋
）

■
村
政
運
営
に
つ
い
て

　「
1
、0
0
0
人
の
家
族
が
育
む
ゆ
ず
王
国
北

川
村
」の
実
現
を
目
指
し
、「
村
に
住
ん
で
、働
い

て
、生
活
で
き
る
収
入
を
得
ら
れ
る
産
業
の
構

築
」と「
北
川
村
に
住
み
た
い
、住
み
続
け
た
い
と

思
え
る
生
活
環
境
の
整
備
」に
取
り
組
む
と
と
も

に
引
き
続
き
、５
つ
の
基
本
政
策

　
一
、生
活
で
き
る
産
業
の
構
築

　
二
、子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実

　
三
、生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用

　
四
、村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

　
五
、日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
　

を
推
進
す
る
。

■
令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

　
歳
入
面
で
は
、人
口
の
減
少
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
村
税
収
入
の
伸

び
が
見
込
め
な
い
中
、地
方
交
付
税
の
増
額
や
地

方
交
付
税
措
置
率
の
高
い
地
方
債
を
は
じ
め
、有

利
な
財
源
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
で
、一
般
財

源
の
負
担
軽
減
を
図
っ
た
。

　
歳
出
面
で
は
、産
業
の
構
築
や
教
育
・
子
育
て

環
境
の
整
備
な
ど
、主
要
施
策
を
軌
道
に
乗
せ
る

た
め
の
費
用
等
を
盛
り
込
む
と
と
も
に
、事
務
費

に
つ
い
て
は
計
上
を
厳
し
く
見
直
す
な
ど
、メ
リ

ハ
リ
を
つ
け
た
予
算
編
成
に
努
め
た
。

　
今
後
、地
方
債
の
新
規
発
行
や
基
金
の
取
り
崩

し
に
よ
り
、財
源
を
確
保
す
る
一
方
、業
務
改
善

や
事
務
事
業
の
効
率
化
を
進
め
、財
政
の
健
全
化

に
注
力
し
、適
正
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

■
基
本
政
策
に
つ
い
て

一
、生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
に
つ
い
て

　「
1
0
0
人
の
起
業
家
農
業
者
を
育
成
す
る
」

を
目
標
に
、「
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
」「
地
区
存

続
プ
ラ
ン
」を
仕
上
げ
て
い
く
。

①「
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
」

　
新
規
就
農
者
・
規
模
拡
大
農
家
に
栽
培
技
術

習
得
の
た
め
の
支
援
策
の
確
立
や
圃
場
整
備

計
画
の
策
定
、起
業
家
農
業
者
に
対
す
る
園
地

の
配
分
方
法
、栽
培
方
法
と
販
路
の
確
立
な
ど

を
盛
り
込
ん
で
い
く
。

②「
地
区
存
続
プ
ラ
ン
」

　
村
内
各
集
落
で
農
地
を
次
世
代
に
継
承
で
き

る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
り
、今
年
度
は
北
部
地

区
で
の
検
討
を
支
援
し
、実
行
性
・
実
現
性
の
高

い
内
容
と
し
、今
後
、村
全
体
に
展
開
す
る
。

二
、子
育
て
支
援・教
育
の
充
実
に
つ
い
て

昨
年
度「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
。

①
保
小
中
一
体
化

　
北
川
村
な
ら
で
は
の
教
育
活
動
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、保
小
中
一
体
と
な
っ
た
施
設
整

備
や
子
育
て
・
文
教
エ
リ
ア
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
く
。

②
北
川
学
の
深
化

　
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
、民
間
企
業
と

連
携
し
、就
学
前
の
子
ど
も
達
を
対
象
に
オ
ン

ラ
イ
ン
英
会
話
教
室
の
開
催
や
、保
護
者
も
含

め
た
食
育
活
動
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

③
地
域
ぐ
る
み
教
育

　
保
小
中
一
体
と
な
っ
た
施
設
整
備
や
子
育

て
・
文
教
エ
リ
ア
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、地
域

の
皆
様
と
の
検
討
会
な
ど
に
よ
り
基
本
計
画

を
策
定
し
て
い
く
。

④
子
育
て
支
援

　
放
課
後
公
営
塾「
学
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
教

室
」の
対
象
を
小
学
生
か
ら
中
学
生
に
ま
で
広

げ
て
い
く
。

　三
、生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
に
つ
い
て

　
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、住
環
境
の
充
実
を
図

る
。

①
村
道
石
ノ
内
線
の
整
備

　
避
難
所
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
北
川
中
学

校
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
に
努
め
る
。

②
簡
易
水
道

　
久
府
付
地
区
の
権
現
山
に
貯
水
槽
を
新
設

す
る
た
め
測
量
設
計
を
行
っ
て
お
り
、来
年
度

か
ら
工
事
着
手
の
見
込
み
。今
後
も
、給
水
施

設
の
安
全
性
の
早
期
確
保
に
取
り
組
む
。

③「
共
同
社
員
住
宅
」の
宅
地
造
成
事
業

　
農
地
転
用
の
手
続
き
、設
計
内
容
の
調
整
を

行
っ
て
お
り
、令
和
３
年
度
の
造
成
工
事
着
手

を
目
指
す
。

④
阿
南
安
芸
自
動
車
道

　
野
根
安
倉
道
路
は
、測
量
・
調
査
が
進
ん
で

い
る
。北
川
道
路
は
、和
田
ト
ン
ネ
ル
の
う
ち
、

和
田
地
区
側
か
ら
の
掘
削
工
事
が
施
工
、柏
木

地
区
側
か
ら
の
掘
削
工
事
は
、夏
頃
に
着
工
見

込
み
で
、開
通
予
定
時
期
を
令
和
５
年
度
と
す

る
発
表
が
あ
っ
た
。

四
、村
民
の
安
全・安
心
の
確
保
に
つ
い
て

①
大
規
模
災
害
に
対
し
、行
政
に
よ
る「
公
助
」、

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る「
自
助
」、地
域
の
助

け
合
い
で
あ
る「
共
助
」の
取
組
強
化
や
、住
宅

の
耐
震
化
、自
主
防
災
組
織
の
支
援
な
ど
に
取

り
組
ん
だ
。

　
　「
公
助
」に
つ
い
て
は
、臨
機
応
変
な
災
害
対

応
体
制
の
整
備
の
た
め
、村
の
地
域
防
災
計
画

の
改
訂
作
業
を
進
め
、３
月
末
予
定
の
防
災
会

議
で
決
定
す
る
。

　
　「
共
助
」に
つ
い
て
は
、村
内
全
地
区
で
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
が
完
了
。今
後
は

地
域
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
、地
域
と
連
携

し
た
防
災
訓
練
に
加
え
、避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
基
軸
に
実
践
的
な
訓
練
の
実
施
、防
災

資
機
材
の
整
備
検
討
、意
識
啓
発
に
取
り
組
む
。

「
自
助
」に
つ
い
て
は
、住
宅
耐
震
化
や
家
具
転

倒
防
止
金
具
の
設
置
な
ど
の
啓
発
活
動
を
継

続
、ま
た
、老
朽
住
宅
の
除
却
を
進
め
、住
環
境

の
改
善
を
図
る
。

②
村
営
バ
ス

　
福
祉
的
バ
ス
を
含
め
、自
動
車
運
転
免
許
の

自
主
返
納
者
の
増
加
を
考
慮
し
運
行
の
充
実

に
努
め
る
。

五
、日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　
村
民
一
人
ひ
と
り
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

き
生
き
と
自
分
ら
し
く
生
活
を
送
り
、み
ん
な
が

交
わ
り
、支
え
合
い
が
出
来
る
村
の
実
現
を
目
指

す
。

①『
き
た
が
わ
　
ず
ー
っ
と
元
気
計
画
』

○
目
指
す
姿
　「
寝
こ
ま
ん
ず
く
、百
年
元
気
」

○
重
点
項
目

　
健
康
意
識
の
向
上

　
継
続
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、健
康
へ
の
関

心
が
高
ま
り
一
定
の
成
果
が
現
れ
て
い
る
一

方
、参
加
者
の
固
定
化
が
課
題
。地
域
活
動
や

村
事
業
へ
の
参
加
の
促
進
を
模
索
し
、令
和
３

年
度
に
は
地
域
で
の
話
し
合
い
を
始
め
、健
康

づ
く
り
に
関
す
る
地
域
固
有
の
課
題
の
把
握

に
も
努
め
、健
康
長
寿
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い

く
。

　
食
生
活
の
改
善

　
独
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
な
ど
の
低
栄
養

に
よ
る
リ
ス
ク
を
解
消
す
る
た
め
、配
食
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
を
図
っ
た
。ま
た
、子
育
て
中
の

家
庭
に
対
す
る
啓
発
活
動
を
強
化
す
る
た
め
、

令
和
３
年
度
は
、親
子
で「
食
」の
大
切
さ
を
学

ぶ
新
た
な
事
業
に
取
り
組
む
。

②
介
護
予
防
対
策

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
の
集
い

の
時
間
な
ど
を
活
用
し
、保
健
福
祉
推
進
員
に
よ

る
フ
レ
イ
ル
予
防
の
勉
強
会
を
実
施
。ま
た
、社

会
福
祉
協
議
会
で
は
介
護
認
定
時
に
ス
ム
ー
ズ

に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
へ
移
行
で
き
る
よ
う
、新

た
に
運
動
や
入
浴
支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
。今
後
と
も
社
会
福
祉
協
議
会
と
情
報
共
有
を

図
り
、健
康
づ
く
り
活
動
と
相
乗
効
果
を
発
揮
で

き
る
よ
う
、事
業
の
継
続
と
充
実
を
図
る
。

・・ 

行
政
報
告 

・・（
抜
粋
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

つ
い
て

　
昨
年
末
か
ら
、全
国
的
に
第
３
波
と
言
わ
れ
る

感
染
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、県
内
で
は
、年
明

け
以
降
、新
規
感
染
者
数
は
減
少
し
、比
較
的
落

ち
着
い
た
状
況
に
あ
る
。し
か
し
、変
異
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
増
加
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、油
断
で
き

な
い
状
況
に
あ
り
、村
に
お
い
て
も
引
き
続
き
、

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、中
芸
広
域
連
合

で
準
備
を
進
め
て
お
り
、連
合
と
連
携
を
図
り
、

ス
ム
ー
ズ
に
接
種
が
で
き
る
よ
う
対
応
を
講
じ

て
い
く
。

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　
村
内
で
今
年
度
発
生
し
た
村
道
竹
屋
敷
線
の

災
害
２
件
、林
道
竹
屋
敷
線
の
災
害
１
件
に
つ
い

て
は
、過
年
度
災
の
林
道
竹
屋
敷
線
災
害
復
旧
事

業
と
施
工
時
期
の
調
整
が
必
要
な
た
め
、令
和
３

年
度
に
発
注
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

■
南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
２
月
末
現
在
の
住
宅
の
耐
震
化
は
次
の
と
お

り
。

○
耐
震
診
断

　
５
件（
56
・
9
%
）1
9
9
件
/
3
5
0
件
）

○
改
修
工
事

　
３
件（
24
・
3
%
）85
件
/
3
5
0
件
）

　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、４
地

量
の
増
加
と
い
っ
た
具
体
的
な
成
果
に
繋
が
っ

て
い
る
。

　
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
、国
は
、高
額
な
医
療

費
が
か
か
る
不
妊
治
療
の
経
済
的
負
担
軽
減
を

図
り
、出
産
を
希
望
す
る
世
帯
の
支
援
を
行
う
こ

と
を
目
的
に「
不
妊
治
療
費
等
助
成
事
業
」を
創

設
し
、４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
と
し
て
い
る
。

　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
昨
年
４

月
に「
ゆ
ず
の
花
」内
に
設
置
し
、包
括
的
な
支
援

体
制
の
充
実
を
図
っ
た
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、適
宜
支
援
体
制
の

強
化
を
図
る
。

■
ゆ
ず
の
振
興
に
つ
い
て

　
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整
備
事
業
は
、宗
ノ

上
地
区
左
岸
側
が
施
工
中
で
、２
月
12
日
に
は
地

区
及
び
耕
作
予
定
者
を
対
象
に
、県
安
芸
農
業
振

興
セ
ン
タ
ー
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、地
区
か
ら

の
要
望
も
伺
い
、排
水
処
理
や
表
土
の
内
容
等
、

施
工
に
関
し
て
は
概
ね
了
承
い
た
だ
い
た
。今
後
、

早
期
に
耕
作
が
開
始
で
き
る
よ
う
、要
望
を
行
っ

て
い
く
。

　
ま
た
、昨
年
度
完
成
し
た
宗
ノ
上
地
区
右
岸
側
、

小
島
地
区
、二
タ
又
地
区
の
有
害
鳥
獣
侵
入
防
止

柵
は
、２
月
19
日
に
工
事
が
完
了
し
た
。久
江
ノ

上
地
区
と
宗
ノ
上
地
区
左
岸
側
は
、令
和
３
年
度

に
整
備
す
る
予
定
。

　
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
、現
在
５
名
の
起
業
家

農
業
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。１
年
間
の
研
修
が

終
了
し
た
研
修
生
に
よ
る
成
果
発
表
会
を
２
月

に
行
い
、１
年
間
の
研
修
成
果
と
と
も
に
、独
立

就
農
に
必
要
な
知
識
の
習
得
と
い
っ
た
課
題
が

見
え
て
き
た
。ま
た
、今
回
か
ら
起
業
家
農
業
者

の
育
成
手
順
書
に
基
づ
く
研
修
評
価
シ
ー
ト
の

活
用
を
始
め
、段
階
に
応
じ
た
起
業
家
農
業
者
の

育
成
に
結
び
つ
く
と
期
待
し
て
い
る
。

■
地
区
存
続
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　
ゆ
ず
園
地
調
査
の
結
果
を
地
区
で
共
有
す
る

た
め
、地
図
に
落
と
し
込
む
作
業
を
進
め
て
お
り
、

起
業
家
農
業
者
な
ど
、担
い
手
へ
の
集
積
に
繋
が

り
つ
つ
あ
る
。「
北
部
地
区
マ
ル
シ
ェ
」は
、北
川

村
活
性
化
協
議
会
と
連
携
し
協
議
を
行
い
、３
月

28
日
に
開
催
す
べ
く
準
備
が
整
い
つ
つ
あ
り
、こ

の
活
動
が
継
続
し
、地
区
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ

う
、支
援
し
て
い
く
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　
今
年
度
２
月
ま
で
の
11
ヵ
月
間
の
実
績
は
7
、

5
4
4
件
、5
7
、1
2
8
千
円（
前
年
同
期
4
、

0
0
4
件
、3
5
、6
1
1
千
円
）と
当
初
の
目
標

5
0
、0
0
0
千
円
超
え
を
達
成
。コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る「
巣
ご
も
り
需
要
」に
加
え
、委
託
先
で
あ
る

中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
に
よ
る
産
品
の
掘
り

起
こ
し
や
き
め
細
か
な
顧
客
対
応
が
要
因
と
考

え
て
い
る
。今
後
も
村
の
特
徴
を
活
か
し
た
返
礼

品
企
画
や
新
規
納
税
者
・
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
に

努
め
、来
年
度
は
目
標
額
を
6
0
、0
0
0
千
円

と
し
、納
税
額
の
更
な
る
増
加
を
図
る
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
の
令
和
２
年
度

の
入
園
者
数
は
、5
3
、3
9
0
人
。

（
前
年
度
7
2
、5
4
9
人
、26
・
4
%
減
）

夏
以
降
は
、国
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ス
タ
ッ
フ
の

営
業
努
力
も
あ
っ
て
回
復
し
た
が
、４
月
か
ら
５

月
に
か
け
て
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
が

大
き
く
影
響
し
、計
画
の
7
8
、0
0
0
人
を
大

幅
に
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
北
川
村
温
泉
の
令
和
２
年
度（
２
月
末
）の
利

用
者
数
は
、宿
泊
と
日
帰
り
入
浴
を
合
わ
せ
て

1
1
、9
5
5
人
。（
昨
年
同
期
1
7
、3
0
5
人

30
・
9
％
減
）

　
秋
に
は
回
復
傾
向
の
利
用
者
数
が
、冬
場
に
首

都
圏
や
関
西
圏
に
発
せ
ら
れ
た
緊
急
事
態
宣
言

に
よ
り
再
度
低
下
し
、年
間
を
通
じ
厳
し
い
状
況

と
な
っ
た
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て
、２
月
末
現
在
、

相
談
件
数
が
累
計
で
11
件
、宅
地
の
売
却
希
望
１

件
、空
き
家
の
賃
貸
希
望
４
件
の
登
録
、登
録
申

請
中
が
１
件
。登
録
物
件
の
内
２
件
を
空
き
家
改

修
事
業
を
活
用
し
て
整
備
を
行
っ
た
。

　
移
住
体
験
施
設
の
年
間
利
用
者
数
は
、２
月
末

現
在
で
延
べ
29
名
。起
業
家
農
業
者
を
目
指
し
て

の
研
修
や
、村
の
活
性
化
の
た
め
移
住
を
希
望
し

て
の
利
用
が
あ
り
、実
際
に
移
住
に
結
び
つ
い
て

い
る
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

○
保
小
中
一
体
化

　
子
ど
も
の
自
立
と
健
康
を
目
指
し
、栽
培
・
収

穫
・
調
理
を
一
体
的
に
学
ぶ
食
育
活
動
に
取
り
組

み
、郷
土
料
理
教
室
や
中
学
生
を
対
象
と
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
講
座
で
食
品
ロ
ス
削
減
の
活
動
な
ど

学
ん
だ
。今
後
、『
き
た
が
わ
　
ず
ー
っ
と
元
気
計

画
』と
連
動
さ
せ
、村
全
体
で
の
活
動
と
な
る
よ

う
、保
小
中
一
体
的
な
食
育
活
動
の
計
画
を
策
定

し
、取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

○
I
C
T
環
境
の
整
備

　
パ
ソ
コ
ン
や
電
子
黒
板
な
ど
の
整
備
を
終
え
、

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

資
料
の
作
成
、オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
や
リ
モ
ー
ト

授
業
を
行
う
な
ど
、活
用
の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
。

今
後
は
、授
業
で
の
活
用
の
ほ
か
、教
職
員
の
業

務
改
善
に
努
め
る
。

○
北
川
学
の
深
化

　
村
の
地
域
資
源
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
開
授
業

を
実
施
し
て
き
た
。子
ど
も
た
ち
自
ら
が
行
っ
た

内
容
を
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た
結
果
、小

学
５
年
生
の
作
品「
北
川
村
モ
ネ
の
庭
マ
ル
モ
ッ

タ
ン
に
来
て
み
い
や
」の
動
画
が
四
国
コ
ン
テ
ン

ツ
映
像
フ
ェ
ス
タ
小
中
学
生
の
部
門
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
、小
学
３
年
生
の
作
品「
か
か
し
す
ご

い
ぞ
新
聞
」が
高
知
県
学
校
新
聞
づ
く
り
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
銀
賞
を
受
賞
し
た
。

○
地
域
学
校
協
働
本
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

は
、12
月
よ
り
２
名
増
加
し
67
名
。保
育
所
及
び

学
校
の
愛
校
作
業
や
様
々
な
教
育
活
動
に
協
力

を
い
た
だ
い
た
。今
後
も
保
育
所
や
学
校
の
ニ
ー

ズ
と
地
域
人
材
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
な
が

ら
、地
域
と
共
に
あ
る
保
育
所
・
学
校
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

（
社
会
教
育
関
係
に
つ
い
て
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
感

染
対
策
を
講
じ
、成
人
式
を
挙
行
し
た
。ま
た
、第

39
回
東
部
美
術
展
、第
34
回
ふ
る
さ
と
名
勝
写
真

展
が
開
催
さ
れ
、絵
画
や
書
道
、写
真
な
ど
多
数

出
展
さ
れ
、創
作
活
動
の
素
晴
ら
し
さ
や
表
現
の

自
由
、美
の
追
求
と
い
っ
た
作
品
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
た
。

（
中
岡
慎
太
郎
関
係
に
つ
い
て
）

　
３
月
29
日
ま
で
企
画
展「
北
川
村
あ
の
日
あ
の

時
」を
開
催
。昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
村
の

風
景
や
行
事
な
ど
写
真
2
0
0
点
余
り
を
展
示

し
て
い
る
。

　
２
月
21
日
に
は「
錦
絵
・
瓦
版
か
ら
み
た
幕
末

の
政
治
ニ
ュ
ー
ス
」と
題
し
、中
岡
慎
太
郎
先
生

顕
彰
会
と
共
同
で
慎
太
郎
学
習
会
を
開
催
。次
回

３
月
21
日
に
は
、陸
援
隊
解
散
後
の
隊
士
た
ち
の

就
職
活
動
を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
予
定
。

　
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
と
共
同
で
進
め
て

い
る「
利
岡
家
文
書
目
録
」の
作
成
状
況
は
、対
象

と
な
る
古
文
書
が
1
、3
0
0
点
近
く
あ
り
、江

戸
時
代
の
農
村
支
配
や
幕
末
政
治
史
を
研
究
す

る
う
え
で
、貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
て
い
る
。現
在
は
今
年
８
月
完
成
を
目
指
し
、

古
文
書
を
内
容
別
に
分
類
し
、目
録
冊
子
の
作
成

を
進
め
て
い
る
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い

②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

③
火
葬
業
務
に
つ
い
て

④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　
本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、３
月
１
日
時
点
で
、

　
今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
に
つ
い
て

9
　
令
和
２
年
度
最
新
の
確
定
寄
付
額
と
最
終

見
込
み
額
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

○
最
新
の
確
定
寄
付
額（
令
和
３
年
２
月
現
在
）

　
５
７
、１
２
７
、５
０
０
円
。

○
今
年
度
の
最
終
見
込
み
額

　
５
９
、３
０
０
千
円
程
度

9
　
令
和
元
年
度
ま
で
の
使
途
別
寄
付
額
と
今

年
度
の
寄
付
額
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

（
額
は
、令
和
元
年
度
ま
で
・
令
和
２
年
度
の
順
）

○
ゆ
ず
を
中
心
と
す
る
一
次
産
業
の
振
興

　
４
１
、2
4
2
、0
0
0
円

　
2
1
、0
5
0
、0
0
0
円

○
自
然
環
境
の
保
全

　
1
5
、8
4
1
、0
0
0
円

　
8
、7
0
1
、5
0
0
円

○
教
育
・
文
化
の
振
興

　
7
、9
1
3
、0
0
0
円

　
4
、5
5
0
、0
0
0
円

○
福
祉
・
子
育
て
支
援

　
1
9
、2
9
1
、7
0
0
円

　
1
0
、5
5
8
、0
0
0
円

○
そ
の
他
村
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業

　
2
1
、4
2
6
、0
0
0
円

　
1
1
、9
8
6
、0
0
0
円

○
未
選
択

　
2
6
、8
2
6
、5
5
5
円

　
3
3
3
、0
0
0
円

9
　
使
途
別
活
用
実
績
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
の
意
向
を
尊
重
し
、出

来
る
だ
け
見
え
る
形
と
し
て
残
る
事
業
に
活
用

で
き
た
ら
と
で
考
え
て
い
る
。今
後
も
検
討
し
て

い
く
。

○
福
祉
車
両
購
入

　（
H
22
）1
、6
6
0
、0
0
0
円

○
デ
イ
車
両
購
入

　（
H
29
）4
、0
0
0
、0
0
0
円

○
保
健
福
祉
推
進
車
両
購
入

　（
H
29
）1
、1
9
3
、0
0
0
円

○
ゆ
ず
の
花
備
品
整
備

　（
R
1
）8
、5
0
0
、0
0
0
円

9
　
活
用
実
績
の
広
報
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に

あ
る
の
か
問
う
。

 

答

　村
長

　
来
年
度
以
降
、広
報
の
専
門
者
を
設
置
し
、集
中

管
理
で
き
る
体
制
へ
移
行
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。ま
た
、活
用
実
績
に
つ
い
て
も
、早
急
に

公
表
で
き
る
体
制
を
整
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
状
況
に
つ
い
て

9
　
令
和
２
年
度
の
委
託
業
務
、令
和
３
年
度
の

取
り
組
み
、木
材
需
要
調
査
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　産
業
課
長

　
令
和
２
年
度
予
算
額
1
3
、0
0
0
千
円
、実

績
1
、0
7
5
、6
1
8
円
。

 

答

　村
長

　
村
内
の
木
材
利
用
調
査
に
つ
い
て
は
、８
月
と

12
月
の
２
回
、チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
に
よ
り
周
知

を
行
っ
た
結
果
、令
和
２
年
度
に
は
新
築
倉
庫
１

件
の
需
要
が
あ
っ
た
。

　
一
方
、取
り
組
み
の
結
果
、設
計
か
ら
納
品
ま

で
約
５
ヶ
月
か
か
っ
た
。こ
の
期
間
を
短
縮
で
き

る
の
か
、必
要
な
時
期
か
ら
逆
算
し
て
オ
ー
ダ
ー

が
受
け
ら
れ
る
の
か
、ス
ト
ッ
ク
で
き
る
場
所
の

確
保
な
ど
見
え
て
き
た
課
題
は
、速
や
か
に
解
決

し
て
い
き
た
い
。

9
　
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
、具
体
事
業
の

実
施
時
期
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
と
し
て
は
、市
町
村

へ
委
託
さ
れ
た
森
林
路
網
整
備
や
間
伐
な
ど
の

森
林
整
備
、林
業
就
業
者
の
育
成
な
ど
の
人
材
育

成
、担
い
手
な
ど
の
確
保
、そ
し
て
学
校
福
祉
施

設
等
の
公
共
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
、森
林
環
境

教
育
な
ど
の
木
材
利
用
の
促
進
普
及
啓
発
な
ど

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
い
か
に
需
要
喚
起
を
行
い
森
林
資
源
を
活
用

し
て
い
く
か
を
、大
事
な
こ
と
と
捉
え
、今
後
、今

の
需
要
調
査
と
と
も
に
学
校
校
舎
を
は
じ
め
公

共
施
設
、こ
れ
に
つ
い
て
木
造
建
築
を
対
応
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
の
で
、そ
こ

に
重
点
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　
座
談
会
に
つ
い
て

9
　
地
域
住
民
か
ら
の
要
望
等
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
問
う
。

令
和
3
年

第
１
回
議
会
定
例
会

議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者

　 

議
長
　
岩
垣
　
實
男

○
保
小
中
の
一
体
的
な
取
り
組
み
、深
化
に
つ
い

て
今
年
度
か
ら
小
中
学
校
一
貫
校
制
度
を
導
入

し
、複
式
学
級
の
解
消
、小
中
学
校
間
で
の
相
互

の
乗
り
入
れ
授
業
、合
同
で
の
研
修
、行
事
等
の

調
整
を
行
っ
て
き
た
。

　
教
育
内
容
面
で
は
、民
間
企
業
と
の
連
携
に
よ

る
リ
モ
ー
ト
授
業
の
実
施
や
、食
育
活
動
、食
育

教
育
な
ど
に
取
り
組
み
、今
後
は
就
学
前
か
ら
の

外
国
語
活
動
や
食
育
活
動
に
北
川
学
を
加
え
、北

川
村
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
取
り
組
み
と
な
る

よ
う
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
施
設
整
備
の
面
で
は
、単
な
る
校
舎
の
建
築
で

は
な
く
、地
域
が
利
用
で
き
る
公
園
や
図
書
館
な

ど
を
含
め
た
一
体
的
な
エ
リ
ア
と
し
て
の
あ
り

方
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
き
た
。次
年
度
は
、地

域
の
皆
様
や
子
ど
も
達
と
も
協
議
を
深
め
、保
小

中
一
体
と
な
っ
た
施
設
整
備
や
、周
辺
を
含
め
エ

リ
ア
的
な
検
討
を
し
て
基
本
計
画
と
し
て
ま
と

め
た
い
。

○
北
川
学
に
つ
い
て

　
昨
年
度
よ
り
２
年
間
、地
域
資
源
を
テ
ー
マ
と

し
た
研
究
や
公
開
授
業
を
実
施
を
し
て
き
た
。子

ど
も
達
の
学
び
の
成
果
が
、学
力
の
向
上
や
コ
ン

テ
ス
ト
の
受
賞
と
い
う
形
で
も
表
れ
て
お
り
、モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
。次
年
度
以
降
も
こ
れ
ま

で
の
実
践
を
深
め
、子
ど
も
達
の
探
究
心
の
向
上

と
地
域
に
愛
着
を
持
ち
、地
域
に
貢
献
で
き
る
子

ど
も
を
育
ん
で
い
き
た
い
。

○
地
域
ぐ
る
み
教
育
に
つ
い
て

　
本
年
度
よ
り
運
営
方
針
な
ど
を
保
護
者
や
地

域
の
代
表
と
共
有
し
、改
善
を
図
る
場
と
し
て
の

「
保
小
中
学
校
運
営
協
議
会
」と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
で
あ
る「
地
域
学
校
協
働
本
部
」、の
両
輪
で

取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。運
営
協
議
会
で
は

運
営
方
針
や
取
り
組
み
の
報
告
だ
け
で
無
く
、子

育
て
文
教
エ
リ
ア
、子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
係

る
内
容
の
検
討
を
、地
域
学
校
協
働
本
部
で
は
保

育
所
や
学
校
の
環
境
整
備
に
参
加
い
た
だ
く
な

ど
、地
域
ぐ
る
み
で
保
育
所
学
校
を
支
え
る
機
運

が
徐
々
に
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、次
年
度
は
運
営

協
議
会
委
員
を
中
心
に
、子
育
て
文
教
エ
リ
ア
の

基
本
計
画
策
定
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
拡
充

を
図
り
、地
域
と
と
も
に
あ
る
保
育
所
、学
校
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

○
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

　
本
年
度
か
ら
高
校
生
へ
の
通
学
費
助
成
の
開

始
や
18
歳
ま
で
の
医
療
費
助
成
の
拡
大
、放
課
後

子
ど
も
教
室
の
受
け
入
れ
時
間
の
拡
大
な
ど
施

策
の
充
実
を
図
っ
た
。次
年
度
は
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、中
学
校
ま
で
公
設

塾
の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
検
討
し
子
育
て
環
境

の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、電
子
黒
板
や
パ
ソ
コ

ン
の
機
器
整
備
を
終
え
、３
学
期
か
ら
は
こ
れ
ら

の
I
C
T
機
器
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。活
用
事
例
と
し
て
、電
子
黒
板
を
活
用

し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
モ
ー
ト
授
業
、

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
た
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
の
授

業
を
実
施
し
た
り
ズ
ー
ム
な
ど
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
機
能
に
よ
り
教
職
員
の
研
修
や
打
ち
合
わ
せ
、

音
楽
や
体
育
集
会
な
ど
の
集
会
活
動
を
リ
モ
ー

ト
で
実
施
す
る
な
ど
、様
々
な
機
会
や
用
途
に
応

じ
て
活
用
を
広
げ
て
い
る
。

　
I
C
T
の
整
備
は
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び

の
提
供
、主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
育
成
す
る
た
め

の
学
習
ツ
ー
ル
で
あ
り
、I
C
T
機
器
を
活
用
す

る
こ
と
で
学
習
意
欲
が
高
ま
る
こ
と
は
否
定
は

し
な
い
が
、無
け
れ
ば
学
習
が
で
き
な
い
授
業
で

は
い
け
な
い
の
で
、ど
の
様
な
情
報
活
用
能
力
が

必
要
な
の
か
を
考
え
、学
習
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し

て
使
え
る
よ
う
な
授
業
づ
く
り
に
努
め
る
。

　
今
後
も
授
業
、教
育
活
動
へ
の
活
用
と
と
も
に

教
職
員
の
業
務
改
善
に
も
繋
が
る
よ
う
務
め
た
い
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

令
和
２
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ

い
て(

承
認
第
１
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
1
、9
3
0
千
円
増
額

し
、予
算
総
額
を
2
、6
7
2
、4
7
4
千
円
と
定

め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
承
認
）

字
区
域
の
変
更
に
つ
い
て(

議
案
第
１
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

い
の
た
に
橋
橋
梁
補
修
修
繕
工
事
請
負
契

約
の
一
部
を
変
更
す
る
契
約
の
締
結
に
つ

い
て(

議
案
第
２
号)

　　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て(

議
案
第
３
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
４
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
５
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
６
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
飲
料
水
供
給
施
設
給
水
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第

７
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）に
つ
い
て(

議
案
第
８
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
9
5
、8
4
8
千
円
減

額
し
、予
算
総
額
を
2
、5
7
6
、6
2
6
千
円

と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
　
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て(

議
案
第

９
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
増
減
な
し
と
し
、予
算

総
額
を
2
5
、0
8
7
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て(

議

案
第
10
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3
4
、4
8
2
千
円
減

額
し
、予
算
総
額
を
2
0
5
、6
5
8
千
円
と
定

め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て(

議
案
第

11
号
）

　
翌
年
度
に
繰
り
越
し
で
き
る
経
費
を
定
め
る

も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

(

議
案
第
12
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
7
5
8
千
円
減
額
し
、予

算
総
額
を
3
0
、9
3
6
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て(

議
案
第
13
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
2
、2
8
2
、2
4
5

千
円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
14
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
3
4
、8
0
6
千

円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
15
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
2
3
6
、0
6
8
千

円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
16
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
1
7
4
、1
8
5

千
円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
17
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
3
1
、0
1
3
千

円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て(

議
案
第
18
号)

　
北
川
村
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
同
意
）

・・ 

意
見
書 

・・

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
を
求
め
る

意
見
書
に
つ
い
て

　
全
員
賛
成（
可
決
）

提
出
先
：
衆
議
院
議
長

　
　
　  

参
議
院
議
長

　
　
　  

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　  

総
務
大
臣

　
　
　  

法
務
大
臣

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◇
２
月
９
日（
火
）

□
議
題

　
①
令
和
２
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算

執
行
状
況
に
つ
い
て

　
②
令
和
２
年
度
へ
の
繰
越
事
業
執
行
状
況
に

つ
い
て

　
③
有
害
鳥
獣
緊
急
捕
獲
支
援
の
経
過
説
明

　
　
各
課
よ
り
、予
算
執
行
状
況
及
び
各
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
質
疑
を

行
っ
た
。ま
た
、本
年
度
の
有
害
鳥
獣
緊
急
捕

獲
支
援
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

◇
４
月
28
日（
水
）

□
議
題

　
①
機
構
関
連
事
業
　
二
タ
又
・
宗
ノ
上
圃
場

整
備
地
現
地
調
査

　
　
圃
場
整
備
の
現
状
及
び
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、現
地
の
調
査
を
行
っ
た
。

　
令
和
３
年
第
１
回
臨
時
会
は
、５
月
７
日
に
開

会
し
、村
税
条
例
の
一
部
改
正
ほ
か
報
告
２
件
、

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
改
正

の
議
案
審
議
、併
せ
て
北
川
村
議
会
総
務
産
業
建

設
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
両
委
員

長
の
選
出
を
行
い
閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

物
損
事
故
に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
額

の
決
定
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い

て(

承
認
第
１
号)

全
員
賛
成（
承
認
）

村
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処

分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
２
号
）

全
員
賛
成（
承
認
）

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）

　
全
員
賛
成（
可
決
）

◇
北
川
村
議
会
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　

◇
北
川
村
議
会
運
営
委
員
会
　
委
員
長

上村　　誠 村長

 

答

　村
長

　
今
年
度
の
座
談
会
は「
村
の
将
来
を
語
ら
う
座

談
会
」と
し
て
、村
内
14
箇
所
で
開
催
し
、戦
略
の

内
容
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、地
区
の
現
状

に
対
す
る
要
望
な
ど
も
あ
り
、貴
重
な
ご
意
見
を

伺
う
こ
と
が
で
き
た
。意
見
や
要
望
に
つ
い
て
は
、

日
を
改
め
て
現
地
確
認
や
詳
細
の
聞
き
取
り
を

行
い
、案
件
毎
に
、対
応
方
法
や
必
要
な
期
間
は

異
な
る
が
対
処
し
て
い
る
。

9
　
内
容
取
り
ま
と
め
後
、村
民
に
回
覧
等
考
え

て
い
る
か
、ま
た
、今
後
の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
対
応
済
み
、継
続
中
、断
念
な
ど
の
内
部
整
理

を
行
い
、地
区
代
表
者
な
ど
関
係
者
に
対
し
、該

当
案
件
に
つ
い
て
、必
要
に
応
じ
説
明
を
行
っ
て

い
る
。ま
た
、次
の
座
談
会
時
に
な
る
こ
と
も
あ

る
が
、機
会
を
捉
え
て
情
報
提
供
し
て
い
き
た
い
。

　
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

9
　
令
和
２
年
度
の
展
開
、今
後
の
検
討
事
項
、

令
和
３
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　教
育
長



8
き
　  た
　  が
わ

9
き

た   
が   
わ

区（
崎
山
、柏
木
、久
江
ノ
上
、野
川
）で
策
定
が
完

了
。今
後
、各
自
主
防
災
組
織
と
協
議
し
な
が
ら
、

資
機
材
の
整
備
を
進
め
る
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　
特
定
健
診
の
受
診
率（
12
月
調
査
分
）は
、38
・

8
％（
前
年
度
同
時
期
41
・
4
％
）。

　
未
受
診
の
方
へ
は
、ハ
ガ
キ
に
よ
る
受
診
勧
奨
、

確
定
申
告
会
場
で
の
啓
発
活
動
や「
き
た
が
わ
ヘ

ル
ス
ガ
イ
ド
」を
活
用
し
た
勧
奨
活
動
に
努
め
て

い
る
。

　
糖
尿
病
の
重
症
化
を
防
ぐ
取
り
組
み
と
し
て
、

戸
別
訪
問
を
定
期
的
に
実
施
し
、意
識
の
改
善
な

ど
、少
し
ず
つ
効
果
が
表
れ
て
い
る
。

　
運
動
教
室
は
、年
間
18
回
の
実
施
予
定
で
、現

在
15
回
実
施
し
延
べ
1
5
4
名
の
参
加
。健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
は
、２
月
末
現
在
2
4
0
件
の

申
請
が
あ
っ
た
。

　
小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」は
、地
域
の

皆
様
が
交
流
す
る
場
だ
け
で
な
く
、障
が
い
者
や

子
育
て
中
の
保
護
者
の
居
場
所
づ
く
り
、見
守
り

の
場
づ
く
り
な
ど
、多
目
的
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、

村
の
福
祉
行
政
に
と
っ
て
重
要
な
施
設
と
な
っ

て
い
る
。

　
１
月
末
日
現
在
の
利
用
者
数
は
3
、3
3
6
名
。

前
年
度
同
時
期
か
ら
1
、6
2
6
人
増
加
し
、未

入
園
の
乳
児
を
対
象
に
運
動
遊
び
を
実
施
す
る

な
ど
の
新
た
な
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
が
表
れ

て
い
る
。

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、新
た

に
２
地
区
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
ほ
か
、配
食

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
や「
ゆ
ず
の
花
」の
利
用
促
進

効
果
も
あ
り
、ひ
き
こ
も
り
の
解
消
や
食
事
摂
取

　
令
和
３
年
３
月
定
例
議
会
は
、３
月
９
日
に
開

会
し
、承
認
１
件
、条
例
改
正
、一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
補
正
予
算
、一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
当

初
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
12
日
に
は
、副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
の
議
案

の
審
議
及
び
３
氏
が
４
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

施
政
方
針 

・・（
抜
粋
）

■
村
政
運
営
に
つ
い
て

　「
1
、0
0
0
人
の
家
族
が
育
む
ゆ
ず
王
国
北

川
村
」の
実
現
を
目
指
し
、「
村
に
住
ん
で
、働
い

て
、生
活
で
き
る
収
入
を
得
ら
れ
る
産
業
の
構

築
」と「
北
川
村
に
住
み
た
い
、住
み
続
け
た
い
と

思
え
る
生
活
環
境
の
整
備
」に
取
り
組
む
と
と
も

に
引
き
続
き
、５
つ
の
基
本
政
策

　
一
、生
活
で
き
る
産
業
の
構
築

　
二
、子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実

　
三
、生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用

　
四
、村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

　
五
、日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
　

を
推
進
す
る
。

■
令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

　
歳
入
面
で
は
、人
口
の
減
少
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
村
税
収
入
の
伸

び
が
見
込
め
な
い
中
、地
方
交
付
税
の
増
額
や
地

方
交
付
税
措
置
率
の
高
い
地
方
債
を
は
じ
め
、有

利
な
財
源
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
で
、一
般
財

源
の
負
担
軽
減
を
図
っ
た
。

　
歳
出
面
で
は
、産
業
の
構
築
や
教
育
・
子
育
て

環
境
の
整
備
な
ど
、主
要
施
策
を
軌
道
に
乗
せ
る

た
め
の
費
用
等
を
盛
り
込
む
と
と
も
に
、事
務
費

に
つ
い
て
は
計
上
を
厳
し
く
見
直
す
な
ど
、メ
リ

ハ
リ
を
つ
け
た
予
算
編
成
に
努
め
た
。

　
今
後
、地
方
債
の
新
規
発
行
や
基
金
の
取
り
崩

し
に
よ
り
、財
源
を
確
保
す
る
一
方
、業
務
改
善

や
事
務
事
業
の
効
率
化
を
進
め
、財
政
の
健
全
化

に
注
力
し
、適
正
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

■
基
本
政
策
に
つ
い
て

一
、生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
に
つ
い
て

　「
1
0
0
人
の
起
業
家
農
業
者
を
育
成
す
る
」

を
目
標
に
、「
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
」「
地
区
存

続
プ
ラ
ン
」を
仕
上
げ
て
い
く
。

①「
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
」

　
新
規
就
農
者
・
規
模
拡
大
農
家
に
栽
培
技
術

習
得
の
た
め
の
支
援
策
の
確
立
や
圃
場
整
備

計
画
の
策
定
、起
業
家
農
業
者
に
対
す
る
園
地

の
配
分
方
法
、栽
培
方
法
と
販
路
の
確
立
な
ど

を
盛
り
込
ん
で
い
く
。

②「
地
区
存
続
プ
ラ
ン
」

　
村
内
各
集
落
で
農
地
を
次
世
代
に
継
承
で
き

る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
り
、今
年
度
は
北
部
地

区
で
の
検
討
を
支
援
し
、実
行
性
・
実
現
性
の
高

い
内
容
と
し
、今
後
、村
全
体
に
展
開
す
る
。

二
、子
育
て
支
援・教
育
の
充
実
に
つ
い
て

昨
年
度「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
。

①
保
小
中
一
体
化

　
北
川
村
な
ら
で
は
の
教
育
活
動
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、保
小
中
一
体
と
な
っ
た
施
設
整

備
や
子
育
て
・
文
教
エ
リ
ア
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
く
。

②
北
川
学
の
深
化

　
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
、民
間
企
業
と

連
携
し
、就
学
前
の
子
ど
も
達
を
対
象
に
オ
ン

ラ
イ
ン
英
会
話
教
室
の
開
催
や
、保
護
者
も
含

め
た
食
育
活
動
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

③
地
域
ぐ
る
み
教
育

　
保
小
中
一
体
と
な
っ
た
施
設
整
備
や
子
育

て
・
文
教
エ
リ
ア
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、地
域

の
皆
様
と
の
検
討
会
な
ど
に
よ
り
基
本
計
画

を
策
定
し
て
い
く
。

④
子
育
て
支
援

　
放
課
後
公
営
塾「
学
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
教

室
」の
対
象
を
小
学
生
か
ら
中
学
生
に
ま
で
広

げ
て
い
く
。

　三
、生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
に
つ
い
て

　
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、住
環
境
の
充
実
を
図

る
。

①
村
道
石
ノ
内
線
の
整
備

　
避
難
所
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
北
川
中
学

校
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
に
努
め
る
。

②
簡
易
水
道

　
久
府
付
地
区
の
権
現
山
に
貯
水
槽
を
新
設

す
る
た
め
測
量
設
計
を
行
っ
て
お
り
、来
年
度

か
ら
工
事
着
手
の
見
込
み
。今
後
も
、給
水
施

設
の
安
全
性
の
早
期
確
保
に
取
り
組
む
。

③「
共
同
社
員
住
宅
」の
宅
地
造
成
事
業

　
農
地
転
用
の
手
続
き
、設
計
内
容
の
調
整
を

行
っ
て
お
り
、令
和
３
年
度
の
造
成
工
事
着
手

を
目
指
す
。

④
阿
南
安
芸
自
動
車
道

　
野
根
安
倉
道
路
は
、測
量
・
調
査
が
進
ん
で

い
る
。北
川
道
路
は
、和
田
ト
ン
ネ
ル
の
う
ち
、

和
田
地
区
側
か
ら
の
掘
削
工
事
が
施
工
、柏
木

地
区
側
か
ら
の
掘
削
工
事
は
、夏
頃
に
着
工
見

込
み
で
、開
通
予
定
時
期
を
令
和
５
年
度
と
す

る
発
表
が
あ
っ
た
。

四
、村
民
の
安
全・安
心
の
確
保
に
つ
い
て

①
大
規
模
災
害
に
対
し
、行
政
に
よ
る「
公
助
」、

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る「
自
助
」、地
域
の
助

け
合
い
で
あ
る「
共
助
」の
取
組
強
化
や
、住
宅

の
耐
震
化
、自
主
防
災
組
織
の
支
援
な
ど
に
取

り
組
ん
だ
。

　
　「
公
助
」に
つ
い
て
は
、臨
機
応
変
な
災
害
対

応
体
制
の
整
備
の
た
め
、村
の
地
域
防
災
計
画

の
改
訂
作
業
を
進
め
、３
月
末
予
定
の
防
災
会

議
で
決
定
す
る
。

　
　「
共
助
」に
つ
い
て
は
、村
内
全
地
区
で
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
が
完
了
。今
後
は

地
域
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
、地
域
と
連
携

し
た
防
災
訓
練
に
加
え
、避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
基
軸
に
実
践
的
な
訓
練
の
実
施
、防
災

資
機
材
の
整
備
検
討
、意
識
啓
発
に
取
り
組
む
。

「
自
助
」に
つ
い
て
は
、住
宅
耐
震
化
や
家
具
転

倒
防
止
金
具
の
設
置
な
ど
の
啓
発
活
動
を
継

続
、ま
た
、老
朽
住
宅
の
除
却
を
進
め
、住
環
境

の
改
善
を
図
る
。

②
村
営
バ
ス

　
福
祉
的
バ
ス
を
含
め
、自
動
車
運
転
免
許
の

自
主
返
納
者
の
増
加
を
考
慮
し
運
行
の
充
実

に
努
め
る
。

五
、日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　
村
民
一
人
ひ
と
り
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

き
生
き
と
自
分
ら
し
く
生
活
を
送
り
、み
ん
な
が

交
わ
り
、支
え
合
い
が
出
来
る
村
の
実
現
を
目
指

す
。

①『
き
た
が
わ
　
ず
ー
っ
と
元
気
計
画
』

○
目
指
す
姿
　「
寝
こ
ま
ん
ず
く
、百
年
元
気
」

○
重
点
項
目

　
健
康
意
識
の
向
上

　
継
続
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、健
康
へ
の
関

心
が
高
ま
り
一
定
の
成
果
が
現
れ
て
い
る
一

方
、参
加
者
の
固
定
化
が
課
題
。地
域
活
動
や

村
事
業
へ
の
参
加
の
促
進
を
模
索
し
、令
和
３

年
度
に
は
地
域
で
の
話
し
合
い
を
始
め
、健
康

づ
く
り
に
関
す
る
地
域
固
有
の
課
題
の
把
握

に
も
努
め
、健
康
長
寿
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い

く
。

　
食
生
活
の
改
善

　
独
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
な
ど
の
低
栄
養

に
よ
る
リ
ス
ク
を
解
消
す
る
た
め
、配
食
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
を
図
っ
た
。ま
た
、子
育
て
中
の

家
庭
に
対
す
る
啓
発
活
動
を
強
化
す
る
た
め
、

令
和
３
年
度
は
、親
子
で「
食
」の
大
切
さ
を
学

ぶ
新
た
な
事
業
に
取
り
組
む
。

②
介
護
予
防
対
策

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
の
集
い

の
時
間
な
ど
を
活
用
し
、保
健
福
祉
推
進
員
に
よ

る
フ
レ
イ
ル
予
防
の
勉
強
会
を
実
施
。ま
た
、社

会
福
祉
協
議
会
で
は
介
護
認
定
時
に
ス
ム
ー
ズ

に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
へ
移
行
で
き
る
よ
う
、新

た
に
運
動
や
入
浴
支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
。今
後
と
も
社
会
福
祉
協
議
会
と
情
報
共
有
を

図
り
、健
康
づ
く
り
活
動
と
相
乗
効
果
を
発
揮
で

き
る
よ
う
、事
業
の
継
続
と
充
実
を
図
る
。

・・ 

行
政
報
告 

・・（
抜
粋
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

つ
い
て

　
昨
年
末
か
ら
、全
国
的
に
第
３
波
と
言
わ
れ
る

感
染
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、県
内
で
は
、年
明

け
以
降
、新
規
感
染
者
数
は
減
少
し
、比
較
的
落

ち
着
い
た
状
況
に
あ
る
。し
か
し
、変
異
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
増
加
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、油
断
で
き

な
い
状
況
に
あ
り
、村
に
お
い
て
も
引
き
続
き
、

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、中
芸
広
域
連
合

で
準
備
を
進
め
て
お
り
、連
合
と
連
携
を
図
り
、

ス
ム
ー
ズ
に
接
種
が
で
き
る
よ
う
対
応
を
講
じ

て
い
く
。

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　
村
内
で
今
年
度
発
生
し
た
村
道
竹
屋
敷
線
の

災
害
２
件
、林
道
竹
屋
敷
線
の
災
害
１
件
に
つ
い

て
は
、過
年
度
災
の
林
道
竹
屋
敷
線
災
害
復
旧
事

業
と
施
工
時
期
の
調
整
が
必
要
な
た
め
、令
和
３

年
度
に
発
注
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

■
南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
２
月
末
現
在
の
住
宅
の
耐
震
化
は
次
の
と
お

り
。

○
耐
震
診
断

　
５
件（
56
・
9
%
）1
9
9
件
/
3
5
0
件
）

○
改
修
工
事

　
３
件（
24
・
3
%
）85
件
/
3
5
0
件
）

　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、４
地

量
の
増
加
と
い
っ
た
具
体
的
な
成
果
に
繋
が
っ

て
い
る
。

　
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
、国
は
、高
額
な
医
療

費
が
か
か
る
不
妊
治
療
の
経
済
的
負
担
軽
減
を

図
り
、出
産
を
希
望
す
る
世
帯
の
支
援
を
行
う
こ

と
を
目
的
に「
不
妊
治
療
費
等
助
成
事
業
」を
創

設
し
、４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
と
し
て
い
る
。

　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
昨
年
４

月
に「
ゆ
ず
の
花
」内
に
設
置
し
、包
括
的
な
支
援

体
制
の
充
実
を
図
っ
た
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、適
宜
支
援
体
制
の

強
化
を
図
る
。

■
ゆ
ず
の
振
興
に
つ
い
て

　
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整
備
事
業
は
、宗
ノ

上
地
区
左
岸
側
が
施
工
中
で
、２
月
12
日
に
は
地

区
及
び
耕
作
予
定
者
を
対
象
に
、県
安
芸
農
業
振

興
セ
ン
タ
ー
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、地
区
か
ら

の
要
望
も
伺
い
、排
水
処
理
や
表
土
の
内
容
等
、

施
工
に
関
し
て
は
概
ね
了
承
い
た
だ
い
た
。今
後
、

早
期
に
耕
作
が
開
始
で
き
る
よ
う
、要
望
を
行
っ

て
い
く
。

　
ま
た
、昨
年
度
完
成
し
た
宗
ノ
上
地
区
右
岸
側
、

小
島
地
区
、二
タ
又
地
区
の
有
害
鳥
獣
侵
入
防
止

柵
は
、２
月
19
日
に
工
事
が
完
了
し
た
。久
江
ノ

上
地
区
と
宗
ノ
上
地
区
左
岸
側
は
、令
和
３
年
度

に
整
備
す
る
予
定
。

　
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
、現
在
５
名
の
起
業
家

農
業
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。１
年
間
の
研
修
が

終
了
し
た
研
修
生
に
よ
る
成
果
発
表
会
を
２
月

に
行
い
、１
年
間
の
研
修
成
果
と
と
も
に
、独
立

就
農
に
必
要
な
知
識
の
習
得
と
い
っ
た
課
題
が

見
え
て
き
た
。ま
た
、今
回
か
ら
起
業
家
農
業
者

の
育
成
手
順
書
に
基
づ
く
研
修
評
価
シ
ー
ト
の

活
用
を
始
め
、段
階
に
応
じ
た
起
業
家
農
業
者
の

育
成
に
結
び
つ
く
と
期
待
し
て
い
る
。

■
地
区
存
続
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　
ゆ
ず
園
地
調
査
の
結
果
を
地
区
で
共
有
す
る

た
め
、地
図
に
落
と
し
込
む
作
業
を
進
め
て
お
り
、

起
業
家
農
業
者
な
ど
、担
い
手
へ
の
集
積
に
繋
が

り
つ
つ
あ
る
。「
北
部
地
区
マ
ル
シ
ェ
」は
、北
川

村
活
性
化
協
議
会
と
連
携
し
協
議
を
行
い
、３
月

28
日
に
開
催
す
べ
く
準
備
が
整
い
つ
つ
あ
り
、こ

の
活
動
が
継
続
し
、地
区
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ

う
、支
援
し
て
い
く
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　
今
年
度
２
月
ま
で
の
11
ヵ
月
間
の
実
績
は
7
、

5
4
4
件
、5
7
、1
2
8
千
円（
前
年
同
期
4
、

0
0
4
件
、3
5
、6
1
1
千
円
）と
当
初
の
目
標

5
0
、0
0
0
千
円
超
え
を
達
成
。コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る「
巣
ご
も
り
需
要
」に
加
え
、委
託
先
で
あ
る

中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
に
よ
る
産
品
の
掘
り

起
こ
し
や
き
め
細
か
な
顧
客
対
応
が
要
因
と
考

え
て
い
る
。今
後
も
村
の
特
徴
を
活
か
し
た
返
礼

品
企
画
や
新
規
納
税
者
・
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
に

努
め
、来
年
度
は
目
標
額
を
6
0
、0
0
0
千
円

と
し
、納
税
額
の
更
な
る
増
加
を
図
る
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
の
令
和
２
年
度

の
入
園
者
数
は
、5
3
、3
9
0
人
。

（
前
年
度
7
2
、5
4
9
人
、26
・
4
%
減
）

夏
以
降
は
、国
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ス
タ
ッ
フ
の

営
業
努
力
も
あ
っ
て
回
復
し
た
が
、４
月
か
ら
５

月
に
か
け
て
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
が

大
き
く
影
響
し
、計
画
の
7
8
、0
0
0
人
を
大

幅
に
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
北
川
村
温
泉
の
令
和
２
年
度（
２
月
末
）の
利

用
者
数
は
、宿
泊
と
日
帰
り
入
浴
を
合
わ
せ
て

1
1
、9
5
5
人
。（
昨
年
同
期
1
7
、3
0
5
人

30
・
9
％
減
）

　
秋
に
は
回
復
傾
向
の
利
用
者
数
が
、冬
場
に
首

都
圏
や
関
西
圏
に
発
せ
ら
れ
た
緊
急
事
態
宣
言

に
よ
り
再
度
低
下
し
、年
間
を
通
じ
厳
し
い
状
況

と
な
っ
た
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て
、２
月
末
現
在
、

相
談
件
数
が
累
計
で
11
件
、宅
地
の
売
却
希
望
１

件
、空
き
家
の
賃
貸
希
望
４
件
の
登
録
、登
録
申

請
中
が
１
件
。登
録
物
件
の
内
２
件
を
空
き
家
改

修
事
業
を
活
用
し
て
整
備
を
行
っ
た
。

　
移
住
体
験
施
設
の
年
間
利
用
者
数
は
、２
月
末

現
在
で
延
べ
29
名
。起
業
家
農
業
者
を
目
指
し
て

の
研
修
や
、村
の
活
性
化
の
た
め
移
住
を
希
望
し

て
の
利
用
が
あ
り
、実
際
に
移
住
に
結
び
つ
い
て

い
る
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

○
保
小
中
一
体
化

　
子
ど
も
の
自
立
と
健
康
を
目
指
し
、栽
培
・
収

穫
・
調
理
を
一
体
的
に
学
ぶ
食
育
活
動
に
取
り
組

み
、郷
土
料
理
教
室
や
中
学
生
を
対
象
と
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
講
座
で
食
品
ロ
ス
削
減
の
活
動
な
ど

学
ん
だ
。今
後
、『
き
た
が
わ
　
ず
ー
っ
と
元
気
計

画
』と
連
動
さ
せ
、村
全
体
で
の
活
動
と
な
る
よ

う
、保
小
中
一
体
的
な
食
育
活
動
の
計
画
を
策
定

し
、取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

○
I
C
T
環
境
の
整
備

　
パ
ソ
コ
ン
や
電
子
黒
板
な
ど
の
整
備
を
終
え
、

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

資
料
の
作
成
、オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
や
リ
モ
ー
ト

授
業
を
行
う
な
ど
、活
用
の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
。

今
後
は
、授
業
で
の
活
用
の
ほ
か
、教
職
員
の
業

務
改
善
に
努
め
る
。

○
北
川
学
の
深
化

　
村
の
地
域
資
源
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
開
授
業

を
実
施
し
て
き
た
。子
ど
も
た
ち
自
ら
が
行
っ
た

内
容
を
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た
結
果
、小

学
５
年
生
の
作
品「
北
川
村
モ
ネ
の
庭
マ
ル
モ
ッ

タ
ン
に
来
て
み
い
や
」の
動
画
が
四
国
コ
ン
テ
ン

ツ
映
像
フ
ェ
ス
タ
小
中
学
生
の
部
門
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
、小
学
３
年
生
の
作
品「
か
か
し
す
ご

い
ぞ
新
聞
」が
高
知
県
学
校
新
聞
づ
く
り
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
銀
賞
を
受
賞
し
た
。

○
地
域
学
校
協
働
本
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

は
、12
月
よ
り
２
名
増
加
し
67
名
。保
育
所
及
び

学
校
の
愛
校
作
業
や
様
々
な
教
育
活
動
に
協
力

を
い
た
だ
い
た
。今
後
も
保
育
所
や
学
校
の
ニ
ー

ズ
と
地
域
人
材
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
な
が

ら
、地
域
と
共
に
あ
る
保
育
所
・
学
校
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

（
社
会
教
育
関
係
に
つ
い
て
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
感

染
対
策
を
講
じ
、成
人
式
を
挙
行
し
た
。ま
た
、第

39
回
東
部
美
術
展
、第
34
回
ふ
る
さ
と
名
勝
写
真

展
が
開
催
さ
れ
、絵
画
や
書
道
、写
真
な
ど
多
数

出
展
さ
れ
、創
作
活
動
の
素
晴
ら
し
さ
や
表
現
の

自
由
、美
の
追
求
と
い
っ
た
作
品
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
た
。

（
中
岡
慎
太
郎
関
係
に
つ
い
て
）

　
３
月
29
日
ま
で
企
画
展「
北
川
村
あ
の
日
あ
の

時
」を
開
催
。昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
村
の

風
景
や
行
事
な
ど
写
真
2
0
0
点
余
り
を
展
示

し
て
い
る
。

　
２
月
21
日
に
は「
錦
絵
・
瓦
版
か
ら
み
た
幕
末

の
政
治
ニ
ュ
ー
ス
」と
題
し
、中
岡
慎
太
郎
先
生

顕
彰
会
と
共
同
で
慎
太
郎
学
習
会
を
開
催
。次
回

３
月
21
日
に
は
、陸
援
隊
解
散
後
の
隊
士
た
ち
の

就
職
活
動
を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
予
定
。

　
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
と
共
同
で
進
め
て

い
る「
利
岡
家
文
書
目
録
」の
作
成
状
況
は
、対
象

と
な
る
古
文
書
が
1
、3
0
0
点
近
く
あ
り
、江

戸
時
代
の
農
村
支
配
や
幕
末
政
治
史
を
研
究
す

る
う
え
で
、貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
て
い
る
。現
在
は
今
年
８
月
完
成
を
目
指
し
、

古
文
書
を
内
容
別
に
分
類
し
、目
録
冊
子
の
作
成

を
進
め
て
い
る
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い

②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

③
火
葬
業
務
に
つ
い
て

④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　
本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、３
月
１
日
時
点
で
、

　
今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
に
つ
い
て

9
　
令
和
２
年
度
最
新
の
確
定
寄
付
額
と
最
終

見
込
み
額
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

○
最
新
の
確
定
寄
付
額（
令
和
３
年
２
月
現
在
）

　
５
７
、１
２
７
、５
０
０
円
。

○
今
年
度
の
最
終
見
込
み
額

　
５
９
、３
０
０
千
円
程
度

9
　
令
和
元
年
度
ま
で
の
使
途
別
寄
付
額
と
今

年
度
の
寄
付
額
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

（
額
は
、令
和
元
年
度
ま
で
・
令
和
２
年
度
の
順
）

○
ゆ
ず
を
中
心
と
す
る
一
次
産
業
の
振
興

　
４
１
、2
4
2
、0
0
0
円

　
2
1
、0
5
0
、0
0
0
円

○
自
然
環
境
の
保
全

　
1
5
、8
4
1
、0
0
0
円

　
8
、7
0
1
、5
0
0
円

○
教
育
・
文
化
の
振
興

　
7
、9
1
3
、0
0
0
円

　
4
、5
5
0
、0
0
0
円

○
福
祉
・
子
育
て
支
援

　
1
9
、2
9
1
、7
0
0
円

　
1
0
、5
5
8
、0
0
0
円

○
そ
の
他
村
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業

　
2
1
、4
2
6
、0
0
0
円

　
1
1
、9
8
6
、0
0
0
円

○
未
選
択

　
2
6
、8
2
6
、5
5
5
円

　
3
3
3
、0
0
0
円

9
　
使
途
別
活
用
実
績
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
の
意
向
を
尊
重
し
、出

来
る
だ
け
見
え
る
形
と
し
て
残
る
事
業
に
活
用

で
き
た
ら
と
で
考
え
て
い
る
。今
後
も
検
討
し
て

い
く
。

○
福
祉
車
両
購
入

　（
H
22
）1
、6
6
0
、0
0
0
円

○
デ
イ
車
両
購
入

　（
H
29
）4
、0
0
0
、0
0
0
円

○
保
健
福
祉
推
進
車
両
購
入

　（
H
29
）1
、1
9
3
、0
0
0
円

○
ゆ
ず
の
花
備
品
整
備

　（
R
1
）8
、5
0
0
、0
0
0
円

9
　
活
用
実
績
の
広
報
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に

あ
る
の
か
問
う
。

 

答

　村
長

　
来
年
度
以
降
、広
報
の
専
門
者
を
設
置
し
、集
中

管
理
で
き
る
体
制
へ
移
行
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。ま
た
、活
用
実
績
に
つ
い
て
も
、早
急
に

公
表
で
き
る
体
制
を
整
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
状
況
に
つ
い
て

9
　
令
和
２
年
度
の
委
託
業
務
、令
和
３
年
度
の

取
り
組
み
、木
材
需
要
調
査
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　産
業
課
長

　
令
和
２
年
度
予
算
額
1
3
、0
0
0
千
円
、実

績
1
、0
7
5
、6
1
8
円
。

 

答

　村
長

　
村
内
の
木
材
利
用
調
査
に
つ
い
て
は
、８
月
と

12
月
の
２
回
、チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
に
よ
り
周
知

を
行
っ
た
結
果
、令
和
２
年
度
に
は
新
築
倉
庫
１

件
の
需
要
が
あ
っ
た
。

　
一
方
、取
り
組
み
の
結
果
、設
計
か
ら
納
品
ま

で
約
５
ヶ
月
か
か
っ
た
。こ
の
期
間
を
短
縮
で
き

る
の
か
、必
要
な
時
期
か
ら
逆
算
し
て
オ
ー
ダ
ー

が
受
け
ら
れ
る
の
か
、ス
ト
ッ
ク
で
き
る
場
所
の

確
保
な
ど
見
え
て
き
た
課
題
は
、速
や
か
に
解
決

し
て
い
き
た
い
。

9
　
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
、具
体
事
業
の

実
施
時
期
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
と
し
て
は
、市
町
村

へ
委
託
さ
れ
た
森
林
路
網
整
備
や
間
伐
な
ど
の

森
林
整
備
、林
業
就
業
者
の
育
成
な
ど
の
人
材
育

成
、担
い
手
な
ど
の
確
保
、そ
し
て
学
校
福
祉
施

設
等
の
公
共
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
、森
林
環
境

教
育
な
ど
の
木
材
利
用
の
促
進
普
及
啓
発
な
ど

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
い
か
に
需
要
喚
起
を
行
い
森
林
資
源
を
活
用

し
て
い
く
か
を
、大
事
な
こ
と
と
捉
え
、今
後
、今

の
需
要
調
査
と
と
も
に
学
校
校
舎
を
は
じ
め
公

共
施
設
、こ
れ
に
つ
い
て
木
造
建
築
を
対
応
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
の
で
、そ
こ

に
重
点
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　
座
談
会
に
つ
い
て

9
　
地
域
住
民
か
ら
の
要
望
等
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
問
う
。

尾﨑　一マ 議員

 

区
　
分

繰
越
明
許
費

現
年
予
算

総
件
数

1522

発
注
件
数

1514

完
了
件
数

123

発
注
率

100・
0
％

63・
6
％

完
了
率

80・
0
％

１３・
６
％

○
保
小
中
の
一
体
的
な
取
り
組
み
、深
化
に
つ
い

て
今
年
度
か
ら
小
中
学
校
一
貫
校
制
度
を
導
入

し
、複
式
学
級
の
解
消
、小
中
学
校
間
で
の
相
互

の
乗
り
入
れ
授
業
、合
同
で
の
研
修
、行
事
等
の

調
整
を
行
っ
て
き
た
。

　
教
育
内
容
面
で
は
、民
間
企
業
と
の
連
携
に
よ

る
リ
モ
ー
ト
授
業
の
実
施
や
、食
育
活
動
、食
育

教
育
な
ど
に
取
り
組
み
、今
後
は
就
学
前
か
ら
の

外
国
語
活
動
や
食
育
活
動
に
北
川
学
を
加
え
、北

川
村
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
取
り
組
み
と
な
る

よ
う
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
施
設
整
備
の
面
で
は
、単
な
る
校
舎
の
建
築
で

は
な
く
、地
域
が
利
用
で
き
る
公
園
や
図
書
館
な

ど
を
含
め
た
一
体
的
な
エ
リ
ア
と
し
て
の
あ
り

方
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
き
た
。次
年
度
は
、地

域
の
皆
様
や
子
ど
も
達
と
も
協
議
を
深
め
、保
小

中
一
体
と
な
っ
た
施
設
整
備
や
、周
辺
を
含
め
エ

リ
ア
的
な
検
討
を
し
て
基
本
計
画
と
し
て
ま
と

め
た
い
。

○
北
川
学
に
つ
い
て

　
昨
年
度
よ
り
２
年
間
、地
域
資
源
を
テ
ー
マ
と

し
た
研
究
や
公
開
授
業
を
実
施
を
し
て
き
た
。子

ど
も
達
の
学
び
の
成
果
が
、学
力
の
向
上
や
コ
ン

テ
ス
ト
の
受
賞
と
い
う
形
で
も
表
れ
て
お
り
、モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
。次
年
度
以
降
も
こ
れ
ま

で
の
実
践
を
深
め
、子
ど
も
達
の
探
究
心
の
向
上

と
地
域
に
愛
着
を
持
ち
、地
域
に
貢
献
で
き
る
子

ど
も
を
育
ん
で
い
き
た
い
。

○
地
域
ぐ
る
み
教
育
に
つ
い
て

　
本
年
度
よ
り
運
営
方
針
な
ど
を
保
護
者
や
地

域
の
代
表
と
共
有
し
、改
善
を
図
る
場
と
し
て
の

「
保
小
中
学
校
運
営
協
議
会
」と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
で
あ
る「
地
域
学
校
協
働
本
部
」、の
両
輪
で

取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。運
営
協
議
会
で
は

運
営
方
針
や
取
り
組
み
の
報
告
だ
け
で
無
く
、子

育
て
文
教
エ
リ
ア
、子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
係

る
内
容
の
検
討
を
、地
域
学
校
協
働
本
部
で
は
保

育
所
や
学
校
の
環
境
整
備
に
参
加
い
た
だ
く
な

ど
、地
域
ぐ
る
み
で
保
育
所
学
校
を
支
え
る
機
運

が
徐
々
に
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、次
年
度
は
運
営

協
議
会
委
員
を
中
心
に
、子
育
て
文
教
エ
リ
ア
の

基
本
計
画
策
定
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
拡
充

を
図
り
、地
域
と
と
も
に
あ
る
保
育
所
、学
校
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

○
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

　
本
年
度
か
ら
高
校
生
へ
の
通
学
費
助
成
の
開

始
や
18
歳
ま
で
の
医
療
費
助
成
の
拡
大
、放
課
後

子
ど
も
教
室
の
受
け
入
れ
時
間
の
拡
大
な
ど
施

策
の
充
実
を
図
っ
た
。次
年
度
は
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、中
学
校
ま
で
公
設

塾
の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
検
討
し
子
育
て
環
境

の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、電
子
黒
板
や
パ
ソ
コ

ン
の
機
器
整
備
を
終
え
、３
学
期
か
ら
は
こ
れ
ら

の
I
C
T
機
器
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。活
用
事
例
と
し
て
、電
子
黒
板
を
活
用

し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
モ
ー
ト
授
業
、

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
た
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
の
授

業
を
実
施
し
た
り
ズ
ー
ム
な
ど
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
機
能
に
よ
り
教
職
員
の
研
修
や
打
ち
合
わ
せ
、

音
楽
や
体
育
集
会
な
ど
の
集
会
活
動
を
リ
モ
ー

ト
で
実
施
す
る
な
ど
、様
々
な
機
会
や
用
途
に
応

じ
て
活
用
を
広
げ
て
い
る
。

　
I
C
T
の
整
備
は
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び

の
提
供
、主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
育
成
す
る
た
め

の
学
習
ツ
ー
ル
で
あ
り
、I
C
T
機
器
を
活
用
す

る
こ
と
で
学
習
意
欲
が
高
ま
る
こ
と
は
否
定
は

し
な
い
が
、無
け
れ
ば
学
習
が
で
き
な
い
授
業
で

は
い
け
な
い
の
で
、ど
の
様
な
情
報
活
用
能
力
が

必
要
な
の
か
を
考
え
、学
習
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し

て
使
え
る
よ
う
な
授
業
づ
く
り
に
努
め
る
。

　
今
後
も
授
業
、教
育
活
動
へ
の
活
用
と
と
も
に

教
職
員
の
業
務
改
善
に
も
繋
が
る
よ
う
務
め
た
い
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

令
和
２
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ

い
て(

承
認
第
１
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
1
、9
3
0
千
円
増
額

し
、予
算
総
額
を
2
、6
7
2
、4
7
4
千
円
と
定

め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
承
認
）

字
区
域
の
変
更
に
つ
い
て(

議
案
第
１
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

い
の
た
に
橋
橋
梁
補
修
修
繕
工
事
請
負
契

約
の
一
部
を
変
更
す
る
契
約
の
締
結
に
つ

い
て(

議
案
第
２
号)

　　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て(

議
案
第
３
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
４
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
５
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
６
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
飲
料
水
供
給
施
設
給
水
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第

７
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）に
つ
い
て(

議
案
第
８
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
9
5
、8
4
8
千
円
減

額
し
、予
算
総
額
を
2
、5
7
6
、6
2
6
千
円

と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
　
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て(

議
案
第

９
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
増
減
な
し
と
し
、予
算

総
額
を
2
5
、0
8
7
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て(

議

案
第
10
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3
4
、4
8
2
千
円
減

額
し
、予
算
総
額
を
2
0
5
、6
5
8
千
円
と
定

め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て(

議
案
第

11
号
）

　
翌
年
度
に
繰
り
越
し
で
き
る
経
費
を
定
め
る

も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

(

議
案
第
12
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
7
5
8
千
円
減
額
し
、予

算
総
額
を
3
0
、9
3
6
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て(

議
案
第
13
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
2
、2
8
2
、2
4
5

千
円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
14
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
3
4
、8
0
6
千

円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
15
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
2
3
6
、0
6
8
千

円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
16
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
1
7
4
、1
8
5

千
円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
17
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
3
1
、0
1
3
千

円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て(

議
案
第
18
号)

　
北
川
村
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
同
意
）

・・ 

意
見
書 

・・

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
を
求
め
る

意
見
書
に
つ
い
て

　
全
員
賛
成（
可
決
）

提
出
先
：
衆
議
院
議
長

　
　
　  

参
議
院
議
長

　
　
　  

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　  

総
務
大
臣

　
　
　  

法
務
大
臣

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◇
２
月
９
日（
火
）

□
議
題

　
①
令
和
２
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算

執
行
状
況
に
つ
い
て

　
②
令
和
２
年
度
へ
の
繰
越
事
業
執
行
状
況
に

つ
い
て

　
③
有
害
鳥
獣
緊
急
捕
獲
支
援
の
経
過
説
明

　
　
各
課
よ
り
、予
算
執
行
状
況
及
び
各
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
質
疑
を

行
っ
た
。ま
た
、本
年
度
の
有
害
鳥
獣
緊
急
捕

獲
支
援
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

◇
４
月
28
日（
水
）

□
議
題

　
①
機
構
関
連
事
業
　
二
タ
又
・
宗
ノ
上
圃
場

整
備
地
現
地
調
査

　
　
圃
場
整
備
の
現
状
及
び
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、現
地
の
調
査
を
行
っ
た
。

　
令
和
３
年
第
１
回
臨
時
会
は
、５
月
７
日
に
開

会
し
、村
税
条
例
の
一
部
改
正
ほ
か
報
告
２
件
、

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
改
正

の
議
案
審
議
、併
せ
て
北
川
村
議
会
総
務
産
業
建

設
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
両
委
員

長
の
選
出
を
行
い
閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

物
損
事
故
に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
額

の
決
定
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い

て(

承
認
第
１
号)

全
員
賛
成（
承
認
）

村
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処

分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
２
号
）

全
員
賛
成（
承
認
）

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）

　
全
員
賛
成（
可
決
）

◇
北
川
村
議
会
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　

◇
北
川
村
議
会
運
営
委
員
会
　
委
員
長

 

答

　村
長

　
今
年
度
の
座
談
会
は「
村
の
将
来
を
語
ら
う
座

談
会
」と
し
て
、村
内
14
箇
所
で
開
催
し
、戦
略
の

内
容
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、地
区
の
現
状

に
対
す
る
要
望
な
ど
も
あ
り
、貴
重
な
ご
意
見
を

伺
う
こ
と
が
で
き
た
。意
見
や
要
望
に
つ
い
て
は
、

日
を
改
め
て
現
地
確
認
や
詳
細
の
聞
き
取
り
を

行
い
、案
件
毎
に
、対
応
方
法
や
必
要
な
期
間
は

異
な
る
が
対
処
し
て
い
る
。

9
　
内
容
取
り
ま
と
め
後
、村
民
に
回
覧
等
考
え

て
い
る
か
、ま
た
、今
後
の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
対
応
済
み
、継
続
中
、断
念
な
ど
の
内
部
整
理

を
行
い
、地
区
代
表
者
な
ど
関
係
者
に
対
し
、該

当
案
件
に
つ
い
て
、必
要
に
応
じ
説
明
を
行
っ
て

い
る
。ま
た
、次
の
座
談
会
時
に
な
る
こ
と
も
あ

る
が
、機
会
を
捉
え
て
情
報
提
供
し
て
い
き
た
い
。

　
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

9
　
令
和
２
年
度
の
展
開
、今
後
の
検
討
事
項
、

令
和
３
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　教
育
長



8
き
　  た
　  が
わ

9
き

た   
が   
わ

区（
崎
山
、柏
木
、久
江
ノ
上
、野
川
）で
策
定
が
完

了
。今
後
、各
自
主
防
災
組
織
と
協
議
し
な
が
ら
、

資
機
材
の
整
備
を
進
め
る
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　
特
定
健
診
の
受
診
率（
12
月
調
査
分
）は
、38
・

8
％（
前
年
度
同
時
期
41
・
4
％
）。

　
未
受
診
の
方
へ
は
、ハ
ガ
キ
に
よ
る
受
診
勧
奨
、

確
定
申
告
会
場
で
の
啓
発
活
動
や「
き
た
が
わ
ヘ

ル
ス
ガ
イ
ド
」を
活
用
し
た
勧
奨
活
動
に
努
め
て

い
る
。

　
糖
尿
病
の
重
症
化
を
防
ぐ
取
り
組
み
と
し
て
、

戸
別
訪
問
を
定
期
的
に
実
施
し
、意
識
の
改
善
な

ど
、少
し
ず
つ
効
果
が
表
れ
て
い
る
。

　
運
動
教
室
は
、年
間
18
回
の
実
施
予
定
で
、現

在
15
回
実
施
し
延
べ
1
5
4
名
の
参
加
。健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
は
、２
月
末
現
在
2
4
0
件
の

申
請
が
あ
っ
た
。

　
小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」は
、地
域
の

皆
様
が
交
流
す
る
場
だ
け
で
な
く
、障
が
い
者
や

子
育
て
中
の
保
護
者
の
居
場
所
づ
く
り
、見
守
り

の
場
づ
く
り
な
ど
、多
目
的
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、

村
の
福
祉
行
政
に
と
っ
て
重
要
な
施
設
と
な
っ

て
い
る
。

　
１
月
末
日
現
在
の
利
用
者
数
は
3
、3
3
6
名
。

前
年
度
同
時
期
か
ら
1
、6
2
6
人
増
加
し
、未

入
園
の
乳
児
を
対
象
に
運
動
遊
び
を
実
施
す
る

な
ど
の
新
た
な
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
が
表
れ

て
い
る
。

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、新
た

に
２
地
区
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
ほ
か
、配
食

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
や「
ゆ
ず
の
花
」の
利
用
促
進

効
果
も
あ
り
、ひ
き
こ
も
り
の
解
消
や
食
事
摂
取

　
令
和
３
年
３
月
定
例
議
会
は
、３
月
９
日
に
開

会
し
、承
認
１
件
、条
例
改
正
、一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
補
正
予
算
、一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
当

初
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
12
日
に
は
、副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
の
議
案

の
審
議
及
び
３
氏
が
４
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

施
政
方
針 

・・（
抜
粋
）

■
村
政
運
営
に
つ
い
て

　「
1
、0
0
0
人
の
家
族
が
育
む
ゆ
ず
王
国
北

川
村
」の
実
現
を
目
指
し
、「
村
に
住
ん
で
、働
い

て
、生
活
で
き
る
収
入
を
得
ら
れ
る
産
業
の
構

築
」と「
北
川
村
に
住
み
た
い
、住
み
続
け
た
い
と

思
え
る
生
活
環
境
の
整
備
」に
取
り
組
む
と
と
も

に
引
き
続
き
、５
つ
の
基
本
政
策

　
一
、生
活
で
き
る
産
業
の
構
築

　
二
、子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実

　
三
、生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用

　
四
、村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

　
五
、日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
　

を
推
進
す
る
。

■
令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

　
歳
入
面
で
は
、人
口
の
減
少
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
村
税
収
入
の
伸

び
が
見
込
め
な
い
中
、地
方
交
付
税
の
増
額
や
地

方
交
付
税
措
置
率
の
高
い
地
方
債
を
は
じ
め
、有

利
な
財
源
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
で
、一
般
財

源
の
負
担
軽
減
を
図
っ
た
。

　
歳
出
面
で
は
、産
業
の
構
築
や
教
育
・
子
育
て

環
境
の
整
備
な
ど
、主
要
施
策
を
軌
道
に
乗
せ
る

た
め
の
費
用
等
を
盛
り
込
む
と
と
も
に
、事
務
費

に
つ
い
て
は
計
上
を
厳
し
く
見
直
す
な
ど
、メ
リ

ハ
リ
を
つ
け
た
予
算
編
成
に
努
め
た
。

　
今
後
、地
方
債
の
新
規
発
行
や
基
金
の
取
り
崩

し
に
よ
り
、財
源
を
確
保
す
る
一
方
、業
務
改
善

や
事
務
事
業
の
効
率
化
を
進
め
、財
政
の
健
全
化

に
注
力
し
、適
正
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

■
基
本
政
策
に
つ
い
て

一
、生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
に
つ
い
て

　「
1
0
0
人
の
起
業
家
農
業
者
を
育
成
す
る
」

を
目
標
に
、「
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
」「
地
区
存

続
プ
ラ
ン
」を
仕
上
げ
て
い
く
。

①「
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
」

　
新
規
就
農
者
・
規
模
拡
大
農
家
に
栽
培
技
術

習
得
の
た
め
の
支
援
策
の
確
立
や
圃
場
整
備

計
画
の
策
定
、起
業
家
農
業
者
に
対
す
る
園
地

の
配
分
方
法
、栽
培
方
法
と
販
路
の
確
立
な
ど

を
盛
り
込
ん
で
い
く
。

②「
地
区
存
続
プ
ラ
ン
」

　
村
内
各
集
落
で
農
地
を
次
世
代
に
継
承
で
き

る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
り
、今
年
度
は
北
部
地

区
で
の
検
討
を
支
援
し
、実
行
性
・
実
現
性
の
高

い
内
容
と
し
、今
後
、村
全
体
に
展
開
す
る
。

二
、子
育
て
支
援・教
育
の
充
実
に
つ
い
て

昨
年
度「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
。

①
保
小
中
一
体
化

　
北
川
村
な
ら
で
は
の
教
育
活
動
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、保
小
中
一
体
と
な
っ
た
施
設
整

備
や
子
育
て
・
文
教
エ
リ
ア
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
く
。

②
北
川
学
の
深
化

　
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
、民
間
企
業
と

連
携
し
、就
学
前
の
子
ど
も
達
を
対
象
に
オ
ン

ラ
イ
ン
英
会
話
教
室
の
開
催
や
、保
護
者
も
含

め
た
食
育
活
動
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

③
地
域
ぐ
る
み
教
育

　
保
小
中
一
体
と
な
っ
た
施
設
整
備
や
子
育

て
・
文
教
エ
リ
ア
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、地
域

の
皆
様
と
の
検
討
会
な
ど
に
よ
り
基
本
計
画

を
策
定
し
て
い
く
。

④
子
育
て
支
援

　
放
課
後
公
営
塾「
学
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
教

室
」の
対
象
を
小
学
生
か
ら
中
学
生
に
ま
で
広

げ
て
い
く
。

　三
、生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
に
つ
い
て

　
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、住
環
境
の
充
実
を
図

る
。

①
村
道
石
ノ
内
線
の
整
備

　
避
難
所
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
北
川
中
学

校
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
に
努
め
る
。

②
簡
易
水
道

　
久
府
付
地
区
の
権
現
山
に
貯
水
槽
を
新
設

す
る
た
め
測
量
設
計
を
行
っ
て
お
り
、来
年
度

か
ら
工
事
着
手
の
見
込
み
。今
後
も
、給
水
施

設
の
安
全
性
の
早
期
確
保
に
取
り
組
む
。

③「
共
同
社
員
住
宅
」の
宅
地
造
成
事
業

　
農
地
転
用
の
手
続
き
、設
計
内
容
の
調
整
を

行
っ
て
お
り
、令
和
３
年
度
の
造
成
工
事
着
手

を
目
指
す
。

④
阿
南
安
芸
自
動
車
道

　
野
根
安
倉
道
路
は
、測
量
・
調
査
が
進
ん
で

い
る
。北
川
道
路
は
、和
田
ト
ン
ネ
ル
の
う
ち
、

和
田
地
区
側
か
ら
の
掘
削
工
事
が
施
工
、柏
木

地
区
側
か
ら
の
掘
削
工
事
は
、夏
頃
に
着
工
見

込
み
で
、開
通
予
定
時
期
を
令
和
５
年
度
と
す

る
発
表
が
あ
っ
た
。

四
、村
民
の
安
全・安
心
の
確
保
に
つ
い
て

①
大
規
模
災
害
に
対
し
、行
政
に
よ
る「
公
助
」、

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る「
自
助
」、地
域
の
助

け
合
い
で
あ
る「
共
助
」の
取
組
強
化
や
、住
宅

の
耐
震
化
、自
主
防
災
組
織
の
支
援
な
ど
に
取

り
組
ん
だ
。

　
　「
公
助
」に
つ
い
て
は
、臨
機
応
変
な
災
害
対

応
体
制
の
整
備
の
た
め
、村
の
地
域
防
災
計
画

の
改
訂
作
業
を
進
め
、３
月
末
予
定
の
防
災
会

議
で
決
定
す
る
。

　
　「
共
助
」に
つ
い
て
は
、村
内
全
地
区
で
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
が
完
了
。今
後
は

地
域
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
、地
域
と
連
携

し
た
防
災
訓
練
に
加
え
、避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
基
軸
に
実
践
的
な
訓
練
の
実
施
、防
災

資
機
材
の
整
備
検
討
、意
識
啓
発
に
取
り
組
む
。

「
自
助
」に
つ
い
て
は
、住
宅
耐
震
化
や
家
具
転

倒
防
止
金
具
の
設
置
な
ど
の
啓
発
活
動
を
継

続
、ま
た
、老
朽
住
宅
の
除
却
を
進
め
、住
環
境

の
改
善
を
図
る
。

②
村
営
バ
ス

　
福
祉
的
バ
ス
を
含
め
、自
動
車
運
転
免
許
の

自
主
返
納
者
の
増
加
を
考
慮
し
運
行
の
充
実

に
努
め
る
。

五
、日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　
村
民
一
人
ひ
と
り
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

き
生
き
と
自
分
ら
し
く
生
活
を
送
り
、み
ん
な
が

交
わ
り
、支
え
合
い
が
出
来
る
村
の
実
現
を
目
指

す
。

①『
き
た
が
わ
　
ず
ー
っ
と
元
気
計
画
』

○
目
指
す
姿
　「
寝
こ
ま
ん
ず
く
、百
年
元
気
」

○
重
点
項
目

　
健
康
意
識
の
向
上

　
継
続
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、健
康
へ
の
関

心
が
高
ま
り
一
定
の
成
果
が
現
れ
て
い
る
一

方
、参
加
者
の
固
定
化
が
課
題
。地
域
活
動
や

村
事
業
へ
の
参
加
の
促
進
を
模
索
し
、令
和
３

年
度
に
は
地
域
で
の
話
し
合
い
を
始
め
、健
康

づ
く
り
に
関
す
る
地
域
固
有
の
課
題
の
把
握

に
も
努
め
、健
康
長
寿
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い

く
。

　
食
生
活
の
改
善

　
独
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
な
ど
の
低
栄
養

に
よ
る
リ
ス
ク
を
解
消
す
る
た
め
、配
食
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
を
図
っ
た
。ま
た
、子
育
て
中
の

家
庭
に
対
す
る
啓
発
活
動
を
強
化
す
る
た
め
、

令
和
３
年
度
は
、親
子
で「
食
」の
大
切
さ
を
学

ぶ
新
た
な
事
業
に
取
り
組
む
。

②
介
護
予
防
対
策

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
の
集
い

の
時
間
な
ど
を
活
用
し
、保
健
福
祉
推
進
員
に
よ

る
フ
レ
イ
ル
予
防
の
勉
強
会
を
実
施
。ま
た
、社

会
福
祉
協
議
会
で
は
介
護
認
定
時
に
ス
ム
ー
ズ

に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
へ
移
行
で
き
る
よ
う
、新

た
に
運
動
や
入
浴
支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
。今
後
と
も
社
会
福
祉
協
議
会
と
情
報
共
有
を

図
り
、健
康
づ
く
り
活
動
と
相
乗
効
果
を
発
揮
で

き
る
よ
う
、事
業
の
継
続
と
充
実
を
図
る
。

・・ 

行
政
報
告 

・・（
抜
粋
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

つ
い
て

　
昨
年
末
か
ら
、全
国
的
に
第
３
波
と
言
わ
れ
る

感
染
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、県
内
で
は
、年
明

け
以
降
、新
規
感
染
者
数
は
減
少
し
、比
較
的
落

ち
着
い
た
状
況
に
あ
る
。し
か
し
、変
異
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
増
加
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、油
断
で
き

な
い
状
況
に
あ
り
、村
に
お
い
て
も
引
き
続
き
、

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、中
芸
広
域
連
合

で
準
備
を
進
め
て
お
り
、連
合
と
連
携
を
図
り
、

ス
ム
ー
ズ
に
接
種
が
で
き
る
よ
う
対
応
を
講
じ

て
い
く
。

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　
村
内
で
今
年
度
発
生
し
た
村
道
竹
屋
敷
線
の

災
害
２
件
、林
道
竹
屋
敷
線
の
災
害
１
件
に
つ
い

て
は
、過
年
度
災
の
林
道
竹
屋
敷
線
災
害
復
旧
事

業
と
施
工
時
期
の
調
整
が
必
要
な
た
め
、令
和
３

年
度
に
発
注
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

■
南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
２
月
末
現
在
の
住
宅
の
耐
震
化
は
次
の
と
お

り
。

○
耐
震
診
断

　
５
件（
56
・
9
%
）1
9
9
件
/
3
5
0
件
）

○
改
修
工
事

　
３
件（
24
・
3
%
）85
件
/
3
5
0
件
）

　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、４
地

量
の
増
加
と
い
っ
た
具
体
的
な
成
果
に
繋
が
っ

て
い
る
。

　
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
、国
は
、高
額
な
医
療

費
が
か
か
る
不
妊
治
療
の
経
済
的
負
担
軽
減
を

図
り
、出
産
を
希
望
す
る
世
帯
の
支
援
を
行
う
こ

と
を
目
的
に「
不
妊
治
療
費
等
助
成
事
業
」を
創

設
し
、４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
と
し
て
い
る
。

　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
昨
年
４

月
に「
ゆ
ず
の
花
」内
に
設
置
し
、包
括
的
な
支
援

体
制
の
充
実
を
図
っ
た
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、適
宜
支
援
体
制
の

強
化
を
図
る
。

■
ゆ
ず
の
振
興
に
つ
い
て

　
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整
備
事
業
は
、宗
ノ

上
地
区
左
岸
側
が
施
工
中
で
、２
月
12
日
に
は
地

区
及
び
耕
作
予
定
者
を
対
象
に
、県
安
芸
農
業
振

興
セ
ン
タ
ー
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、地
区
か
ら

の
要
望
も
伺
い
、排
水
処
理
や
表
土
の
内
容
等
、

施
工
に
関
し
て
は
概
ね
了
承
い
た
だ
い
た
。今
後
、

早
期
に
耕
作
が
開
始
で
き
る
よ
う
、要
望
を
行
っ

て
い
く
。

　
ま
た
、昨
年
度
完
成
し
た
宗
ノ
上
地
区
右
岸
側
、

小
島
地
区
、二
タ
又
地
区
の
有
害
鳥
獣
侵
入
防
止

柵
は
、２
月
19
日
に
工
事
が
完
了
し
た
。久
江
ノ

上
地
区
と
宗
ノ
上
地
区
左
岸
側
は
、令
和
３
年
度

に
整
備
す
る
予
定
。

　
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
、現
在
５
名
の
起
業
家

農
業
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。１
年
間
の
研
修
が

終
了
し
た
研
修
生
に
よ
る
成
果
発
表
会
を
２
月

に
行
い
、１
年
間
の
研
修
成
果
と
と
も
に
、独
立

就
農
に
必
要
な
知
識
の
習
得
と
い
っ
た
課
題
が

見
え
て
き
た
。ま
た
、今
回
か
ら
起
業
家
農
業
者

の
育
成
手
順
書
に
基
づ
く
研
修
評
価
シ
ー
ト
の

活
用
を
始
め
、段
階
に
応
じ
た
起
業
家
農
業
者
の

育
成
に
結
び
つ
く
と
期
待
し
て
い
る
。

■
地
区
存
続
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　
ゆ
ず
園
地
調
査
の
結
果
を
地
区
で
共
有
す
る

た
め
、地
図
に
落
と
し
込
む
作
業
を
進
め
て
お
り
、

起
業
家
農
業
者
な
ど
、担
い
手
へ
の
集
積
に
繋
が

り
つ
つ
あ
る
。「
北
部
地
区
マ
ル
シ
ェ
」は
、北
川

村
活
性
化
協
議
会
と
連
携
し
協
議
を
行
い
、３
月

28
日
に
開
催
す
べ
く
準
備
が
整
い
つ
つ
あ
り
、こ

の
活
動
が
継
続
し
、地
区
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ

う
、支
援
し
て
い
く
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　
今
年
度
２
月
ま
で
の
11
ヵ
月
間
の
実
績
は
7
、

5
4
4
件
、5
7
、1
2
8
千
円（
前
年
同
期
4
、

0
0
4
件
、3
5
、6
1
1
千
円
）と
当
初
の
目
標

5
0
、0
0
0
千
円
超
え
を
達
成
。コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る「
巣
ご
も
り
需
要
」に
加
え
、委
託
先
で
あ
る

中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
に
よ
る
産
品
の
掘
り

起
こ
し
や
き
め
細
か
な
顧
客
対
応
が
要
因
と
考

え
て
い
る
。今
後
も
村
の
特
徴
を
活
か
し
た
返
礼

品
企
画
や
新
規
納
税
者
・
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
に

努
め
、来
年
度
は
目
標
額
を
6
0
、0
0
0
千
円

と
し
、納
税
額
の
更
な
る
増
加
を
図
る
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
の
令
和
２
年
度

の
入
園
者
数
は
、5
3
、3
9
0
人
。

（
前
年
度
7
2
、5
4
9
人
、26
・
4
%
減
）

夏
以
降
は
、国
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ス
タ
ッ
フ
の

営
業
努
力
も
あ
っ
て
回
復
し
た
が
、４
月
か
ら
５

月
に
か
け
て
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
が

大
き
く
影
響
し
、計
画
の
7
8
、0
0
0
人
を
大

幅
に
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
北
川
村
温
泉
の
令
和
２
年
度（
２
月
末
）の
利

用
者
数
は
、宿
泊
と
日
帰
り
入
浴
を
合
わ
せ
て

1
1
、9
5
5
人
。（
昨
年
同
期
1
7
、3
0
5
人

30
・
9
％
減
）

　
秋
に
は
回
復
傾
向
の
利
用
者
数
が
、冬
場
に
首

都
圏
や
関
西
圏
に
発
せ
ら
れ
た
緊
急
事
態
宣
言

に
よ
り
再
度
低
下
し
、年
間
を
通
じ
厳
し
い
状
況

と
な
っ
た
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て
、２
月
末
現
在
、

相
談
件
数
が
累
計
で
11
件
、宅
地
の
売
却
希
望
１

件
、空
き
家
の
賃
貸
希
望
４
件
の
登
録
、登
録
申

請
中
が
１
件
。登
録
物
件
の
内
２
件
を
空
き
家
改

修
事
業
を
活
用
し
て
整
備
を
行
っ
た
。

　
移
住
体
験
施
設
の
年
間
利
用
者
数
は
、２
月
末

現
在
で
延
べ
29
名
。起
業
家
農
業
者
を
目
指
し
て

の
研
修
や
、村
の
活
性
化
の
た
め
移
住
を
希
望
し

て
の
利
用
が
あ
り
、実
際
に
移
住
に
結
び
つ
い
て

い
る
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

○
保
小
中
一
体
化

　
子
ど
も
の
自
立
と
健
康
を
目
指
し
、栽
培
・
収

穫
・
調
理
を
一
体
的
に
学
ぶ
食
育
活
動
に
取
り
組

み
、郷
土
料
理
教
室
や
中
学
生
を
対
象
と
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
講
座
で
食
品
ロ
ス
削
減
の
活
動
な
ど

学
ん
だ
。今
後
、『
き
た
が
わ
　
ず
ー
っ
と
元
気
計

画
』と
連
動
さ
せ
、村
全
体
で
の
活
動
と
な
る
よ

う
、保
小
中
一
体
的
な
食
育
活
動
の
計
画
を
策
定

し
、取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

○
I
C
T
環
境
の
整
備

　
パ
ソ
コ
ン
や
電
子
黒
板
な
ど
の
整
備
を
終
え
、

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

資
料
の
作
成
、オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
や
リ
モ
ー
ト

授
業
を
行
う
な
ど
、活
用
の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
。

今
後
は
、授
業
で
の
活
用
の
ほ
か
、教
職
員
の
業

務
改
善
に
努
め
る
。

○
北
川
学
の
深
化

　
村
の
地
域
資
源
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
開
授
業

を
実
施
し
て
き
た
。子
ど
も
た
ち
自
ら
が
行
っ
た

内
容
を
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た
結
果
、小

学
５
年
生
の
作
品「
北
川
村
モ
ネ
の
庭
マ
ル
モ
ッ

タ
ン
に
来
て
み
い
や
」の
動
画
が
四
国
コ
ン
テ
ン

ツ
映
像
フ
ェ
ス
タ
小
中
学
生
の
部
門
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
、小
学
３
年
生
の
作
品「
か
か
し
す
ご

い
ぞ
新
聞
」が
高
知
県
学
校
新
聞
づ
く
り
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
銀
賞
を
受
賞
し
た
。

○
地
域
学
校
協
働
本
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

は
、12
月
よ
り
２
名
増
加
し
67
名
。保
育
所
及
び

学
校
の
愛
校
作
業
や
様
々
な
教
育
活
動
に
協
力

を
い
た
だ
い
た
。今
後
も
保
育
所
や
学
校
の
ニ
ー

ズ
と
地
域
人
材
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
な
が

ら
、地
域
と
共
に
あ
る
保
育
所
・
学
校
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

（
社
会
教
育
関
係
に
つ
い
て
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
感

染
対
策
を
講
じ
、成
人
式
を
挙
行
し
た
。ま
た
、第

39
回
東
部
美
術
展
、第
34
回
ふ
る
さ
と
名
勝
写
真

展
が
開
催
さ
れ
、絵
画
や
書
道
、写
真
な
ど
多
数

出
展
さ
れ
、創
作
活
動
の
素
晴
ら
し
さ
や
表
現
の

自
由
、美
の
追
求
と
い
っ
た
作
品
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
た
。

（
中
岡
慎
太
郎
関
係
に
つ
い
て
）

　
３
月
29
日
ま
で
企
画
展「
北
川
村
あ
の
日
あ
の

時
」を
開
催
。昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
村
の

風
景
や
行
事
な
ど
写
真
2
0
0
点
余
り
を
展
示

し
て
い
る
。

　
２
月
21
日
に
は「
錦
絵
・
瓦
版
か
ら
み
た
幕
末

の
政
治
ニ
ュ
ー
ス
」と
題
し
、中
岡
慎
太
郎
先
生

顕
彰
会
と
共
同
で
慎
太
郎
学
習
会
を
開
催
。次
回

３
月
21
日
に
は
、陸
援
隊
解
散
後
の
隊
士
た
ち
の

就
職
活
動
を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
予
定
。

　
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
と
共
同
で
進
め
て

い
る「
利
岡
家
文
書
目
録
」の
作
成
状
況
は
、対
象

と
な
る
古
文
書
が
1
、3
0
0
点
近
く
あ
り
、江

戸
時
代
の
農
村
支
配
や
幕
末
政
治
史
を
研
究
す

る
う
え
で
、貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
て
い
る
。現
在
は
今
年
８
月
完
成
を
目
指
し
、

古
文
書
を
内
容
別
に
分
類
し
、目
録
冊
子
の
作
成

を
進
め
て
い
る
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い

②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

③
火
葬
業
務
に
つ
い
て

④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　
本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、３
月
１
日
時
点
で
、

　
今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
に
つ
い
て

9
　
令
和
２
年
度
最
新
の
確
定
寄
付
額
と
最
終

見
込
み
額
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

○
最
新
の
確
定
寄
付
額（
令
和
３
年
２
月
現
在
）

　
５
７
、１
２
７
、５
０
０
円
。

○
今
年
度
の
最
終
見
込
み
額

　
５
９
、３
０
０
千
円
程
度

9
　
令
和
元
年
度
ま
で
の
使
途
別
寄
付
額
と
今

年
度
の
寄
付
額
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

（
額
は
、令
和
元
年
度
ま
で
・
令
和
２
年
度
の
順
）

○
ゆ
ず
を
中
心
と
す
る
一
次
産
業
の
振
興

　
４
１
、2
4
2
、0
0
0
円

　
2
1
、0
5
0
、0
0
0
円

○
自
然
環
境
の
保
全

　
1
5
、8
4
1
、0
0
0
円

　
8
、7
0
1
、5
0
0
円

○
教
育
・
文
化
の
振
興

　
7
、9
1
3
、0
0
0
円

　
4
、5
5
0
、0
0
0
円

○
福
祉
・
子
育
て
支
援

　
1
9
、2
9
1
、7
0
0
円

　
1
0
、5
5
8
、0
0
0
円

○
そ
の
他
村
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業

　
2
1
、4
2
6
、0
0
0
円

　
1
1
、9
8
6
、0
0
0
円

○
未
選
択

　
2
6
、8
2
6
、5
5
5
円

　
3
3
3
、0
0
0
円

9
　
使
途
別
活
用
実
績
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
の
意
向
を
尊
重
し
、出

来
る
だ
け
見
え
る
形
と
し
て
残
る
事
業
に
活
用

で
き
た
ら
と
で
考
え
て
い
る
。今
後
も
検
討
し
て

い
く
。

○
福
祉
車
両
購
入

　（
H
22
）1
、6
6
0
、0
0
0
円

○
デ
イ
車
両
購
入

　（
H
29
）4
、0
0
0
、0
0
0
円

○
保
健
福
祉
推
進
車
両
購
入

　（
H
29
）1
、1
9
3
、0
0
0
円

○
ゆ
ず
の
花
備
品
整
備

　（
R
1
）8
、5
0
0
、0
0
0
円

9
　
活
用
実
績
の
広
報
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に

あ
る
の
か
問
う
。

 

答

　村
長

　
来
年
度
以
降
、広
報
の
専
門
者
を
設
置
し
、集
中

管
理
で
き
る
体
制
へ
移
行
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。ま
た
、活
用
実
績
に
つ
い
て
も
、早
急
に

公
表
で
き
る
体
制
を
整
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
状
況
に
つ
い
て

9
　
令
和
２
年
度
の
委
託
業
務
、令
和
３
年
度
の

取
り
組
み
、木
材
需
要
調
査
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　産
業
課
長

　
令
和
２
年
度
予
算
額
1
3
、0
0
0
千
円
、実

績
1
、0
7
5
、6
1
8
円
。

 

答

　村
長

　
村
内
の
木
材
利
用
調
査
に
つ
い
て
は
、８
月
と

12
月
の
２
回
、チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
に
よ
り
周
知

を
行
っ
た
結
果
、令
和
２
年
度
に
は
新
築
倉
庫
１

件
の
需
要
が
あ
っ
た
。

　
一
方
、取
り
組
み
の
結
果
、設
計
か
ら
納
品
ま

で
約
５
ヶ
月
か
か
っ
た
。こ
の
期
間
を
短
縮
で
き

る
の
か
、必
要
な
時
期
か
ら
逆
算
し
て
オ
ー
ダ
ー

が
受
け
ら
れ
る
の
か
、ス
ト
ッ
ク
で
き
る
場
所
の

確
保
な
ど
見
え
て
き
た
課
題
は
、速
や
か
に
解
決

し
て
い
き
た
い
。

9
　
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
、具
体
事
業
の

実
施
時
期
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
と
し
て
は
、市
町
村

へ
委
託
さ
れ
た
森
林
路
網
整
備
や
間
伐
な
ど
の

森
林
整
備
、林
業
就
業
者
の
育
成
な
ど
の
人
材
育

成
、担
い
手
な
ど
の
確
保
、そ
し
て
学
校
福
祉
施

設
等
の
公
共
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
、森
林
環
境

教
育
な
ど
の
木
材
利
用
の
促
進
普
及
啓
発
な
ど

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
い
か
に
需
要
喚
起
を
行
い
森
林
資
源
を
活
用

し
て
い
く
か
を
、大
事
な
こ
と
と
捉
え
、今
後
、今

の
需
要
調
査
と
と
も
に
学
校
校
舎
を
は
じ
め
公

共
施
設
、こ
れ
に
つ
い
て
木
造
建
築
を
対
応
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
の
で
、そ
こ

に
重
点
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　
座
談
会
に
つ
い
て

9
　
地
域
住
民
か
ら
の
要
望
等
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
問
う
。

尾﨑　一マ 議員

 

区
　
分

繰
越
明
許
費

現
年
予
算

総
件
数

1522

発
注
件
数

1514

完
了
件
数

123

発
注
率

100・
0
％

63・
6
％

完
了
率

80・
0
％

１３・
６
％

○
保
小
中
の
一
体
的
な
取
り
組
み
、深
化
に
つ
い

て
今
年
度
か
ら
小
中
学
校
一
貫
校
制
度
を
導
入

し
、複
式
学
級
の
解
消
、小
中
学
校
間
で
の
相
互

の
乗
り
入
れ
授
業
、合
同
で
の
研
修
、行
事
等
の

調
整
を
行
っ
て
き
た
。

　
教
育
内
容
面
で
は
、民
間
企
業
と
の
連
携
に
よ

る
リ
モ
ー
ト
授
業
の
実
施
や
、食
育
活
動
、食
育

教
育
な
ど
に
取
り
組
み
、今
後
は
就
学
前
か
ら
の

外
国
語
活
動
や
食
育
活
動
に
北
川
学
を
加
え
、北

川
村
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
取
り
組
み
と
な
る

よ
う
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
施
設
整
備
の
面
で
は
、単
な
る
校
舎
の
建
築
で

は
な
く
、地
域
が
利
用
で
き
る
公
園
や
図
書
館
な

ど
を
含
め
た
一
体
的
な
エ
リ
ア
と
し
て
の
あ
り

方
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
き
た
。次
年
度
は
、地

域
の
皆
様
や
子
ど
も
達
と
も
協
議
を
深
め
、保
小

中
一
体
と
な
っ
た
施
設
整
備
や
、周
辺
を
含
め
エ

リ
ア
的
な
検
討
を
し
て
基
本
計
画
と
し
て
ま
と

め
た
い
。

○
北
川
学
に
つ
い
て

　
昨
年
度
よ
り
２
年
間
、地
域
資
源
を
テ
ー
マ
と

し
た
研
究
や
公
開
授
業
を
実
施
を
し
て
き
た
。子

ど
も
達
の
学
び
の
成
果
が
、学
力
の
向
上
や
コ
ン

テ
ス
ト
の
受
賞
と
い
う
形
で
も
表
れ
て
お
り
、モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
。次
年
度
以
降
も
こ
れ
ま

で
の
実
践
を
深
め
、子
ど
も
達
の
探
究
心
の
向
上

と
地
域
に
愛
着
を
持
ち
、地
域
に
貢
献
で
き
る
子

ど
も
を
育
ん
で
い
き
た
い
。

○
地
域
ぐ
る
み
教
育
に
つ
い
て

　
本
年
度
よ
り
運
営
方
針
な
ど
を
保
護
者
や
地

域
の
代
表
と
共
有
し
、改
善
を
図
る
場
と
し
て
の

「
保
小
中
学
校
運
営
協
議
会
」と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
で
あ
る「
地
域
学
校
協
働
本
部
」、の
両
輪
で

取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。運
営
協
議
会
で
は

運
営
方
針
や
取
り
組
み
の
報
告
だ
け
で
無
く
、子

育
て
文
教
エ
リ
ア
、子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
係

る
内
容
の
検
討
を
、地
域
学
校
協
働
本
部
で
は
保

育
所
や
学
校
の
環
境
整
備
に
参
加
い
た
だ
く
な

ど
、地
域
ぐ
る
み
で
保
育
所
学
校
を
支
え
る
機
運

が
徐
々
に
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、次
年
度
は
運
営

協
議
会
委
員
を
中
心
に
、子
育
て
文
教
エ
リ
ア
の

基
本
計
画
策
定
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
拡
充

を
図
り
、地
域
と
と
も
に
あ
る
保
育
所
、学
校
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

○
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

　
本
年
度
か
ら
高
校
生
へ
の
通
学
費
助
成
の
開

始
や
18
歳
ま
で
の
医
療
費
助
成
の
拡
大
、放
課
後

子
ど
も
教
室
の
受
け
入
れ
時
間
の
拡
大
な
ど
施

策
の
充
実
を
図
っ
た
。次
年
度
は
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、中
学
校
ま
で
公
設

塾
の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
検
討
し
子
育
て
環
境

の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、電
子
黒
板
や
パ
ソ
コ

ン
の
機
器
整
備
を
終
え
、３
学
期
か
ら
は
こ
れ
ら

の
I
C
T
機
器
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。活
用
事
例
と
し
て
、電
子
黒
板
を
活
用

し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
モ
ー
ト
授
業
、

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
た
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
の
授

業
を
実
施
し
た
り
ズ
ー
ム
な
ど
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
機
能
に
よ
り
教
職
員
の
研
修
や
打
ち
合
わ
せ
、

音
楽
や
体
育
集
会
な
ど
の
集
会
活
動
を
リ
モ
ー

ト
で
実
施
す
る
な
ど
、様
々
な
機
会
や
用
途
に
応

じ
て
活
用
を
広
げ
て
い
る
。

　
I
C
T
の
整
備
は
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び

の
提
供
、主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
育
成
す
る
た
め

の
学
習
ツ
ー
ル
で
あ
り
、I
C
T
機
器
を
活
用
す

る
こ
と
で
学
習
意
欲
が
高
ま
る
こ
と
は
否
定
は

し
な
い
が
、無
け
れ
ば
学
習
が
で
き
な
い
授
業
で

は
い
け
な
い
の
で
、ど
の
様
な
情
報
活
用
能
力
が

必
要
な
の
か
を
考
え
、学
習
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し

て
使
え
る
よ
う
な
授
業
づ
く
り
に
努
め
る
。

　
今
後
も
授
業
、教
育
活
動
へ
の
活
用
と
と
も
に

教
職
員
の
業
務
改
善
に
も
繋
が
る
よ
う
務
め
た
い
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

令
和
２
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ

い
て(

承
認
第
１
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
1
、9
3
0
千
円
増
額

し
、予
算
総
額
を
2
、6
7
2
、4
7
4
千
円
と
定

め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
承
認
）

字
区
域
の
変
更
に
つ
い
て(

議
案
第
１
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

い
の
た
に
橋
橋
梁
補
修
修
繕
工
事
請
負
契

約
の
一
部
を
変
更
す
る
契
約
の
締
結
に
つ

い
て(

議
案
第
２
号)

　　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て(

議
案
第
３
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
４
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
５
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
６
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
飲
料
水
供
給
施
設
給
水
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第

７
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）に
つ
い
て(

議
案
第
８
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
9
5
、8
4
8
千
円
減

額
し
、予
算
総
額
を
2
、5
7
6
、6
2
6
千
円

と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
　
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て(

議
案
第

９
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
増
減
な
し
と
し
、予
算

総
額
を
2
5
、0
8
7
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て(

議

案
第
10
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3
4
、4
8
2
千
円
減

額
し
、予
算
総
額
を
2
0
5
、6
5
8
千
円
と
定

め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て(

議
案
第

11
号
）

　
翌
年
度
に
繰
り
越
し
で
き
る
経
費
を
定
め
る

も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

(

議
案
第
12
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
7
5
8
千
円
減
額
し
、予

算
総
額
を
3
0
、9
3
6
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て(

議
案
第
13
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
2
、2
8
2
、2
4
5

千
円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
14
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
3
4
、8
0
6
千

円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
15
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
2
3
6
、0
6
8
千

円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
16
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
1
7
4
、1
8
5

千
円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
17
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
3
1
、0
1
3
千

円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て(

議
案
第
18
号)

　
北
川
村
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
同
意
）

・・ 

意
見
書 

・・

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
を
求
め
る

意
見
書
に
つ
い
て

　
全
員
賛
成（
可
決
）

提
出
先
：
衆
議
院
議
長

　
　
　  

参
議
院
議
長

　
　
　  

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　  

総
務
大
臣

　
　
　  

法
務
大
臣

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◇
２
月
９
日（
火
）

□
議
題

　
①
令
和
２
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算

執
行
状
況
に
つ
い
て

　
②
令
和
２
年
度
へ
の
繰
越
事
業
執
行
状
況
に

つ
い
て

　
③
有
害
鳥
獣
緊
急
捕
獲
支
援
の
経
過
説
明

　
　
各
課
よ
り
、予
算
執
行
状
況
及
び
各
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
質
疑
を

行
っ
た
。ま
た
、本
年
度
の
有
害
鳥
獣
緊
急
捕

獲
支
援
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

◇
４
月
28
日（
水
）

□
議
題

　
①
機
構
関
連
事
業
　
二
タ
又
・
宗
ノ
上
圃
場

整
備
地
現
地
調
査

　
　
圃
場
整
備
の
現
状
及
び
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、現
地
の
調
査
を
行
っ
た
。

　
令
和
３
年
第
１
回
臨
時
会
は
、５
月
７
日
に
開

会
し
、村
税
条
例
の
一
部
改
正
ほ
か
報
告
２
件
、

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
改
正

の
議
案
審
議
、併
せ
て
北
川
村
議
会
総
務
産
業
建

設
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
両
委
員

長
の
選
出
を
行
い
閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

物
損
事
故
に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
額

の
決
定
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い

て(

承
認
第
１
号)

全
員
賛
成（
承
認
）

村
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処

分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
２
号
）

全
員
賛
成（
承
認
）

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）

　
全
員
賛
成（
可
決
）

◇
北
川
村
議
会
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　

◇
北
川
村
議
会
運
営
委
員
会
　
委
員
長

 

答

　村
長

　
今
年
度
の
座
談
会
は「
村
の
将
来
を
語
ら
う
座

談
会
」と
し
て
、村
内
14
箇
所
で
開
催
し
、戦
略
の

内
容
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、地
区
の
現
状

に
対
す
る
要
望
な
ど
も
あ
り
、貴
重
な
ご
意
見
を

伺
う
こ
と
が
で
き
た
。意
見
や
要
望
に
つ
い
て
は
、

日
を
改
め
て
現
地
確
認
や
詳
細
の
聞
き
取
り
を

行
い
、案
件
毎
に
、対
応
方
法
や
必
要
な
期
間
は

異
な
る
が
対
処
し
て
い
る
。

9
　
内
容
取
り
ま
と
め
後
、村
民
に
回
覧
等
考
え

て
い
る
か
、ま
た
、今
後
の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
対
応
済
み
、継
続
中
、断
念
な
ど
の
内
部
整
理

を
行
い
、地
区
代
表
者
な
ど
関
係
者
に
対
し
、該

当
案
件
に
つ
い
て
、必
要
に
応
じ
説
明
を
行
っ
て

い
る
。ま
た
、次
の
座
談
会
時
に
な
る
こ
と
も
あ

る
が
、機
会
を
捉
え
て
情
報
提
供
し
て
い
き
た
い
。

　
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

9
　
令
和
２
年
度
の
展
開
、今
後
の
検
討
事
項
、

令
和
３
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　教
育
長



10
き
　  た
　  が
わ

11
き

た   
が   
わ

区（
崎
山
、柏
木
、久
江
ノ
上
、野
川
）で
策
定
が
完

了
。今
後
、各
自
主
防
災
組
織
と
協
議
し
な
が
ら
、

資
機
材
の
整
備
を
進
め
る
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　
特
定
健
診
の
受
診
率（
12
月
調
査
分
）は
、38
・

8
％（
前
年
度
同
時
期
41
・
4
％
）。

　
未
受
診
の
方
へ
は
、ハ
ガ
キ
に
よ
る
受
診
勧
奨
、

確
定
申
告
会
場
で
の
啓
発
活
動
や「
き
た
が
わ
ヘ

ル
ス
ガ
イ
ド
」を
活
用
し
た
勧
奨
活
動
に
努
め
て

い
る
。

　
糖
尿
病
の
重
症
化
を
防
ぐ
取
り
組
み
と
し
て
、

戸
別
訪
問
を
定
期
的
に
実
施
し
、意
識
の
改
善
な

ど
、少
し
ず
つ
効
果
が
表
れ
て
い
る
。

　
運
動
教
室
は
、年
間
18
回
の
実
施
予
定
で
、現

在
15
回
実
施
し
延
べ
1
5
4
名
の
参
加
。健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
は
、２
月
末
現
在
2
4
0
件
の

申
請
が
あ
っ
た
。

　
小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」は
、地
域
の

皆
様
が
交
流
す
る
場
だ
け
で
な
く
、障
が
い
者
や

子
育
て
中
の
保
護
者
の
居
場
所
づ
く
り
、見
守
り

の
場
づ
く
り
な
ど
、多
目
的
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、

村
の
福
祉
行
政
に
と
っ
て
重
要
な
施
設
と
な
っ

て
い
る
。

　
１
月
末
日
現
在
の
利
用
者
数
は
3
、3
3
6
名
。

前
年
度
同
時
期
か
ら
1
、6
2
6
人
増
加
し
、未

入
園
の
乳
児
を
対
象
に
運
動
遊
び
を
実
施
す
る

な
ど
の
新
た
な
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
が
表
れ

て
い
る
。

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、新
た

に
２
地
区
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
ほ
か
、配
食

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
や「
ゆ
ず
の
花
」の
利
用
促
進

効
果
も
あ
り
、ひ
き
こ
も
り
の
解
消
や
食
事
摂
取

　
令
和
３
年
３
月
定
例
議
会
は
、３
月
９
日
に
開

会
し
、承
認
１
件
、条
例
改
正
、一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
補
正
予
算
、一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
当

初
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
12
日
に
は
、副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
の
議
案

の
審
議
及
び
３
氏
が
４
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

施
政
方
針 

・・（
抜
粋
）

■
村
政
運
営
に
つ
い
て

　「
1
、0
0
0
人
の
家
族
が
育
む
ゆ
ず
王
国
北

川
村
」の
実
現
を
目
指
し
、「
村
に
住
ん
で
、働
い

て
、生
活
で
き
る
収
入
を
得
ら
れ
る
産
業
の
構

築
」と「
北
川
村
に
住
み
た
い
、住
み
続
け
た
い
と

思
え
る
生
活
環
境
の
整
備
」に
取
り
組
む
と
と
も

に
引
き
続
き
、５
つ
の
基
本
政
策

　
一
、生
活
で
き
る
産
業
の
構
築

　
二
、子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実

　
三
、生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用

　
四
、村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

　
五
、日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
　

を
推
進
す
る
。

■
令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

　
歳
入
面
で
は
、人
口
の
減
少
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
村
税
収
入
の
伸

び
が
見
込
め
な
い
中
、地
方
交
付
税
の
増
額
や
地

方
交
付
税
措
置
率
の
高
い
地
方
債
を
は
じ
め
、有

利
な
財
源
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
で
、一
般
財

源
の
負
担
軽
減
を
図
っ
た
。

　
歳
出
面
で
は
、産
業
の
構
築
や
教
育
・
子
育
て

環
境
の
整
備
な
ど
、主
要
施
策
を
軌
道
に
乗
せ
る

た
め
の
費
用
等
を
盛
り
込
む
と
と
も
に
、事
務
費

に
つ
い
て
は
計
上
を
厳
し
く
見
直
す
な
ど
、メ
リ

ハ
リ
を
つ
け
た
予
算
編
成
に
努
め
た
。

　
今
後
、地
方
債
の
新
規
発
行
や
基
金
の
取
り
崩

し
に
よ
り
、財
源
を
確
保
す
る
一
方
、業
務
改
善

や
事
務
事
業
の
効
率
化
を
進
め
、財
政
の
健
全
化

に
注
力
し
、適
正
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

■
基
本
政
策
に
つ
い
て

一
、生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
に
つ
い
て

　「
1
0
0
人
の
起
業
家
農
業
者
を
育
成
す
る
」

を
目
標
に
、「
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
」「
地
区
存

続
プ
ラ
ン
」を
仕
上
げ
て
い
く
。

①「
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
」

　
新
規
就
農
者
・
規
模
拡
大
農
家
に
栽
培
技
術

習
得
の
た
め
の
支
援
策
の
確
立
や
圃
場
整
備

計
画
の
策
定
、起
業
家
農
業
者
に
対
す
る
園
地

の
配
分
方
法
、栽
培
方
法
と
販
路
の
確
立
な
ど

を
盛
り
込
ん
で
い
く
。

②「
地
区
存
続
プ
ラ
ン
」

　
村
内
各
集
落
で
農
地
を
次
世
代
に
継
承
で
き

る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
り
、今
年
度
は
北
部
地

区
で
の
検
討
を
支
援
し
、実
行
性
・
実
現
性
の
高

い
内
容
と
し
、今
後
、村
全
体
に
展
開
す
る
。

二
、子
育
て
支
援・教
育
の
充
実
に
つ
い
て

昨
年
度「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
。

①
保
小
中
一
体
化

　
北
川
村
な
ら
で
は
の
教
育
活
動
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、保
小
中
一
体
と
な
っ
た
施
設
整

備
や
子
育
て
・
文
教
エ
リ
ア
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
く
。

②
北
川
学
の
深
化

　
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
、民
間
企
業
と

連
携
し
、就
学
前
の
子
ど
も
達
を
対
象
に
オ
ン

ラ
イ
ン
英
会
話
教
室
の
開
催
や
、保
護
者
も
含

め
た
食
育
活
動
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

③
地
域
ぐ
る
み
教
育

　
保
小
中
一
体
と
な
っ
た
施
設
整
備
や
子
育

て
・
文
教
エ
リ
ア
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、地
域

の
皆
様
と
の
検
討
会
な
ど
に
よ
り
基
本
計
画

を
策
定
し
て
い
く
。

④
子
育
て
支
援

　
放
課
後
公
営
塾「
学
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
教

室
」の
対
象
を
小
学
生
か
ら
中
学
生
に
ま
で
広

げ
て
い
く
。

　三
、生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
に
つ
い
て

　
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、住
環
境
の
充
実
を
図

る
。

①
村
道
石
ノ
内
線
の
整
備

　
避
難
所
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
北
川
中
学

校
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
に
努
め
る
。

②
簡
易
水
道

　
久
府
付
地
区
の
権
現
山
に
貯
水
槽
を
新
設

す
る
た
め
測
量
設
計
を
行
っ
て
お
り
、来
年
度

か
ら
工
事
着
手
の
見
込
み
。今
後
も
、給
水
施

設
の
安
全
性
の
早
期
確
保
に
取
り
組
む
。

③「
共
同
社
員
住
宅
」の
宅
地
造
成
事
業

　
農
地
転
用
の
手
続
き
、設
計
内
容
の
調
整
を

行
っ
て
お
り
、令
和
３
年
度
の
造
成
工
事
着
手

を
目
指
す
。

④
阿
南
安
芸
自
動
車
道

　
野
根
安
倉
道
路
は
、測
量
・
調
査
が
進
ん
で

い
る
。北
川
道
路
は
、和
田
ト
ン
ネ
ル
の
う
ち
、

和
田
地
区
側
か
ら
の
掘
削
工
事
が
施
工
、柏
木

地
区
側
か
ら
の
掘
削
工
事
は
、夏
頃
に
着
工
見

込
み
で
、開
通
予
定
時
期
を
令
和
５
年
度
と
す

る
発
表
が
あ
っ
た
。

四
、村
民
の
安
全・安
心
の
確
保
に
つ
い
て

①
大
規
模
災
害
に
対
し
、行
政
に
よ
る「
公
助
」、

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る「
自
助
」、地
域
の
助

け
合
い
で
あ
る「
共
助
」の
取
組
強
化
や
、住
宅

の
耐
震
化
、自
主
防
災
組
織
の
支
援
な
ど
に
取

り
組
ん
だ
。

　
　「
公
助
」に
つ
い
て
は
、臨
機
応
変
な
災
害
対

応
体
制
の
整
備
の
た
め
、村
の
地
域
防
災
計
画

の
改
訂
作
業
を
進
め
、３
月
末
予
定
の
防
災
会

議
で
決
定
す
る
。

　
　「
共
助
」に
つ
い
て
は
、村
内
全
地
区
で
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
が
完
了
。今
後
は

地
域
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
、地
域
と
連
携

し
た
防
災
訓
練
に
加
え
、避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
基
軸
に
実
践
的
な
訓
練
の
実
施
、防
災

資
機
材
の
整
備
検
討
、意
識
啓
発
に
取
り
組
む
。

「
自
助
」に
つ
い
て
は
、住
宅
耐
震
化
や
家
具
転

倒
防
止
金
具
の
設
置
な
ど
の
啓
発
活
動
を
継

続
、ま
た
、老
朽
住
宅
の
除
却
を
進
め
、住
環
境

の
改
善
を
図
る
。

②
村
営
バ
ス

　
福
祉
的
バ
ス
を
含
め
、自
動
車
運
転
免
許
の

自
主
返
納
者
の
増
加
を
考
慮
し
運
行
の
充
実

に
努
め
る
。

五
、日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　
村
民
一
人
ひ
と
り
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

き
生
き
と
自
分
ら
し
く
生
活
を
送
り
、み
ん
な
が

交
わ
り
、支
え
合
い
が
出
来
る
村
の
実
現
を
目
指

す
。

①『
き
た
が
わ
　
ず
ー
っ
と
元
気
計
画
』

○
目
指
す
姿
　「
寝
こ
ま
ん
ず
く
、百
年
元
気
」

○
重
点
項
目

　
健
康
意
識
の
向
上

　
継
続
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、健
康
へ
の
関

心
が
高
ま
り
一
定
の
成
果
が
現
れ
て
い
る
一

方
、参
加
者
の
固
定
化
が
課
題
。地
域
活
動
や

村
事
業
へ
の
参
加
の
促
進
を
模
索
し
、令
和
３

年
度
に
は
地
域
で
の
話
し
合
い
を
始
め
、健
康

づ
く
り
に
関
す
る
地
域
固
有
の
課
題
の
把
握

に
も
努
め
、健
康
長
寿
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い

く
。

　
食
生
活
の
改
善

　
独
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
な
ど
の
低
栄
養

に
よ
る
リ
ス
ク
を
解
消
す
る
た
め
、配
食
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
を
図
っ
た
。ま
た
、子
育
て
中
の

家
庭
に
対
す
る
啓
発
活
動
を
強
化
す
る
た
め
、

令
和
３
年
度
は
、親
子
で「
食
」の
大
切
さ
を
学

ぶ
新
た
な
事
業
に
取
り
組
む
。

②
介
護
予
防
対
策

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
の
集
い

の
時
間
な
ど
を
活
用
し
、保
健
福
祉
推
進
員
に
よ

る
フ
レ
イ
ル
予
防
の
勉
強
会
を
実
施
。ま
た
、社

会
福
祉
協
議
会
で
は
介
護
認
定
時
に
ス
ム
ー
ズ

に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
へ
移
行
で
き
る
よ
う
、新

た
に
運
動
や
入
浴
支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
。今
後
と
も
社
会
福
祉
協
議
会
と
情
報
共
有
を

図
り
、健
康
づ
く
り
活
動
と
相
乗
効
果
を
発
揮
で

き
る
よ
う
、事
業
の
継
続
と
充
実
を
図
る
。

・・ 

行
政
報
告 

・・（
抜
粋
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

つ
い
て

　
昨
年
末
か
ら
、全
国
的
に
第
３
波
と
言
わ
れ
る

感
染
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、県
内
で
は
、年
明

け
以
降
、新
規
感
染
者
数
は
減
少
し
、比
較
的
落

ち
着
い
た
状
況
に
あ
る
。し
か
し
、変
異
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
増
加
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、油
断
で
き

な
い
状
況
に
あ
り
、村
に
お
い
て
も
引
き
続
き
、

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、中
芸
広
域
連
合

で
準
備
を
進
め
て
お
り
、連
合
と
連
携
を
図
り
、

ス
ム
ー
ズ
に
接
種
が
で
き
る
よ
う
対
応
を
講
じ

て
い
く
。

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　
村
内
で
今
年
度
発
生
し
た
村
道
竹
屋
敷
線
の

災
害
２
件
、林
道
竹
屋
敷
線
の
災
害
１
件
に
つ
い

て
は
、過
年
度
災
の
林
道
竹
屋
敷
線
災
害
復
旧
事

業
と
施
工
時
期
の
調
整
が
必
要
な
た
め
、令
和
３

年
度
に
発
注
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

■
南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
２
月
末
現
在
の
住
宅
の
耐
震
化
は
次
の
と
お

り
。

○
耐
震
診
断

　
５
件（
56
・
9
%
）1
9
9
件
/
3
5
0
件
）

○
改
修
工
事

　
３
件（
24
・
3
%
）85
件
/
3
5
0
件
）

　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、４
地

量
の
増
加
と
い
っ
た
具
体
的
な
成
果
に
繋
が
っ

て
い
る
。

　
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
、国
は
、高
額
な
医
療

費
が
か
か
る
不
妊
治
療
の
経
済
的
負
担
軽
減
を

図
り
、出
産
を
希
望
す
る
世
帯
の
支
援
を
行
う
こ

と
を
目
的
に「
不
妊
治
療
費
等
助
成
事
業
」を
創

設
し
、４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
と
し
て
い
る
。

　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
昨
年
４

月
に「
ゆ
ず
の
花
」内
に
設
置
し
、包
括
的
な
支
援

体
制
の
充
実
を
図
っ
た
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、適
宜
支
援
体
制
の

強
化
を
図
る
。

■
ゆ
ず
の
振
興
に
つ
い
て

　
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整
備
事
業
は
、宗
ノ

上
地
区
左
岸
側
が
施
工
中
で
、２
月
12
日
に
は
地

区
及
び
耕
作
予
定
者
を
対
象
に
、県
安
芸
農
業
振

興
セ
ン
タ
ー
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、地
区
か
ら

の
要
望
も
伺
い
、排
水
処
理
や
表
土
の
内
容
等
、

施
工
に
関
し
て
は
概
ね
了
承
い
た
だ
い
た
。今
後
、

早
期
に
耕
作
が
開
始
で
き
る
よ
う
、要
望
を
行
っ

て
い
く
。

　
ま
た
、昨
年
度
完
成
し
た
宗
ノ
上
地
区
右
岸
側
、

小
島
地
区
、二
タ
又
地
区
の
有
害
鳥
獣
侵
入
防
止

柵
は
、２
月
19
日
に
工
事
が
完
了
し
た
。久
江
ノ

上
地
区
と
宗
ノ
上
地
区
左
岸
側
は
、令
和
３
年
度

に
整
備
す
る
予
定
。

　
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
、現
在
５
名
の
起
業
家

農
業
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。１
年
間
の
研
修
が

終
了
し
た
研
修
生
に
よ
る
成
果
発
表
会
を
２
月

に
行
い
、１
年
間
の
研
修
成
果
と
と
も
に
、独
立

就
農
に
必
要
な
知
識
の
習
得
と
い
っ
た
課
題
が

見
え
て
き
た
。ま
た
、今
回
か
ら
起
業
家
農
業
者

の
育
成
手
順
書
に
基
づ
く
研
修
評
価
シ
ー
ト
の

活
用
を
始
め
、段
階
に
応
じ
た
起
業
家
農
業
者
の

育
成
に
結
び
つ
く
と
期
待
し
て
い
る
。

■
地
区
存
続
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　
ゆ
ず
園
地
調
査
の
結
果
を
地
区
で
共
有
す
る

た
め
、地
図
に
落
と
し
込
む
作
業
を
進
め
て
お
り
、

起
業
家
農
業
者
な
ど
、担
い
手
へ
の
集
積
に
繋
が

り
つ
つ
あ
る
。「
北
部
地
区
マ
ル
シ
ェ
」は
、北
川

村
活
性
化
協
議
会
と
連
携
し
協
議
を
行
い
、３
月

28
日
に
開
催
す
べ
く
準
備
が
整
い
つ
つ
あ
り
、こ

の
活
動
が
継
続
し
、地
区
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ

う
、支
援
し
て
い
く
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　
今
年
度
２
月
ま
で
の
11
ヵ
月
間
の
実
績
は
7
、

5
4
4
件
、5
7
、1
2
8
千
円（
前
年
同
期
4
、

0
0
4
件
、3
5
、6
1
1
千
円
）と
当
初
の
目
標

5
0
、0
0
0
千
円
超
え
を
達
成
。コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る「
巣
ご
も
り
需
要
」に
加
え
、委
託
先
で
あ
る

中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
に
よ
る
産
品
の
掘
り

起
こ
し
や
き
め
細
か
な
顧
客
対
応
が
要
因
と
考

え
て
い
る
。今
後
も
村
の
特
徴
を
活
か
し
た
返
礼

品
企
画
や
新
規
納
税
者
・
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
に

努
め
、来
年
度
は
目
標
額
を
6
0
、0
0
0
千
円

と
し
、納
税
額
の
更
な
る
増
加
を
図
る
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
の
令
和
２
年
度

の
入
園
者
数
は
、5
3
、3
9
0
人
。

（
前
年
度
7
2
、5
4
9
人
、26
・
4
%
減
）

夏
以
降
は
、国
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ス
タ
ッ
フ
の

営
業
努
力
も
あ
っ
て
回
復
し
た
が
、４
月
か
ら
５

月
に
か
け
て
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
が

大
き
く
影
響
し
、計
画
の
7
8
、0
0
0
人
を
大

幅
に
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
北
川
村
温
泉
の
令
和
２
年
度（
２
月
末
）の
利

用
者
数
は
、宿
泊
と
日
帰
り
入
浴
を
合
わ
せ
て

1
1
、9
5
5
人
。（
昨
年
同
期
1
7
、3
0
5
人

30
・
9
％
減
）

　
秋
に
は
回
復
傾
向
の
利
用
者
数
が
、冬
場
に
首

都
圏
や
関
西
圏
に
発
せ
ら
れ
た
緊
急
事
態
宣
言

に
よ
り
再
度
低
下
し
、年
間
を
通
じ
厳
し
い
状
況

と
な
っ
た
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て
、２
月
末
現
在
、

相
談
件
数
が
累
計
で
11
件
、宅
地
の
売
却
希
望
１

件
、空
き
家
の
賃
貸
希
望
４
件
の
登
録
、登
録
申

請
中
が
１
件
。登
録
物
件
の
内
２
件
を
空
き
家
改

修
事
業
を
活
用
し
て
整
備
を
行
っ
た
。

　
移
住
体
験
施
設
の
年
間
利
用
者
数
は
、２
月
末

現
在
で
延
べ
29
名
。起
業
家
農
業
者
を
目
指
し
て

の
研
修
や
、村
の
活
性
化
の
た
め
移
住
を
希
望
し

て
の
利
用
が
あ
り
、実
際
に
移
住
に
結
び
つ
い
て

い
る
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

○
保
小
中
一
体
化

　
子
ど
も
の
自
立
と
健
康
を
目
指
し
、栽
培
・
収

穫
・
調
理
を
一
体
的
に
学
ぶ
食
育
活
動
に
取
り
組

み
、郷
土
料
理
教
室
や
中
学
生
を
対
象
と
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
講
座
で
食
品
ロ
ス
削
減
の
活
動
な
ど

学
ん
だ
。今
後
、『
き
た
が
わ
　
ず
ー
っ
と
元
気
計

画
』と
連
動
さ
せ
、村
全
体
で
の
活
動
と
な
る
よ

う
、保
小
中
一
体
的
な
食
育
活
動
の
計
画
を
策
定

し
、取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

○
I
C
T
環
境
の
整
備

　
パ
ソ
コ
ン
や
電
子
黒
板
な
ど
の
整
備
を
終
え
、

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

資
料
の
作
成
、オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
や
リ
モ
ー
ト

授
業
を
行
う
な
ど
、活
用
の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
。

今
後
は
、授
業
で
の
活
用
の
ほ
か
、教
職
員
の
業

務
改
善
に
努
め
る
。

○
北
川
学
の
深
化

　
村
の
地
域
資
源
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
開
授
業

を
実
施
し
て
き
た
。子
ど
も
た
ち
自
ら
が
行
っ
た

内
容
を
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た
結
果
、小

学
５
年
生
の
作
品「
北
川
村
モ
ネ
の
庭
マ
ル
モ
ッ

タ
ン
に
来
て
み
い
や
」の
動
画
が
四
国
コ
ン
テ
ン

ツ
映
像
フ
ェ
ス
タ
小
中
学
生
の
部
門
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
、小
学
３
年
生
の
作
品「
か
か
し
す
ご

い
ぞ
新
聞
」が
高
知
県
学
校
新
聞
づ
く
り
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
銀
賞
を
受
賞
し
た
。

○
地
域
学
校
協
働
本
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

は
、12
月
よ
り
２
名
増
加
し
67
名
。保
育
所
及
び

学
校
の
愛
校
作
業
や
様
々
な
教
育
活
動
に
協
力

を
い
た
だ
い
た
。今
後
も
保
育
所
や
学
校
の
ニ
ー

ズ
と
地
域
人
材
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
な
が

ら
、地
域
と
共
に
あ
る
保
育
所
・
学
校
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

（
社
会
教
育
関
係
に
つ
い
て
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
感

染
対
策
を
講
じ
、成
人
式
を
挙
行
し
た
。ま
た
、第

39
回
東
部
美
術
展
、第
34
回
ふ
る
さ
と
名
勝
写
真

展
が
開
催
さ
れ
、絵
画
や
書
道
、写
真
な
ど
多
数

出
展
さ
れ
、創
作
活
動
の
素
晴
ら
し
さ
や
表
現
の

自
由
、美
の
追
求
と
い
っ
た
作
品
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
た
。

（
中
岡
慎
太
郎
関
係
に
つ
い
て
）

　
３
月
29
日
ま
で
企
画
展「
北
川
村
あ
の
日
あ
の

時
」を
開
催
。昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
村
の

風
景
や
行
事
な
ど
写
真
2
0
0
点
余
り
を
展
示

し
て
い
る
。

　
２
月
21
日
に
は「
錦
絵
・
瓦
版
か
ら
み
た
幕
末

の
政
治
ニ
ュ
ー
ス
」と
題
し
、中
岡
慎
太
郎
先
生

顕
彰
会
と
共
同
で
慎
太
郎
学
習
会
を
開
催
。次
回

３
月
21
日
に
は
、陸
援
隊
解
散
後
の
隊
士
た
ち
の

就
職
活
動
を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
予
定
。

　
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
と
共
同
で
進
め
て

い
る「
利
岡
家
文
書
目
録
」の
作
成
状
況
は
、対
象

と
な
る
古
文
書
が
1
、3
0
0
点
近
く
あ
り
、江

戸
時
代
の
農
村
支
配
や
幕
末
政
治
史
を
研
究
す

る
う
え
で
、貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
て
い
る
。現
在
は
今
年
８
月
完
成
を
目
指
し
、

古
文
書
を
内
容
別
に
分
類
し
、目
録
冊
子
の
作
成

を
進
め
て
い
る
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い

②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

③
火
葬
業
務
に
つ
い
て

④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　
本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、３
月
１
日
時
点
で
、

　
今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
に
つ
い
て

9
　
令
和
２
年
度
最
新
の
確
定
寄
付
額
と
最
終

見
込
み
額
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

○
最
新
の
確
定
寄
付
額（
令
和
３
年
２
月
現
在
）

　
５
７
、１
２
７
、５
０
０
円
。

○
今
年
度
の
最
終
見
込
み
額

　
５
９
、３
０
０
千
円
程
度

9
　
令
和
元
年
度
ま
で
の
使
途
別
寄
付
額
と
今

年
度
の
寄
付
額
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

（
額
は
、令
和
元
年
度
ま
で
・
令
和
２
年
度
の
順
）

○
ゆ
ず
を
中
心
と
す
る
一
次
産
業
の
振
興

　
４
１
、2
4
2
、0
0
0
円

　
2
1
、0
5
0
、0
0
0
円

○
自
然
環
境
の
保
全

　
1
5
、8
4
1
、0
0
0
円

　
8
、7
0
1
、5
0
0
円

○
教
育
・
文
化
の
振
興

　
7
、9
1
3
、0
0
0
円

　
4
、5
5
0
、0
0
0
円

○
福
祉
・
子
育
て
支
援

　
1
9
、2
9
1
、7
0
0
円

　
1
0
、5
5
8
、0
0
0
円

○
そ
の
他
村
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業

　
2
1
、4
2
6
、0
0
0
円

　
1
1
、9
8
6
、0
0
0
円

○
未
選
択

　
2
6
、8
2
6
、5
5
5
円

　
3
3
3
、0
0
0
円

9
　
使
途
別
活
用
実
績
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
の
意
向
を
尊
重
し
、出

来
る
だ
け
見
え
る
形
と
し
て
残
る
事
業
に
活
用

で
き
た
ら
と
で
考
え
て
い
る
。今
後
も
検
討
し
て

い
く
。

○
福
祉
車
両
購
入

　（
H
22
）1
、6
6
0
、0
0
0
円

○
デ
イ
車
両
購
入

　（
H
29
）4
、0
0
0
、0
0
0
円

○
保
健
福
祉
推
進
車
両
購
入

　（
H
29
）1
、1
9
3
、0
0
0
円

○
ゆ
ず
の
花
備
品
整
備

　（
R
1
）8
、5
0
0
、0
0
0
円

9
　
活
用
実
績
の
広
報
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に

あ
る
の
か
問
う
。

 

答

　村
長

　
来
年
度
以
降
、広
報
の
専
門
者
を
設
置
し
、集
中

管
理
で
き
る
体
制
へ
移
行
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。ま
た
、活
用
実
績
に
つ
い
て
も
、早
急
に

公
表
で
き
る
体
制
を
整
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
状
況
に
つ
い
て

9
　
令
和
２
年
度
の
委
託
業
務
、令
和
３
年
度
の

取
り
組
み
、木
材
需
要
調
査
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　産
業
課
長

　
令
和
２
年
度
予
算
額
1
3
、0
0
0
千
円
、実

績
1
、0
7
5
、6
1
8
円
。

 

答

　村
長

　
村
内
の
木
材
利
用
調
査
に
つ
い
て
は
、８
月
と

12
月
の
２
回
、チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
に
よ
り
周
知

を
行
っ
た
結
果
、令
和
２
年
度
に
は
新
築
倉
庫
１

件
の
需
要
が
あ
っ
た
。

　
一
方
、取
り
組
み
の
結
果
、設
計
か
ら
納
品
ま

で
約
５
ヶ
月
か
か
っ
た
。こ
の
期
間
を
短
縮
で
き

る
の
か
、必
要
な
時
期
か
ら
逆
算
し
て
オ
ー
ダ
ー

が
受
け
ら
れ
る
の
か
、ス
ト
ッ
ク
で
き
る
場
所
の

確
保
な
ど
見
え
て
き
た
課
題
は
、速
や
か
に
解
決

し
て
い
き
た
い
。

9
　
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
、具
体
事
業
の

実
施
時
期
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
と
し
て
は
、市
町
村

へ
委
託
さ
れ
た
森
林
路
網
整
備
や
間
伐
な
ど
の

森
林
整
備
、林
業
就
業
者
の
育
成
な
ど
の
人
材
育

成
、担
い
手
な
ど
の
確
保
、そ
し
て
学
校
福
祉
施

設
等
の
公
共
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
、森
林
環
境

教
育
な
ど
の
木
材
利
用
の
促
進
普
及
啓
発
な
ど

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
い
か
に
需
要
喚
起
を
行
い
森
林
資
源
を
活
用

し
て
い
く
か
を
、大
事
な
こ
と
と
捉
え
、今
後
、今

の
需
要
調
査
と
と
も
に
学
校
校
舎
を
は
じ
め
公

共
施
設
、こ
れ
に
つ
い
て
木
造
建
築
を
対
応
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
の
で
、そ
こ

に
重
点
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　
座
談
会
に
つ
い
て

9
　
地
域
住
民
か
ら
の
要
望
等
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
問
う
。

○
保
小
中
の
一
体
的
な
取
り
組
み
、深
化
に
つ
い

て
今
年
度
か
ら
小
中
学
校
一
貫
校
制
度
を
導
入

し
、複
式
学
級
の
解
消
、小
中
学
校
間
で
の
相
互

の
乗
り
入
れ
授
業
、合
同
で
の
研
修
、行
事
等
の

調
整
を
行
っ
て
き
た
。

　
教
育
内
容
面
で
は
、民
間
企
業
と
の
連
携
に
よ

る
リ
モ
ー
ト
授
業
の
実
施
や
、食
育
活
動
、食
育

教
育
な
ど
に
取
り
組
み
、今
後
は
就
学
前
か
ら
の

外
国
語
活
動
や
食
育
活
動
に
北
川
学
を
加
え
、北

川
村
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
取
り
組
み
と
な
る

よ
う
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
施
設
整
備
の
面
で
は
、単
な
る
校
舎
の
建
築
で

は
な
く
、地
域
が
利
用
で
き
る
公
園
や
図
書
館
な

ど
を
含
め
た
一
体
的
な
エ
リ
ア
と
し
て
の
あ
り

方
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
き
た
。次
年
度
は
、地

域
の
皆
様
や
子
ど
も
達
と
も
協
議
を
深
め
、保
小

中
一
体
と
な
っ
た
施
設
整
備
や
、周
辺
を
含
め
エ

リ
ア
的
な
検
討
を
し
て
基
本
計
画
と
し
て
ま
と

め
た
い
。

○
北
川
学
に
つ
い
て

　
昨
年
度
よ
り
２
年
間
、地
域
資
源
を
テ
ー
マ
と

し
た
研
究
や
公
開
授
業
を
実
施
を
し
て
き
た
。子

ど
も
達
の
学
び
の
成
果
が
、学
力
の
向
上
や
コ
ン

テ
ス
ト
の
受
賞
と
い
う
形
で
も
表
れ
て
お
り
、モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
。次
年
度
以
降
も
こ
れ
ま

で
の
実
践
を
深
め
、子
ど
も
達
の
探
究
心
の
向
上

と
地
域
に
愛
着
を
持
ち
、地
域
に
貢
献
で
き
る
子

ど
も
を
育
ん
で
い
き
た
い
。

○
地
域
ぐ
る
み
教
育
に
つ
い
て

　
本
年
度
よ
り
運
営
方
針
な
ど
を
保
護
者
や
地

域
の
代
表
と
共
有
し
、改
善
を
図
る
場
と
し
て
の

「
保
小
中
学
校
運
営
協
議
会
」と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
で
あ
る「
地
域
学
校
協
働
本
部
」、の
両
輪
で

取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。運
営
協
議
会
で
は

運
営
方
針
や
取
り
組
み
の
報
告
だ
け
で
無
く
、子

育
て
文
教
エ
リ
ア
、子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
係

る
内
容
の
検
討
を
、地
域
学
校
協
働
本
部
で
は
保

育
所
や
学
校
の
環
境
整
備
に
参
加
い
た
だ
く
な

ど
、地
域
ぐ
る
み
で
保
育
所
学
校
を
支
え
る
機
運

が
徐
々
に
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、次
年
度
は
運
営

協
議
会
委
員
を
中
心
に
、子
育
て
文
教
エ
リ
ア
の

基
本
計
画
策
定
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
拡
充

を
図
り
、地
域
と
と
も
に
あ
る
保
育
所
、学
校
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

○
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

　
本
年
度
か
ら
高
校
生
へ
の
通
学
費
助
成
の
開

始
や
18
歳
ま
で
の
医
療
費
助
成
の
拡
大
、放
課
後

子
ど
も
教
室
の
受
け
入
れ
時
間
の
拡
大
な
ど
施

策
の
充
実
を
図
っ
た
。次
年
度
は
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、中
学
校
ま
で
公
設

塾
の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
検
討
し
子
育
て
環
境

の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、電
子
黒
板
や
パ
ソ
コ

ン
の
機
器
整
備
を
終
え
、３
学
期
か
ら
は
こ
れ
ら

の
I
C
T
機
器
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。活
用
事
例
と
し
て
、電
子
黒
板
を
活
用

し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
モ
ー
ト
授
業
、

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
た
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
の
授

業
を
実
施
し
た
り
ズ
ー
ム
な
ど
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
機
能
に
よ
り
教
職
員
の
研
修
や
打
ち
合
わ
せ
、

音
楽
や
体
育
集
会
な
ど
の
集
会
活
動
を
リ
モ
ー

ト
で
実
施
す
る
な
ど
、様
々
な
機
会
や
用
途
に
応

じ
て
活
用
を
広
げ
て
い
る
。

　
I
C
T
の
整
備
は
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び

の
提
供
、主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
育
成
す
る
た
め

の
学
習
ツ
ー
ル
で
あ
り
、I
C
T
機
器
を
活
用
す

る
こ
と
で
学
習
意
欲
が
高
ま
る
こ
と
は
否
定
は

し
な
い
が
、無
け
れ
ば
学
習
が
で
き
な
い
授
業
で

は
い
け
な
い
の
で
、ど
の
様
な
情
報
活
用
能
力
が

必
要
な
の
か
を
考
え
、学
習
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し

て
使
え
る
よ
う
な
授
業
づ
く
り
に
努
め
る
。

　
今
後
も
授
業
、教
育
活
動
へ
の
活
用
と
と
も
に

教
職
員
の
業
務
改
善
に
も
繋
が
る
よ
う
務
め
た
い
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

令
和
２
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ

い
て(

承
認
第
１
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
1
、9
3
0
千
円
増
額

し
、予
算
総
額
を
2
、6
7
2
、4
7
4
千
円
と
定

め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
承
認
）

字
区
域
の
変
更
に
つ
い
て(

議
案
第
１
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

い
の
た
に
橋
橋
梁
補
修
修
繕
工
事
請
負
契

約
の
一
部
を
変
更
す
る
契
約
の
締
結
に
つ

い
て(

議
案
第
２
号)

　　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て(

議
案
第
３
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
４
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
５
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
６
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
飲
料
水
供
給
施
設
給
水
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第

７
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）に
つ
い
て(

議
案
第
８
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
9
5
、8
4
8
千
円
減

額
し
、予
算
総
額
を
2
、5
7
6
、6
2
6
千
円

と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
　
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て(

議
案
第

９
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
増
減
な
し
と
し
、予
算

総
額
を
2
5
、0
8
7
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て(

議

案
第
10
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3
4
、4
8
2
千
円
減

額
し
、予
算
総
額
を
2
0
5
、6
5
8
千
円
と
定

め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て(

議
案
第

11
号
）

　
翌
年
度
に
繰
り
越
し
で
き
る
経
費
を
定
め
る

も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

(

議
案
第
12
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
7
5
8
千
円
減
額
し
、予

算
総
額
を
3
0
、9
3
6
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て(

議
案
第
13
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
2
、2
8
2
、2
4
5

千
円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
14
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
3
4
、8
0
6
千

円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
15
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
2
3
6
、0
6
8
千

円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
16
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
1
7
4
、1
8
5

千
円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
17
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
3
1
、0
1
3
千

円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て(

議
案
第
18
号)

　
北
川
村
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
同
意
）

・・ 

意
見
書 

・・

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
を
求
め
る

意
見
書
に
つ
い
て

　
全
員
賛
成（
可
決
）

提
出
先
：
衆
議
院
議
長

　
　
　  

参
議
院
議
長

　
　
　  

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　  

総
務
大
臣

　
　
　  

法
務
大
臣

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◇
２
月
９
日（
火
）

□
議
題

　
①
令
和
２
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算

執
行
状
況
に
つ
い
て

　
②
令
和
２
年
度
へ
の
繰
越
事
業
執
行
状
況
に

つ
い
て

　
③
有
害
鳥
獣
緊
急
捕
獲
支
援
の
経
過
説
明

　
　
各
課
よ
り
、予
算
執
行
状
況
及
び
各
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
質
疑
を

行
っ
た
。ま
た
、本
年
度
の
有
害
鳥
獣
緊
急
捕

獲
支
援
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

◇
４
月
28
日（
水
）

□
議
題

　
①
機
構
関
連
事
業
　
二
タ
又
・
宗
ノ
上
圃
場

整
備
地
現
地
調
査

　
　
圃
場
整
備
の
現
状
及
び
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、現
地
の
調
査
を
行
っ
た
。

　
令
和
３
年
第
１
回
臨
時
会
は
、５
月
７
日
に
開

会
し
、村
税
条
例
の
一
部
改
正
ほ
か
報
告
２
件
、

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
改
正

の
議
案
審
議
、併
せ
て
北
川
村
議
会
総
務
産
業
建

設
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
両
委
員

長
の
選
出
を
行
い
閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

物
損
事
故
に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
額

の
決
定
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い

て(

承
認
第
１
号)

全
員
賛
成（
承
認
）

村
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処

分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
２
号
）

全
員
賛
成（
承
認
）

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）

　
全
員
賛
成（
可
決
）

◇
北
川
村
議
会
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　

◇
北
川
村
議
会
運
営
委
員
会
　
委
員
長

 

答

　村
長

　
今
年
度
の
座
談
会
は「
村
の
将
来
を
語
ら
う
座

談
会
」と
し
て
、村
内
14
箇
所
で
開
催
し
、戦
略
の

内
容
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、地
区
の
現
状

に
対
す
る
要
望
な
ど
も
あ
り
、貴
重
な
ご
意
見
を

伺
う
こ
と
が
で
き
た
。意
見
や
要
望
に
つ
い
て
は
、

日
を
改
め
て
現
地
確
認
や
詳
細
の
聞
き
取
り
を

行
い
、案
件
毎
に
、対
応
方
法
や
必
要
な
期
間
は

異
な
る
が
対
処
し
て
い
る
。

9
　
内
容
取
り
ま
と
め
後
、村
民
に
回
覧
等
考
え

て
い
る
か
、ま
た
、今
後
の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

 
答

　村
長

　
対
応
済
み
、継
続
中
、断
念
な
ど
の
内
部
整
理

を
行
い
、地
区
代
表
者
な
ど
関
係
者
に
対
し
、該

当
案
件
に
つ
い
て
、必
要
に
応
じ
説
明
を
行
っ
て

い
る
。ま
た
、次
の
座
談
会
時
に
な
る
こ
と
も
あ

る
が
、機
会
を
捉
え
て
情
報
提
供
し
て
い
き
た
い
。

　
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

9
　
令
和
２
年
度
の
展
開
、今
後
の
検
討
事
項
、

令
和
３
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　教
育
長

和田　和恵 議員

平岡　章秀 議員



10
き
　  た
　  が
わ

11
き

た   
が   
わ

区（
崎
山
、柏
木
、久
江
ノ
上
、野
川
）で
策
定
が
完

了
。今
後
、各
自
主
防
災
組
織
と
協
議
し
な
が
ら
、

資
機
材
の
整
備
を
進
め
る
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　
特
定
健
診
の
受
診
率（
12
月
調
査
分
）は
、38
・

8
％（
前
年
度
同
時
期
41
・
4
％
）。

　
未
受
診
の
方
へ
は
、ハ
ガ
キ
に
よ
る
受
診
勧
奨
、

確
定
申
告
会
場
で
の
啓
発
活
動
や「
き
た
が
わ
ヘ

ル
ス
ガ
イ
ド
」を
活
用
し
た
勧
奨
活
動
に
努
め
て

い
る
。

　
糖
尿
病
の
重
症
化
を
防
ぐ
取
り
組
み
と
し
て
、

戸
別
訪
問
を
定
期
的
に
実
施
し
、意
識
の
改
善
な

ど
、少
し
ず
つ
効
果
が
表
れ
て
い
る
。

　
運
動
教
室
は
、年
間
18
回
の
実
施
予
定
で
、現

在
15
回
実
施
し
延
べ
1
5
4
名
の
参
加
。健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
は
、２
月
末
現
在
2
4
0
件
の

申
請
が
あ
っ
た
。

　
小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」は
、地
域
の

皆
様
が
交
流
す
る
場
だ
け
で
な
く
、障
が
い
者
や

子
育
て
中
の
保
護
者
の
居
場
所
づ
く
り
、見
守
り

の
場
づ
く
り
な
ど
、多
目
的
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、

村
の
福
祉
行
政
に
と
っ
て
重
要
な
施
設
と
な
っ

て
い
る
。

　
１
月
末
日
現
在
の
利
用
者
数
は
3
、3
3
6
名
。

前
年
度
同
時
期
か
ら
1
、6
2
6
人
増
加
し
、未

入
園
の
乳
児
を
対
象
に
運
動
遊
び
を
実
施
す
る

な
ど
の
新
た
な
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
が
表
れ

て
い
る
。

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、新
た

に
２
地
区
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
ほ
か
、配
食

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
や「
ゆ
ず
の
花
」の
利
用
促
進

効
果
も
あ
り
、ひ
き
こ
も
り
の
解
消
や
食
事
摂
取

　
令
和
３
年
３
月
定
例
議
会
は
、３
月
９
日
に
開

会
し
、承
認
１
件
、条
例
改
正
、一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
補
正
予
算
、一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
当

初
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
12
日
に
は
、副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
の
議
案

の
審
議
及
び
３
氏
が
４
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

施
政
方
針 

・・（
抜
粋
）

■
村
政
運
営
に
つ
い
て

　「
1
、0
0
0
人
の
家
族
が
育
む
ゆ
ず
王
国
北

川
村
」の
実
現
を
目
指
し
、「
村
に
住
ん
で
、働
い

て
、生
活
で
き
る
収
入
を
得
ら
れ
る
産
業
の
構

築
」と「
北
川
村
に
住
み
た
い
、住
み
続
け
た
い
と

思
え
る
生
活
環
境
の
整
備
」に
取
り
組
む
と
と
も

に
引
き
続
き
、５
つ
の
基
本
政
策

　
一
、生
活
で
き
る
産
業
の
構
築

　
二
、子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実

　
三
、生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用

　
四
、村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

　
五
、日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
　

を
推
進
す
る
。

■
令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

　
歳
入
面
で
は
、人
口
の
減
少
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
村
税
収
入
の
伸

び
が
見
込
め
な
い
中
、地
方
交
付
税
の
増
額
や
地

方
交
付
税
措
置
率
の
高
い
地
方
債
を
は
じ
め
、有

利
な
財
源
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
で
、一
般
財

源
の
負
担
軽
減
を
図
っ
た
。

　
歳
出
面
で
は
、産
業
の
構
築
や
教
育
・
子
育
て

環
境
の
整
備
な
ど
、主
要
施
策
を
軌
道
に
乗
せ
る

た
め
の
費
用
等
を
盛
り
込
む
と
と
も
に
、事
務
費

に
つ
い
て
は
計
上
を
厳
し
く
見
直
す
な
ど
、メ
リ

ハ
リ
を
つ
け
た
予
算
編
成
に
努
め
た
。

　
今
後
、地
方
債
の
新
規
発
行
や
基
金
の
取
り
崩

し
に
よ
り
、財
源
を
確
保
す
る
一
方
、業
務
改
善

や
事
務
事
業
の
効
率
化
を
進
め
、財
政
の
健
全
化

に
注
力
し
、適
正
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

■
基
本
政
策
に
つ
い
て

一
、生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
に
つ
い
て

　「
1
0
0
人
の
起
業
家
農
業
者
を
育
成
す
る
」

を
目
標
に
、「
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
」「
地
区
存

続
プ
ラ
ン
」を
仕
上
げ
て
い
く
。

①「
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
」

　
新
規
就
農
者
・
規
模
拡
大
農
家
に
栽
培
技
術

習
得
の
た
め
の
支
援
策
の
確
立
や
圃
場
整
備

計
画
の
策
定
、起
業
家
農
業
者
に
対
す
る
園
地

の
配
分
方
法
、栽
培
方
法
と
販
路
の
確
立
な
ど

を
盛
り
込
ん
で
い
く
。

②「
地
区
存
続
プ
ラ
ン
」

　
村
内
各
集
落
で
農
地
を
次
世
代
に
継
承
で
き

る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
り
、今
年
度
は
北
部
地

区
で
の
検
討
を
支
援
し
、実
行
性
・
実
現
性
の
高

い
内
容
と
し
、今
後
、村
全
体
に
展
開
す
る
。

二
、子
育
て
支
援・教
育
の
充
実
に
つ
い
て

昨
年
度「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
。

①
保
小
中
一
体
化

　
北
川
村
な
ら
で
は
の
教
育
活
動
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、保
小
中
一
体
と
な
っ
た
施
設
整

備
や
子
育
て
・
文
教
エ
リ
ア
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
く
。

②
北
川
学
の
深
化

　
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
、民
間
企
業
と

連
携
し
、就
学
前
の
子
ど
も
達
を
対
象
に
オ
ン

ラ
イ
ン
英
会
話
教
室
の
開
催
や
、保
護
者
も
含

め
た
食
育
活
動
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

③
地
域
ぐ
る
み
教
育

　
保
小
中
一
体
と
な
っ
た
施
設
整
備
や
子
育

て
・
文
教
エ
リ
ア
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、地
域

の
皆
様
と
の
検
討
会
な
ど
に
よ
り
基
本
計
画

を
策
定
し
て
い
く
。

④
子
育
て
支
援

　
放
課
後
公
営
塾「
学
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
教

室
」の
対
象
を
小
学
生
か
ら
中
学
生
に
ま
で
広

げ
て
い
く
。

　三
、生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
に
つ
い
て

　
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、住
環
境
の
充
実
を
図

る
。

①
村
道
石
ノ
内
線
の
整
備

　
避
難
所
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
北
川
中
学

校
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
に
努
め
る
。

②
簡
易
水
道

　
久
府
付
地
区
の
権
現
山
に
貯
水
槽
を
新
設

す
る
た
め
測
量
設
計
を
行
っ
て
お
り
、来
年
度

か
ら
工
事
着
手
の
見
込
み
。今
後
も
、給
水
施

設
の
安
全
性
の
早
期
確
保
に
取
り
組
む
。

③「
共
同
社
員
住
宅
」の
宅
地
造
成
事
業

　
農
地
転
用
の
手
続
き
、設
計
内
容
の
調
整
を

行
っ
て
お
り
、令
和
３
年
度
の
造
成
工
事
着
手

を
目
指
す
。

④
阿
南
安
芸
自
動
車
道

　
野
根
安
倉
道
路
は
、測
量
・
調
査
が
進
ん
で

い
る
。北
川
道
路
は
、和
田
ト
ン
ネ
ル
の
う
ち
、

和
田
地
区
側
か
ら
の
掘
削
工
事
が
施
工
、柏
木

地
区
側
か
ら
の
掘
削
工
事
は
、夏
頃
に
着
工
見

込
み
で
、開
通
予
定
時
期
を
令
和
５
年
度
と
す

る
発
表
が
あ
っ
た
。

四
、村
民
の
安
全・安
心
の
確
保
に
つ
い
て

①
大
規
模
災
害
に
対
し
、行
政
に
よ
る「
公
助
」、

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る「
自
助
」、地
域
の
助

け
合
い
で
あ
る「
共
助
」の
取
組
強
化
や
、住
宅

の
耐
震
化
、自
主
防
災
組
織
の
支
援
な
ど
に
取

り
組
ん
だ
。

　
　「
公
助
」に
つ
い
て
は
、臨
機
応
変
な
災
害
対

応
体
制
の
整
備
の
た
め
、村
の
地
域
防
災
計
画

の
改
訂
作
業
を
進
め
、３
月
末
予
定
の
防
災
会

議
で
決
定
す
る
。

　
　「
共
助
」に
つ
い
て
は
、村
内
全
地
区
で
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
が
完
了
。今
後
は

地
域
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
、地
域
と
連
携

し
た
防
災
訓
練
に
加
え
、避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
基
軸
に
実
践
的
な
訓
練
の
実
施
、防
災

資
機
材
の
整
備
検
討
、意
識
啓
発
に
取
り
組
む
。

「
自
助
」に
つ
い
て
は
、住
宅
耐
震
化
や
家
具
転

倒
防
止
金
具
の
設
置
な
ど
の
啓
発
活
動
を
継

続
、ま
た
、老
朽
住
宅
の
除
却
を
進
め
、住
環
境

の
改
善
を
図
る
。

②
村
営
バ
ス

　
福
祉
的
バ
ス
を
含
め
、自
動
車
運
転
免
許
の

自
主
返
納
者
の
増
加
を
考
慮
し
運
行
の
充
実

に
努
め
る
。

五
、日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　
村
民
一
人
ひ
と
り
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

き
生
き
と
自
分
ら
し
く
生
活
を
送
り
、み
ん
な
が

交
わ
り
、支
え
合
い
が
出
来
る
村
の
実
現
を
目
指

す
。

①『
き
た
が
わ
　
ず
ー
っ
と
元
気
計
画
』

○
目
指
す
姿
　「
寝
こ
ま
ん
ず
く
、百
年
元
気
」

○
重
点
項
目

　
健
康
意
識
の
向
上

　
継
続
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、健
康
へ
の
関

心
が
高
ま
り
一
定
の
成
果
が
現
れ
て
い
る
一

方
、参
加
者
の
固
定
化
が
課
題
。地
域
活
動
や

村
事
業
へ
の
参
加
の
促
進
を
模
索
し
、令
和
３

年
度
に
は
地
域
で
の
話
し
合
い
を
始
め
、健
康

づ
く
り
に
関
す
る
地
域
固
有
の
課
題
の
把
握

に
も
努
め
、健
康
長
寿
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い

く
。

　
食
生
活
の
改
善

　
独
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
な
ど
の
低
栄
養

に
よ
る
リ
ス
ク
を
解
消
す
る
た
め
、配
食
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
を
図
っ
た
。ま
た
、子
育
て
中
の

家
庭
に
対
す
る
啓
発
活
動
を
強
化
す
る
た
め
、

令
和
３
年
度
は
、親
子
で「
食
」の
大
切
さ
を
学

ぶ
新
た
な
事
業
に
取
り
組
む
。

②
介
護
予
防
対
策

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
の
集
い

の
時
間
な
ど
を
活
用
し
、保
健
福
祉
推
進
員
に
よ

る
フ
レ
イ
ル
予
防
の
勉
強
会
を
実
施
。ま
た
、社

会
福
祉
協
議
会
で
は
介
護
認
定
時
に
ス
ム
ー
ズ

に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
へ
移
行
で
き
る
よ
う
、新

た
に
運
動
や
入
浴
支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
。今
後
と
も
社
会
福
祉
協
議
会
と
情
報
共
有
を

図
り
、健
康
づ
く
り
活
動
と
相
乗
効
果
を
発
揮
で

き
る
よ
う
、事
業
の
継
続
と
充
実
を
図
る
。

・・ 

行
政
報
告 

・・（
抜
粋
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

つ
い
て

　
昨
年
末
か
ら
、全
国
的
に
第
３
波
と
言
わ
れ
る

感
染
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、県
内
で
は
、年
明

け
以
降
、新
規
感
染
者
数
は
減
少
し
、比
較
的
落

ち
着
い
た
状
況
に
あ
る
。し
か
し
、変
異
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
増
加
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、油
断
で
き

な
い
状
況
に
あ
り
、村
に
お
い
て
も
引
き
続
き
、

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、中
芸
広
域
連
合

で
準
備
を
進
め
て
お
り
、連
合
と
連
携
を
図
り
、

ス
ム
ー
ズ
に
接
種
が
で
き
る
よ
う
対
応
を
講
じ

て
い
く
。

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　
村
内
で
今
年
度
発
生
し
た
村
道
竹
屋
敷
線
の

災
害
２
件
、林
道
竹
屋
敷
線
の
災
害
１
件
に
つ
い

て
は
、過
年
度
災
の
林
道
竹
屋
敷
線
災
害
復
旧
事

業
と
施
工
時
期
の
調
整
が
必
要
な
た
め
、令
和
３

年
度
に
発
注
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

■
南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
２
月
末
現
在
の
住
宅
の
耐
震
化
は
次
の
と
お

り
。

○
耐
震
診
断

　
５
件（
56
・
9
%
）1
9
9
件
/
3
5
0
件
）

○
改
修
工
事

　
３
件（
24
・
3
%
）85
件
/
3
5
0
件
）

　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、４
地

量
の
増
加
と
い
っ
た
具
体
的
な
成
果
に
繋
が
っ

て
い
る
。

　
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
、国
は
、高
額
な
医
療

費
が
か
か
る
不
妊
治
療
の
経
済
的
負
担
軽
減
を

図
り
、出
産
を
希
望
す
る
世
帯
の
支
援
を
行
う
こ

と
を
目
的
に「
不
妊
治
療
費
等
助
成
事
業
」を
創

設
し
、４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
と
し
て
い
る
。

　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
昨
年
４

月
に「
ゆ
ず
の
花
」内
に
設
置
し
、包
括
的
な
支
援

体
制
の
充
実
を
図
っ
た
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、適
宜
支
援
体
制
の

強
化
を
図
る
。

■
ゆ
ず
の
振
興
に
つ
い
て

　
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整
備
事
業
は
、宗
ノ

上
地
区
左
岸
側
が
施
工
中
で
、２
月
12
日
に
は
地

区
及
び
耕
作
予
定
者
を
対
象
に
、県
安
芸
農
業
振

興
セ
ン
タ
ー
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、地
区
か
ら

の
要
望
も
伺
い
、排
水
処
理
や
表
土
の
内
容
等
、

施
工
に
関
し
て
は
概
ね
了
承
い
た
だ
い
た
。今
後
、

早
期
に
耕
作
が
開
始
で
き
る
よ
う
、要
望
を
行
っ

て
い
く
。

　
ま
た
、昨
年
度
完
成
し
た
宗
ノ
上
地
区
右
岸
側
、

小
島
地
区
、二
タ
又
地
区
の
有
害
鳥
獣
侵
入
防
止

柵
は
、２
月
19
日
に
工
事
が
完
了
し
た
。久
江
ノ

上
地
区
と
宗
ノ
上
地
区
左
岸
側
は
、令
和
３
年
度

に
整
備
す
る
予
定
。

　
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
、現
在
５
名
の
起
業
家

農
業
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。１
年
間
の
研
修
が

終
了
し
た
研
修
生
に
よ
る
成
果
発
表
会
を
２
月

に
行
い
、１
年
間
の
研
修
成
果
と
と
も
に
、独
立

就
農
に
必
要
な
知
識
の
習
得
と
い
っ
た
課
題
が

見
え
て
き
た
。ま
た
、今
回
か
ら
起
業
家
農
業
者

の
育
成
手
順
書
に
基
づ
く
研
修
評
価
シ
ー
ト
の

活
用
を
始
め
、段
階
に
応
じ
た
起
業
家
農
業
者
の

育
成
に
結
び
つ
く
と
期
待
し
て
い
る
。

■
地
区
存
続
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　
ゆ
ず
園
地
調
査
の
結
果
を
地
区
で
共
有
す
る

た
め
、地
図
に
落
と
し
込
む
作
業
を
進
め
て
お
り
、

起
業
家
農
業
者
な
ど
、担
い
手
へ
の
集
積
に
繋
が

り
つ
つ
あ
る
。「
北
部
地
区
マ
ル
シ
ェ
」は
、北
川

村
活
性
化
協
議
会
と
連
携
し
協
議
を
行
い
、３
月

28
日
に
開
催
す
べ
く
準
備
が
整
い
つ
つ
あ
り
、こ

の
活
動
が
継
続
し
、地
区
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ

う
、支
援
し
て
い
く
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　
今
年
度
２
月
ま
で
の
11
ヵ
月
間
の
実
績
は
7
、

5
4
4
件
、5
7
、1
2
8
千
円（
前
年
同
期
4
、

0
0
4
件
、3
5
、6
1
1
千
円
）と
当
初
の
目
標

5
0
、0
0
0
千
円
超
え
を
達
成
。コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る「
巣
ご
も
り
需
要
」に
加
え
、委
託
先
で
あ
る

中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
に
よ
る
産
品
の
掘
り

起
こ
し
や
き
め
細
か
な
顧
客
対
応
が
要
因
と
考

え
て
い
る
。今
後
も
村
の
特
徴
を
活
か
し
た
返
礼

品
企
画
や
新
規
納
税
者
・
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
に

努
め
、来
年
度
は
目
標
額
を
6
0
、0
0
0
千
円

と
し
、納
税
額
の
更
な
る
増
加
を
図
る
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
の
令
和
２
年
度

の
入
園
者
数
は
、5
3
、3
9
0
人
。

（
前
年
度
7
2
、5
4
9
人
、26
・
4
%
減
）

夏
以
降
は
、国
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ス
タ
ッ
フ
の

営
業
努
力
も
あ
っ
て
回
復
し
た
が
、４
月
か
ら
５

月
に
か
け
て
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
が

大
き
く
影
響
し
、計
画
の
7
8
、0
0
0
人
を
大

幅
に
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
北
川
村
温
泉
の
令
和
２
年
度（
２
月
末
）の
利

用
者
数
は
、宿
泊
と
日
帰
り
入
浴
を
合
わ
せ
て

1
1
、9
5
5
人
。（
昨
年
同
期
1
7
、3
0
5
人

30
・
9
％
減
）

　
秋
に
は
回
復
傾
向
の
利
用
者
数
が
、冬
場
に
首

都
圏
や
関
西
圏
に
発
せ
ら
れ
た
緊
急
事
態
宣
言

に
よ
り
再
度
低
下
し
、年
間
を
通
じ
厳
し
い
状
況

と
な
っ
た
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て
、２
月
末
現
在
、

相
談
件
数
が
累
計
で
11
件
、宅
地
の
売
却
希
望
１

件
、空
き
家
の
賃
貸
希
望
４
件
の
登
録
、登
録
申

請
中
が
１
件
。登
録
物
件
の
内
２
件
を
空
き
家
改

修
事
業
を
活
用
し
て
整
備
を
行
っ
た
。

　
移
住
体
験
施
設
の
年
間
利
用
者
数
は
、２
月
末

現
在
で
延
べ
29
名
。起
業
家
農
業
者
を
目
指
し
て

の
研
修
や
、村
の
活
性
化
の
た
め
移
住
を
希
望
し

て
の
利
用
が
あ
り
、実
際
に
移
住
に
結
び
つ
い
て

い
る
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

○
保
小
中
一
体
化

　
子
ど
も
の
自
立
と
健
康
を
目
指
し
、栽
培
・
収

穫
・
調
理
を
一
体
的
に
学
ぶ
食
育
活
動
に
取
り
組

み
、郷
土
料
理
教
室
や
中
学
生
を
対
象
と
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
講
座
で
食
品
ロ
ス
削
減
の
活
動
な
ど

学
ん
だ
。今
後
、『
き
た
が
わ
　
ず
ー
っ
と
元
気
計

画
』と
連
動
さ
せ
、村
全
体
で
の
活
動
と
な
る
よ

う
、保
小
中
一
体
的
な
食
育
活
動
の
計
画
を
策
定

し
、取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

○
I
C
T
環
境
の
整
備

　
パ
ソ
コ
ン
や
電
子
黒
板
な
ど
の
整
備
を
終
え
、

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

資
料
の
作
成
、オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
や
リ
モ
ー
ト

授
業
を
行
う
な
ど
、活
用
の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
。

今
後
は
、授
業
で
の
活
用
の
ほ
か
、教
職
員
の
業

務
改
善
に
努
め
る
。

○
北
川
学
の
深
化

　
村
の
地
域
資
源
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
開
授
業

を
実
施
し
て
き
た
。子
ど
も
た
ち
自
ら
が
行
っ
た

内
容
を
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た
結
果
、小

学
５
年
生
の
作
品「
北
川
村
モ
ネ
の
庭
マ
ル
モ
ッ

タ
ン
に
来
て
み
い
や
」の
動
画
が
四
国
コ
ン
テ
ン

ツ
映
像
フ
ェ
ス
タ
小
中
学
生
の
部
門
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
、小
学
３
年
生
の
作
品「
か
か
し
す
ご

い
ぞ
新
聞
」が
高
知
県
学
校
新
聞
づ
く
り
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
銀
賞
を
受
賞
し
た
。

○
地
域
学
校
協
働
本
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

は
、12
月
よ
り
２
名
増
加
し
67
名
。保
育
所
及
び

学
校
の
愛
校
作
業
や
様
々
な
教
育
活
動
に
協
力

を
い
た
だ
い
た
。今
後
も
保
育
所
や
学
校
の
ニ
ー

ズ
と
地
域
人
材
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
な
が

ら
、地
域
と
共
に
あ
る
保
育
所
・
学
校
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

（
社
会
教
育
関
係
に
つ
い
て
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
感

染
対
策
を
講
じ
、成
人
式
を
挙
行
し
た
。ま
た
、第

39
回
東
部
美
術
展
、第
34
回
ふ
る
さ
と
名
勝
写
真

展
が
開
催
さ
れ
、絵
画
や
書
道
、写
真
な
ど
多
数

出
展
さ
れ
、創
作
活
動
の
素
晴
ら
し
さ
や
表
現
の

自
由
、美
の
追
求
と
い
っ
た
作
品
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
た
。

（
中
岡
慎
太
郎
関
係
に
つ
い
て
）

　
３
月
29
日
ま
で
企
画
展「
北
川
村
あ
の
日
あ
の

時
」を
開
催
。昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
村
の

風
景
や
行
事
な
ど
写
真
2
0
0
点
余
り
を
展
示

し
て
い
る
。

　
２
月
21
日
に
は「
錦
絵
・
瓦
版
か
ら
み
た
幕
末

の
政
治
ニ
ュ
ー
ス
」と
題
し
、中
岡
慎
太
郎
先
生

顕
彰
会
と
共
同
で
慎
太
郎
学
習
会
を
開
催
。次
回

３
月
21
日
に
は
、陸
援
隊
解
散
後
の
隊
士
た
ち
の

就
職
活
動
を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
予
定
。

　
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
と
共
同
で
進
め
て

い
る「
利
岡
家
文
書
目
録
」の
作
成
状
況
は
、対
象

と
な
る
古
文
書
が
1
、3
0
0
点
近
く
あ
り
、江

戸
時
代
の
農
村
支
配
や
幕
末
政
治
史
を
研
究
す

る
う
え
で
、貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
て
い
る
。現
在
は
今
年
８
月
完
成
を
目
指
し
、

古
文
書
を
内
容
別
に
分
類
し
、目
録
冊
子
の
作
成

を
進
め
て
い
る
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い

②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

③
火
葬
業
務
に
つ
い
て

④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　
本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、３
月
１
日
時
点
で
、

　
今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
に
つ
い
て

9
　
令
和
２
年
度
最
新
の
確
定
寄
付
額
と
最
終

見
込
み
額
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

○
最
新
の
確
定
寄
付
額（
令
和
３
年
２
月
現
在
）

　
５
７
、１
２
７
、５
０
０
円
。

○
今
年
度
の
最
終
見
込
み
額

　
５
９
、３
０
０
千
円
程
度

9
　
令
和
元
年
度
ま
で
の
使
途
別
寄
付
額
と
今

年
度
の
寄
付
額
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

（
額
は
、令
和
元
年
度
ま
で
・
令
和
２
年
度
の
順
）

○
ゆ
ず
を
中
心
と
す
る
一
次
産
業
の
振
興

　
４
１
、2
4
2
、0
0
0
円

　
2
1
、0
5
0
、0
0
0
円

○
自
然
環
境
の
保
全

　
1
5
、8
4
1
、0
0
0
円

　
8
、7
0
1
、5
0
0
円

○
教
育
・
文
化
の
振
興

　
7
、9
1
3
、0
0
0
円

　
4
、5
5
0
、0
0
0
円

○
福
祉
・
子
育
て
支
援

　
1
9
、2
9
1
、7
0
0
円

　
1
0
、5
5
8
、0
0
0
円

○
そ
の
他
村
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業

　
2
1
、4
2
6
、0
0
0
円

　
1
1
、9
8
6
、0
0
0
円

○
未
選
択

　
2
6
、8
2
6
、5
5
5
円

　
3
3
3
、0
0
0
円

9
　
使
途
別
活
用
実
績
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
の
意
向
を
尊
重
し
、出

来
る
だ
け
見
え
る
形
と
し
て
残
る
事
業
に
活
用

で
き
た
ら
と
で
考
え
て
い
る
。今
後
も
検
討
し
て

い
く
。

○
福
祉
車
両
購
入

　（
H
22
）1
、6
6
0
、0
0
0
円

○
デ
イ
車
両
購
入

　（
H
29
）4
、0
0
0
、0
0
0
円

○
保
健
福
祉
推
進
車
両
購
入

　（
H
29
）1
、1
9
3
、0
0
0
円

○
ゆ
ず
の
花
備
品
整
備

　（
R
1
）8
、5
0
0
、0
0
0
円

9
　
活
用
実
績
の
広
報
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に

あ
る
の
か
問
う
。

 

答

　村
長

　
来
年
度
以
降
、広
報
の
専
門
者
を
設
置
し
、集
中

管
理
で
き
る
体
制
へ
移
行
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。ま
た
、活
用
実
績
に
つ
い
て
も
、早
急
に

公
表
で
き
る
体
制
を
整
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
状
況
に
つ
い
て

9
　
令
和
２
年
度
の
委
託
業
務
、令
和
３
年
度
の

取
り
組
み
、木
材
需
要
調
査
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　産
業
課
長

　
令
和
２
年
度
予
算
額
1
3
、0
0
0
千
円
、実

績
1
、0
7
5
、6
1
8
円
。

 

答

　村
長

　
村
内
の
木
材
利
用
調
査
に
つ
い
て
は
、８
月
と

12
月
の
２
回
、チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
に
よ
り
周
知

を
行
っ
た
結
果
、令
和
２
年
度
に
は
新
築
倉
庫
１

件
の
需
要
が
あ
っ
た
。

　
一
方
、取
り
組
み
の
結
果
、設
計
か
ら
納
品
ま

で
約
５
ヶ
月
か
か
っ
た
。こ
の
期
間
を
短
縮
で
き

る
の
か
、必
要
な
時
期
か
ら
逆
算
し
て
オ
ー
ダ
ー

が
受
け
ら
れ
る
の
か
、ス
ト
ッ
ク
で
き
る
場
所
の

確
保
な
ど
見
え
て
き
た
課
題
は
、速
や
か
に
解
決

し
て
い
き
た
い
。

9
　
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
、具
体
事
業
の

実
施
時
期
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
と
し
て
は
、市
町
村

へ
委
託
さ
れ
た
森
林
路
網
整
備
や
間
伐
な
ど
の

森
林
整
備
、林
業
就
業
者
の
育
成
な
ど
の
人
材
育

成
、担
い
手
な
ど
の
確
保
、そ
し
て
学
校
福
祉
施

設
等
の
公
共
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
、森
林
環
境

教
育
な
ど
の
木
材
利
用
の
促
進
普
及
啓
発
な
ど

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
い
か
に
需
要
喚
起
を
行
い
森
林
資
源
を
活
用

し
て
い
く
か
を
、大
事
な
こ
と
と
捉
え
、今
後
、今

の
需
要
調
査
と
と
も
に
学
校
校
舎
を
は
じ
め
公

共
施
設
、こ
れ
に
つ
い
て
木
造
建
築
を
対
応
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
の
で
、そ
こ

に
重
点
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　
座
談
会
に
つ
い
て

9
　
地
域
住
民
か
ら
の
要
望
等
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
問
う
。

○
保
小
中
の
一
体
的
な
取
り
組
み
、深
化
に
つ
い

て
今
年
度
か
ら
小
中
学
校
一
貫
校
制
度
を
導
入

し
、複
式
学
級
の
解
消
、小
中
学
校
間
で
の
相
互

の
乗
り
入
れ
授
業
、合
同
で
の
研
修
、行
事
等
の

調
整
を
行
っ
て
き
た
。

　
教
育
内
容
面
で
は
、民
間
企
業
と
の
連
携
に
よ

る
リ
モ
ー
ト
授
業
の
実
施
や
、食
育
活
動
、食
育

教
育
な
ど
に
取
り
組
み
、今
後
は
就
学
前
か
ら
の

外
国
語
活
動
や
食
育
活
動
に
北
川
学
を
加
え
、北

川
村
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
取
り
組
み
と
な
る

よ
う
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
施
設
整
備
の
面
で
は
、単
な
る
校
舎
の
建
築
で

は
な
く
、地
域
が
利
用
で
き
る
公
園
や
図
書
館
な

ど
を
含
め
た
一
体
的
な
エ
リ
ア
と
し
て
の
あ
り

方
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
き
た
。次
年
度
は
、地

域
の
皆
様
や
子
ど
も
達
と
も
協
議
を
深
め
、保
小

中
一
体
と
な
っ
た
施
設
整
備
や
、周
辺
を
含
め
エ

リ
ア
的
な
検
討
を
し
て
基
本
計
画
と
し
て
ま
と

め
た
い
。

○
北
川
学
に
つ
い
て

　
昨
年
度
よ
り
２
年
間
、地
域
資
源
を
テ
ー
マ
と

し
た
研
究
や
公
開
授
業
を
実
施
を
し
て
き
た
。子

ど
も
達
の
学
び
の
成
果
が
、学
力
の
向
上
や
コ
ン

テ
ス
ト
の
受
賞
と
い
う
形
で
も
表
れ
て
お
り
、モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
。次
年
度
以
降
も
こ
れ
ま

で
の
実
践
を
深
め
、子
ど
も
達
の
探
究
心
の
向
上

と
地
域
に
愛
着
を
持
ち
、地
域
に
貢
献
で
き
る
子

ど
も
を
育
ん
で
い
き
た
い
。

○
地
域
ぐ
る
み
教
育
に
つ
い
て

　
本
年
度
よ
り
運
営
方
針
な
ど
を
保
護
者
や
地

域
の
代
表
と
共
有
し
、改
善
を
図
る
場
と
し
て
の

「
保
小
中
学
校
運
営
協
議
会
」と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
で
あ
る「
地
域
学
校
協
働
本
部
」、の
両
輪
で

取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。運
営
協
議
会
で
は

運
営
方
針
や
取
り
組
み
の
報
告
だ
け
で
無
く
、子

育
て
文
教
エ
リ
ア
、子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
係

る
内
容
の
検
討
を
、地
域
学
校
協
働
本
部
で
は
保

育
所
や
学
校
の
環
境
整
備
に
参
加
い
た
だ
く
な

ど
、地
域
ぐ
る
み
で
保
育
所
学
校
を
支
え
る
機
運

が
徐
々
に
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、次
年
度
は
運
営

協
議
会
委
員
を
中
心
に
、子
育
て
文
教
エ
リ
ア
の

基
本
計
画
策
定
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
拡
充

を
図
り
、地
域
と
と
も
に
あ
る
保
育
所
、学
校
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

○
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

　
本
年
度
か
ら
高
校
生
へ
の
通
学
費
助
成
の
開

始
や
18
歳
ま
で
の
医
療
費
助
成
の
拡
大
、放
課
後

子
ど
も
教
室
の
受
け
入
れ
時
間
の
拡
大
な
ど
施

策
の
充
実
を
図
っ
た
。次
年
度
は
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、中
学
校
ま
で
公
設

塾
の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
検
討
し
子
育
て
環
境

の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、電
子
黒
板
や
パ
ソ
コ

ン
の
機
器
整
備
を
終
え
、３
学
期
か
ら
は
こ
れ
ら

の
I
C
T
機
器
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。活
用
事
例
と
し
て
、電
子
黒
板
を
活
用

し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
モ
ー
ト
授
業
、

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
た
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
の
授

業
を
実
施
し
た
り
ズ
ー
ム
な
ど
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
機
能
に
よ
り
教
職
員
の
研
修
や
打
ち
合
わ
せ
、

音
楽
や
体
育
集
会
な
ど
の
集
会
活
動
を
リ
モ
ー

ト
で
実
施
す
る
な
ど
、様
々
な
機
会
や
用
途
に
応

じ
て
活
用
を
広
げ
て
い
る
。

　
I
C
T
の
整
備
は
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び

の
提
供
、主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
育
成
す
る
た
め

の
学
習
ツ
ー
ル
で
あ
り
、I
C
T
機
器
を
活
用
す

る
こ
と
で
学
習
意
欲
が
高
ま
る
こ
と
は
否
定
は

し
な
い
が
、無
け
れ
ば
学
習
が
で
き
な
い
授
業
で

は
い
け
な
い
の
で
、ど
の
様
な
情
報
活
用
能
力
が

必
要
な
の
か
を
考
え
、学
習
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し

て
使
え
る
よ
う
な
授
業
づ
く
り
に
努
め
る
。

　
今
後
も
授
業
、教
育
活
動
へ
の
活
用
と
と
も
に

教
職
員
の
業
務
改
善
に
も
繋
が
る
よ
う
務
め
た
い
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

令
和
２
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ

い
て(

承
認
第
１
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
1
、9
3
0
千
円
増
額

し
、予
算
総
額
を
2
、6
7
2
、4
7
4
千
円
と
定

め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
承
認
）

字
区
域
の
変
更
に
つ
い
て(

議
案
第
１
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

い
の
た
に
橋
橋
梁
補
修
修
繕
工
事
請
負
契

約
の
一
部
を
変
更
す
る
契
約
の
締
結
に
つ

い
て(

議
案
第
２
号)

　　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て(

議
案
第
３
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
４
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
５
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
６
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
飲
料
水
供
給
施
設
給
水
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第

７
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）に
つ
い
て(

議
案
第
８
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
9
5
、8
4
8
千
円
減

額
し
、予
算
総
額
を
2
、5
7
6
、6
2
6
千
円

と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
　
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て(

議
案
第

９
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
増
減
な
し
と
し
、予
算

総
額
を
2
5
、0
8
7
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て(

議

案
第
10
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3
4
、4
8
2
千
円
減

額
し
、予
算
総
額
を
2
0
5
、6
5
8
千
円
と
定

め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て(

議
案
第

11
号
）

　
翌
年
度
に
繰
り
越
し
で
き
る
経
費
を
定
め
る

も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

(

議
案
第
12
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
7
5
8
千
円
減
額
し
、予

算
総
額
を
3
0
、9
3
6
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て(

議
案
第
13
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
2
、2
8
2
、2
4
5

千
円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
14
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
3
4
、8
0
6
千

円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
15
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
2
3
6
、0
6
8
千

円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
16
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
1
7
4
、1
8
5

千
円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
17
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
3
1
、0
1
3
千

円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て(

議
案
第
18
号)

　
北
川
村
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
同
意
）

・・ 

意
見
書 

・・

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
を
求
め
る

意
見
書
に
つ
い
て

　
全
員
賛
成（
可
決
）

提
出
先
：
衆
議
院
議
長

　
　
　  

参
議
院
議
長

　
　
　  

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　  

総
務
大
臣

　
　
　  

法
務
大
臣

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◇
２
月
９
日（
火
）

□
議
題

　
①
令
和
２
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算

執
行
状
況
に
つ
い
て

　
②
令
和
２
年
度
へ
の
繰
越
事
業
執
行
状
況
に

つ
い
て

　
③
有
害
鳥
獣
緊
急
捕
獲
支
援
の
経
過
説
明

　
　
各
課
よ
り
、予
算
執
行
状
況
及
び
各
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
質
疑
を

行
っ
た
。ま
た
、本
年
度
の
有
害
鳥
獣
緊
急
捕

獲
支
援
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

◇
４
月
28
日（
水
）

□
議
題

　
①
機
構
関
連
事
業
　
二
タ
又
・
宗
ノ
上
圃
場

整
備
地
現
地
調
査

　
　
圃
場
整
備
の
現
状
及
び
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、現
地
の
調
査
を
行
っ
た
。

　
令
和
３
年
第
１
回
臨
時
会
は
、５
月
７
日
に
開

会
し
、村
税
条
例
の
一
部
改
正
ほ
か
報
告
２
件
、

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
改
正

の
議
案
審
議
、併
せ
て
北
川
村
議
会
総
務
産
業
建

設
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
両
委
員

長
の
選
出
を
行
い
閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

議
案
審
議 
・・

物
損
事
故
に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
額

の
決
定
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い

て(

承
認
第
１
号)

全
員
賛
成（
承
認
）

村
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処

分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
２
号
）

全
員
賛
成（
承
認
）

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）

　
全
員
賛
成（
可
決
）

◇
北
川
村
議
会
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　

◇
北
川
村
議
会
運
営
委
員
会
　
委
員
長

 

答

　村
長

　
今
年
度
の
座
談
会
は「
村
の
将
来
を
語
ら
う
座

談
会
」と
し
て
、村
内
14
箇
所
で
開
催
し
、戦
略
の

内
容
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、地
区
の
現
状

に
対
す
る
要
望
な
ど
も
あ
り
、貴
重
な
ご
意
見
を

伺
う
こ
と
が
で
き
た
。意
見
や
要
望
に
つ
い
て
は
、

日
を
改
め
て
現
地
確
認
や
詳
細
の
聞
き
取
り
を

行
い
、案
件
毎
に
、対
応
方
法
や
必
要
な
期
間
は

異
な
る
が
対
処
し
て
い
る
。

9
　
内
容
取
り
ま
と
め
後
、村
民
に
回
覧
等
考
え

て
い
る
か
、ま
た
、今
後
の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
対
応
済
み
、継
続
中
、断
念
な
ど
の
内
部
整
理

を
行
い
、地
区
代
表
者
な
ど
関
係
者
に
対
し
、該

当
案
件
に
つ
い
て
、必
要
に
応
じ
説
明
を
行
っ
て

い
る
。ま
た
、次
の
座
談
会
時
に
な
る
こ
と
も
あ

る
が
、機
会
を
捉
え
て
情
報
提
供
し
て
い
き
た
い
。

　
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

9
　
令
和
２
年
度
の
展
開
、今
後
の
検
討
事
項
、

令
和
３
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　教
育
長

和田　和恵 議員

平岡　章秀 議員



12
き
　  た
　  が
わ

13
き

た   
が   
わ

区（
崎
山
、柏
木
、久
江
ノ
上
、野
川
）で
策
定
が
完

了
。今
後
、各
自
主
防
災
組
織
と
協
議
し
な
が
ら
、

資
機
材
の
整
備
を
進
め
る
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　
特
定
健
診
の
受
診
率（
12
月
調
査
分
）は
、38
・

8
％（
前
年
度
同
時
期
41
・
4
％
）。

　
未
受
診
の
方
へ
は
、ハ
ガ
キ
に
よ
る
受
診
勧
奨
、

確
定
申
告
会
場
で
の
啓
発
活
動
や「
き
た
が
わ
ヘ

ル
ス
ガ
イ
ド
」を
活
用
し
た
勧
奨
活
動
に
努
め
て

い
る
。

　
糖
尿
病
の
重
症
化
を
防
ぐ
取
り
組
み
と
し
て
、

戸
別
訪
問
を
定
期
的
に
実
施
し
、意
識
の
改
善
な

ど
、少
し
ず
つ
効
果
が
表
れ
て
い
る
。

　
運
動
教
室
は
、年
間
18
回
の
実
施
予
定
で
、現

在
15
回
実
施
し
延
べ
1
5
4
名
の
参
加
。健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
は
、２
月
末
現
在
2
4
0
件
の

申
請
が
あ
っ
た
。

　
小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」は
、地
域
の

皆
様
が
交
流
す
る
場
だ
け
で
な
く
、障
が
い
者
や

子
育
て
中
の
保
護
者
の
居
場
所
づ
く
り
、見
守
り

の
場
づ
く
り
な
ど
、多
目
的
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、

村
の
福
祉
行
政
に
と
っ
て
重
要
な
施
設
と
な
っ

て
い
る
。

　
１
月
末
日
現
在
の
利
用
者
数
は
3
、3
3
6
名
。

前
年
度
同
時
期
か
ら
1
、6
2
6
人
増
加
し
、未

入
園
の
乳
児
を
対
象
に
運
動
遊
び
を
実
施
す
る

な
ど
の
新
た
な
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
が
表
れ

て
い
る
。

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、新
た

に
２
地
区
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
ほ
か
、配
食

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
や「
ゆ
ず
の
花
」の
利
用
促
進

効
果
も
あ
り
、ひ
き
こ
も
り
の
解
消
や
食
事
摂
取

　
令
和
３
年
３
月
定
例
議
会
は
、３
月
９
日
に
開

会
し
、承
認
１
件
、条
例
改
正
、一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
補
正
予
算
、一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
当

初
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
12
日
に
は
、副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
の
議
案

の
審
議
及
び
３
氏
が
４
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

施
政
方
針 

・・（
抜
粋
）

■
村
政
運
営
に
つ
い
て

　「
1
、0
0
0
人
の
家
族
が
育
む
ゆ
ず
王
国
北

川
村
」の
実
現
を
目
指
し
、「
村
に
住
ん
で
、働
い

て
、生
活
で
き
る
収
入
を
得
ら
れ
る
産
業
の
構

築
」と「
北
川
村
に
住
み
た
い
、住
み
続
け
た
い
と

思
え
る
生
活
環
境
の
整
備
」に
取
り
組
む
と
と
も

に
引
き
続
き
、５
つ
の
基
本
政
策

　
一
、生
活
で
き
る
産
業
の
構
築

　
二
、子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実

　
三
、生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用

　
四
、村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

　
五
、日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
　

を
推
進
す
る
。

■
令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

　
歳
入
面
で
は
、人
口
の
減
少
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
村
税
収
入
の
伸

び
が
見
込
め
な
い
中
、地
方
交
付
税
の
増
額
や
地

方
交
付
税
措
置
率
の
高
い
地
方
債
を
は
じ
め
、有

利
な
財
源
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
で
、一
般
財

源
の
負
担
軽
減
を
図
っ
た
。

　
歳
出
面
で
は
、産
業
の
構
築
や
教
育
・
子
育
て

環
境
の
整
備
な
ど
、主
要
施
策
を
軌
道
に
乗
せ
る

た
め
の
費
用
等
を
盛
り
込
む
と
と
も
に
、事
務
費

に
つ
い
て
は
計
上
を
厳
し
く
見
直
す
な
ど
、メ
リ

ハ
リ
を
つ
け
た
予
算
編
成
に
努
め
た
。

　
今
後
、地
方
債
の
新
規
発
行
や
基
金
の
取
り
崩

し
に
よ
り
、財
源
を
確
保
す
る
一
方
、業
務
改
善

や
事
務
事
業
の
効
率
化
を
進
め
、財
政
の
健
全
化

に
注
力
し
、適
正
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

■
基
本
政
策
に
つ
い
て

一
、生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
に
つ
い
て

　「
1
0
0
人
の
起
業
家
農
業
者
を
育
成
す
る
」

を
目
標
に
、「
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
」「
地
区
存

続
プ
ラ
ン
」を
仕
上
げ
て
い
く
。

①「
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
」

　
新
規
就
農
者
・
規
模
拡
大
農
家
に
栽
培
技
術

習
得
の
た
め
の
支
援
策
の
確
立
や
圃
場
整
備

計
画
の
策
定
、起
業
家
農
業
者
に
対
す
る
園
地

の
配
分
方
法
、栽
培
方
法
と
販
路
の
確
立
な
ど

を
盛
り
込
ん
で
い
く
。

②「
地
区
存
続
プ
ラ
ン
」

　
村
内
各
集
落
で
農
地
を
次
世
代
に
継
承
で
き

る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
り
、今
年
度
は
北
部
地

区
で
の
検
討
を
支
援
し
、実
行
性
・
実
現
性
の
高

い
内
容
と
し
、今
後
、村
全
体
に
展
開
す
る
。

二
、子
育
て
支
援・教
育
の
充
実
に
つ
い
て

昨
年
度「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
。

①
保
小
中
一
体
化

　
北
川
村
な
ら
で
は
の
教
育
活
動
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、保
小
中
一
体
と
な
っ
た
施
設
整

備
や
子
育
て
・
文
教
エ
リ
ア
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
く
。

②
北
川
学
の
深
化

　
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
、民
間
企
業
と

連
携
し
、就
学
前
の
子
ど
も
達
を
対
象
に
オ
ン

ラ
イ
ン
英
会
話
教
室
の
開
催
や
、保
護
者
も
含

め
た
食
育
活
動
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

③
地
域
ぐ
る
み
教
育

　
保
小
中
一
体
と
な
っ
た
施
設
整
備
や
子
育

て
・
文
教
エ
リ
ア
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、地
域

の
皆
様
と
の
検
討
会
な
ど
に
よ
り
基
本
計
画

を
策
定
し
て
い
く
。

④
子
育
て
支
援

　
放
課
後
公
営
塾「
学
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
教

室
」の
対
象
を
小
学
生
か
ら
中
学
生
に
ま
で
広

げ
て
い
く
。

　三
、生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
に
つ
い
て

　
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、住
環
境
の
充
実
を
図

る
。

①
村
道
石
ノ
内
線
の
整
備

　
避
難
所
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
北
川
中
学

校
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
に
努
め
る
。

②
簡
易
水
道

　
久
府
付
地
区
の
権
現
山
に
貯
水
槽
を
新
設

す
る
た
め
測
量
設
計
を
行
っ
て
お
り
、来
年
度

か
ら
工
事
着
手
の
見
込
み
。今
後
も
、給
水
施

設
の
安
全
性
の
早
期
確
保
に
取
り
組
む
。

③「
共
同
社
員
住
宅
」の
宅
地
造
成
事
業

　
農
地
転
用
の
手
続
き
、設
計
内
容
の
調
整
を

行
っ
て
お
り
、令
和
３
年
度
の
造
成
工
事
着
手

を
目
指
す
。

④
阿
南
安
芸
自
動
車
道

　
野
根
安
倉
道
路
は
、測
量
・
調
査
が
進
ん
で

い
る
。北
川
道
路
は
、和
田
ト
ン
ネ
ル
の
う
ち
、

和
田
地
区
側
か
ら
の
掘
削
工
事
が
施
工
、柏
木

地
区
側
か
ら
の
掘
削
工
事
は
、夏
頃
に
着
工
見

込
み
で
、開
通
予
定
時
期
を
令
和
５
年
度
と
す

る
発
表
が
あ
っ
た
。

四
、村
民
の
安
全・安
心
の
確
保
に
つ
い
て

①
大
規
模
災
害
に
対
し
、行
政
に
よ
る「
公
助
」、

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る「
自
助
」、地
域
の
助

け
合
い
で
あ
る「
共
助
」の
取
組
強
化
や
、住
宅

の
耐
震
化
、自
主
防
災
組
織
の
支
援
な
ど
に
取

り
組
ん
だ
。

　
　「
公
助
」に
つ
い
て
は
、臨
機
応
変
な
災
害
対

応
体
制
の
整
備
の
た
め
、村
の
地
域
防
災
計
画

の
改
訂
作
業
を
進
め
、３
月
末
予
定
の
防
災
会

議
で
決
定
す
る
。

　
　「
共
助
」に
つ
い
て
は
、村
内
全
地
区
で
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
が
完
了
。今
後
は

地
域
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
、地
域
と
連
携

し
た
防
災
訓
練
に
加
え
、避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
基
軸
に
実
践
的
な
訓
練
の
実
施
、防
災

資
機
材
の
整
備
検
討
、意
識
啓
発
に
取
り
組
む
。

「
自
助
」に
つ
い
て
は
、住
宅
耐
震
化
や
家
具
転

倒
防
止
金
具
の
設
置
な
ど
の
啓
発
活
動
を
継

続
、ま
た
、老
朽
住
宅
の
除
却
を
進
め
、住
環
境

の
改
善
を
図
る
。

②
村
営
バ
ス

　
福
祉
的
バ
ス
を
含
め
、自
動
車
運
転
免
許
の

自
主
返
納
者
の
増
加
を
考
慮
し
運
行
の
充
実

に
努
め
る
。

五
、日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　
村
民
一
人
ひ
と
り
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

き
生
き
と
自
分
ら
し
く
生
活
を
送
り
、み
ん
な
が

交
わ
り
、支
え
合
い
が
出
来
る
村
の
実
現
を
目
指

す
。

①『
き
た
が
わ
　
ず
ー
っ
と
元
気
計
画
』

○
目
指
す
姿
　「
寝
こ
ま
ん
ず
く
、百
年
元
気
」

○
重
点
項
目

　
健
康
意
識
の
向
上

　
継
続
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、健
康
へ
の
関

心
が
高
ま
り
一
定
の
成
果
が
現
れ
て
い
る
一

方
、参
加
者
の
固
定
化
が
課
題
。地
域
活
動
や

村
事
業
へ
の
参
加
の
促
進
を
模
索
し
、令
和
３

年
度
に
は
地
域
で
の
話
し
合
い
を
始
め
、健
康

づ
く
り
に
関
す
る
地
域
固
有
の
課
題
の
把
握

に
も
努
め
、健
康
長
寿
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い

く
。

　
食
生
活
の
改
善

　
独
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
な
ど
の
低
栄
養

に
よ
る
リ
ス
ク
を
解
消
す
る
た
め
、配
食
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
を
図
っ
た
。ま
た
、子
育
て
中
の

家
庭
に
対
す
る
啓
発
活
動
を
強
化
す
る
た
め
、

令
和
３
年
度
は
、親
子
で「
食
」の
大
切
さ
を
学

ぶ
新
た
な
事
業
に
取
り
組
む
。

②
介
護
予
防
対
策

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
の
集
い

の
時
間
な
ど
を
活
用
し
、保
健
福
祉
推
進
員
に
よ

る
フ
レ
イ
ル
予
防
の
勉
強
会
を
実
施
。ま
た
、社

会
福
祉
協
議
会
で
は
介
護
認
定
時
に
ス
ム
ー
ズ

に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
へ
移
行
で
き
る
よ
う
、新

た
に
運
動
や
入
浴
支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
。今
後
と
も
社
会
福
祉
協
議
会
と
情
報
共
有
を

図
り
、健
康
づ
く
り
活
動
と
相
乗
効
果
を
発
揮
で

き
る
よ
う
、事
業
の
継
続
と
充
実
を
図
る
。

・・ 

行
政
報
告 

・・（
抜
粋
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

つ
い
て

　
昨
年
末
か
ら
、全
国
的
に
第
３
波
と
言
わ
れ
る

感
染
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、県
内
で
は
、年
明

け
以
降
、新
規
感
染
者
数
は
減
少
し
、比
較
的
落

ち
着
い
た
状
況
に
あ
る
。し
か
し
、変
異
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
増
加
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、油
断
で
き

な
い
状
況
に
あ
り
、村
に
お
い
て
も
引
き
続
き
、

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、中
芸
広
域
連
合

で
準
備
を
進
め
て
お
り
、連
合
と
連
携
を
図
り
、

ス
ム
ー
ズ
に
接
種
が
で
き
る
よ
う
対
応
を
講
じ

て
い
く
。

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　
村
内
で
今
年
度
発
生
し
た
村
道
竹
屋
敷
線
の

災
害
２
件
、林
道
竹
屋
敷
線
の
災
害
１
件
に
つ
い

て
は
、過
年
度
災
の
林
道
竹
屋
敷
線
災
害
復
旧
事

業
と
施
工
時
期
の
調
整
が
必
要
な
た
め
、令
和
３

年
度
に
発
注
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

■
南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
２
月
末
現
在
の
住
宅
の
耐
震
化
は
次
の
と
お

り
。

○
耐
震
診
断

　
５
件（
56
・
9
%
）1
9
9
件
/
3
5
0
件
）

○
改
修
工
事

　
３
件（
24
・
3
%
）85
件
/
3
5
0
件
）

　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、４
地

量
の
増
加
と
い
っ
た
具
体
的
な
成
果
に
繋
が
っ

て
い
る
。

　
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
、国
は
、高
額
な
医
療

費
が
か
か
る
不
妊
治
療
の
経
済
的
負
担
軽
減
を

図
り
、出
産
を
希
望
す
る
世
帯
の
支
援
を
行
う
こ

と
を
目
的
に「
不
妊
治
療
費
等
助
成
事
業
」を
創

設
し
、４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
と
し
て
い
る
。

　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
昨
年
４

月
に「
ゆ
ず
の
花
」内
に
設
置
し
、包
括
的
な
支
援

体
制
の
充
実
を
図
っ
た
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、適
宜
支
援
体
制
の

強
化
を
図
る
。

■
ゆ
ず
の
振
興
に
つ
い
て

　
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整
備
事
業
は
、宗
ノ

上
地
区
左
岸
側
が
施
工
中
で
、２
月
12
日
に
は
地

区
及
び
耕
作
予
定
者
を
対
象
に
、県
安
芸
農
業
振

興
セ
ン
タ
ー
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、地
区
か
ら

の
要
望
も
伺
い
、排
水
処
理
や
表
土
の
内
容
等
、

施
工
に
関
し
て
は
概
ね
了
承
い
た
だ
い
た
。今
後
、

早
期
に
耕
作
が
開
始
で
き
る
よ
う
、要
望
を
行
っ

て
い
く
。

　
ま
た
、昨
年
度
完
成
し
た
宗
ノ
上
地
区
右
岸
側
、

小
島
地
区
、二
タ
又
地
区
の
有
害
鳥
獣
侵
入
防
止

柵
は
、２
月
19
日
に
工
事
が
完
了
し
た
。久
江
ノ

上
地
区
と
宗
ノ
上
地
区
左
岸
側
は
、令
和
３
年
度

に
整
備
す
る
予
定
。

　
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
、現
在
５
名
の
起
業
家

農
業
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。１
年
間
の
研
修
が

終
了
し
た
研
修
生
に
よ
る
成
果
発
表
会
を
２
月

に
行
い
、１
年
間
の
研
修
成
果
と
と
も
に
、独
立

就
農
に
必
要
な
知
識
の
習
得
と
い
っ
た
課
題
が

見
え
て
き
た
。ま
た
、今
回
か
ら
起
業
家
農
業
者

の
育
成
手
順
書
に
基
づ
く
研
修
評
価
シ
ー
ト
の

活
用
を
始
め
、段
階
に
応
じ
た
起
業
家
農
業
者
の

育
成
に
結
び
つ
く
と
期
待
し
て
い
る
。

■
地
区
存
続
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　
ゆ
ず
園
地
調
査
の
結
果
を
地
区
で
共
有
す
る

た
め
、地
図
に
落
と
し
込
む
作
業
を
進
め
て
お
り
、

起
業
家
農
業
者
な
ど
、担
い
手
へ
の
集
積
に
繋
が

り
つ
つ
あ
る
。「
北
部
地
区
マ
ル
シ
ェ
」は
、北
川

村
活
性
化
協
議
会
と
連
携
し
協
議
を
行
い
、３
月

28
日
に
開
催
す
べ
く
準
備
が
整
い
つ
つ
あ
り
、こ

の
活
動
が
継
続
し
、地
区
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ

う
、支
援
し
て
い
く
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　
今
年
度
２
月
ま
で
の
11
ヵ
月
間
の
実
績
は
7
、

5
4
4
件
、5
7
、1
2
8
千
円（
前
年
同
期
4
、

0
0
4
件
、3
5
、6
1
1
千
円
）と
当
初
の
目
標

5
0
、0
0
0
千
円
超
え
を
達
成
。コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る「
巣
ご
も
り
需
要
」に
加
え
、委
託
先
で
あ
る

中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
に
よ
る
産
品
の
掘
り

起
こ
し
や
き
め
細
か
な
顧
客
対
応
が
要
因
と
考

え
て
い
る
。今
後
も
村
の
特
徴
を
活
か
し
た
返
礼

品
企
画
や
新
規
納
税
者
・
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
に

努
め
、来
年
度
は
目
標
額
を
6
0
、0
0
0
千
円

と
し
、納
税
額
の
更
な
る
増
加
を
図
る
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
の
令
和
２
年
度

の
入
園
者
数
は
、5
3
、3
9
0
人
。

（
前
年
度
7
2
、5
4
9
人
、26
・
4
%
減
）

夏
以
降
は
、国
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ス
タ
ッ
フ
の

営
業
努
力
も
あ
っ
て
回
復
し
た
が
、４
月
か
ら
５

月
に
か
け
て
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
が

大
き
く
影
響
し
、計
画
の
7
8
、0
0
0
人
を
大

幅
に
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
北
川
村
温
泉
の
令
和
２
年
度（
２
月
末
）の
利

用
者
数
は
、宿
泊
と
日
帰
り
入
浴
を
合
わ
せ
て

1
1
、9
5
5
人
。（
昨
年
同
期
1
7
、3
0
5
人

30
・
9
％
減
）

　
秋
に
は
回
復
傾
向
の
利
用
者
数
が
、冬
場
に
首

都
圏
や
関
西
圏
に
発
せ
ら
れ
た
緊
急
事
態
宣
言

に
よ
り
再
度
低
下
し
、年
間
を
通
じ
厳
し
い
状
況

と
な
っ
た
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て
、２
月
末
現
在
、

相
談
件
数
が
累
計
で
11
件
、宅
地
の
売
却
希
望
１

件
、空
き
家
の
賃
貸
希
望
４
件
の
登
録
、登
録
申

請
中
が
１
件
。登
録
物
件
の
内
２
件
を
空
き
家
改

修
事
業
を
活
用
し
て
整
備
を
行
っ
た
。

　
移
住
体
験
施
設
の
年
間
利
用
者
数
は
、２
月
末

現
在
で
延
べ
29
名
。起
業
家
農
業
者
を
目
指
し
て

の
研
修
や
、村
の
活
性
化
の
た
め
移
住
を
希
望
し

て
の
利
用
が
あ
り
、実
際
に
移
住
に
結
び
つ
い
て

い
る
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

○
保
小
中
一
体
化

　
子
ど
も
の
自
立
と
健
康
を
目
指
し
、栽
培
・
収

穫
・
調
理
を
一
体
的
に
学
ぶ
食
育
活
動
に
取
り
組

み
、郷
土
料
理
教
室
や
中
学
生
を
対
象
と
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
講
座
で
食
品
ロ
ス
削
減
の
活
動
な
ど

学
ん
だ
。今
後
、『
き
た
が
わ
　
ず
ー
っ
と
元
気
計

画
』と
連
動
さ
せ
、村
全
体
で
の
活
動
と
な
る
よ

う
、保
小
中
一
体
的
な
食
育
活
動
の
計
画
を
策
定

し
、取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

○
I
C
T
環
境
の
整
備

　
パ
ソ
コ
ン
や
電
子
黒
板
な
ど
の
整
備
を
終
え
、

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

資
料
の
作
成
、オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
や
リ
モ
ー
ト

授
業
を
行
う
な
ど
、活
用
の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
。

今
後
は
、授
業
で
の
活
用
の
ほ
か
、教
職
員
の
業

務
改
善
に
努
め
る
。

○
北
川
学
の
深
化

　
村
の
地
域
資
源
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
開
授
業

を
実
施
し
て
き
た
。子
ど
も
た
ち
自
ら
が
行
っ
た

内
容
を
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た
結
果
、小

学
５
年
生
の
作
品「
北
川
村
モ
ネ
の
庭
マ
ル
モ
ッ

タ
ン
に
来
て
み
い
や
」の
動
画
が
四
国
コ
ン
テ
ン

ツ
映
像
フ
ェ
ス
タ
小
中
学
生
の
部
門
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
、小
学
３
年
生
の
作
品「
か
か
し
す
ご

い
ぞ
新
聞
」が
高
知
県
学
校
新
聞
づ
く
り
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
銀
賞
を
受
賞
し
た
。

○
地
域
学
校
協
働
本
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

は
、12
月
よ
り
２
名
増
加
し
67
名
。保
育
所
及
び

学
校
の
愛
校
作
業
や
様
々
な
教
育
活
動
に
協
力

を
い
た
だ
い
た
。今
後
も
保
育
所
や
学
校
の
ニ
ー

ズ
と
地
域
人
材
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
な
が

ら
、地
域
と
共
に
あ
る
保
育
所
・
学
校
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

（
社
会
教
育
関
係
に
つ
い
て
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
感

染
対
策
を
講
じ
、成
人
式
を
挙
行
し
た
。ま
た
、第

39
回
東
部
美
術
展
、第
34
回
ふ
る
さ
と
名
勝
写
真

展
が
開
催
さ
れ
、絵
画
や
書
道
、写
真
な
ど
多
数

出
展
さ
れ
、創
作
活
動
の
素
晴
ら
し
さ
や
表
現
の

自
由
、美
の
追
求
と
い
っ
た
作
品
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
た
。

（
中
岡
慎
太
郎
関
係
に
つ
い
て
）

　
３
月
29
日
ま
で
企
画
展「
北
川
村
あ
の
日
あ
の

時
」を
開
催
。昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
村
の

風
景
や
行
事
な
ど
写
真
2
0
0
点
余
り
を
展
示

し
て
い
る
。

　
２
月
21
日
に
は「
錦
絵
・
瓦
版
か
ら
み
た
幕
末

の
政
治
ニ
ュ
ー
ス
」と
題
し
、中
岡
慎
太
郎
先
生

顕
彰
会
と
共
同
で
慎
太
郎
学
習
会
を
開
催
。次
回

３
月
21
日
に
は
、陸
援
隊
解
散
後
の
隊
士
た
ち
の

就
職
活
動
を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
予
定
。

　
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
と
共
同
で
進
め
て

い
る「
利
岡
家
文
書
目
録
」の
作
成
状
況
は
、対
象

と
な
る
古
文
書
が
1
、3
0
0
点
近
く
あ
り
、江

戸
時
代
の
農
村
支
配
や
幕
末
政
治
史
を
研
究
す

る
う
え
で
、貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
て
い
る
。現
在
は
今
年
８
月
完
成
を
目
指
し
、

古
文
書
を
内
容
別
に
分
類
し
、目
録
冊
子
の
作
成

を
進
め
て
い
る
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い

②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

③
火
葬
業
務
に
つ
い
て

④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　
本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、３
月
１
日
時
点
で
、

　
今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
に
つ
い
て

9
　
令
和
２
年
度
最
新
の
確
定
寄
付
額
と
最
終

見
込
み
額
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

○
最
新
の
確
定
寄
付
額（
令
和
３
年
２
月
現
在
）

　
５
７
、１
２
７
、５
０
０
円
。

○
今
年
度
の
最
終
見
込
み
額

　
５
９
、３
０
０
千
円
程
度

9
　
令
和
元
年
度
ま
で
の
使
途
別
寄
付
額
と
今

年
度
の
寄
付
額
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

（
額
は
、令
和
元
年
度
ま
で
・
令
和
２
年
度
の
順
）

○
ゆ
ず
を
中
心
と
す
る
一
次
産
業
の
振
興

　
４
１
、2
4
2
、0
0
0
円

　
2
1
、0
5
0
、0
0
0
円

○
自
然
環
境
の
保
全

　
1
5
、8
4
1
、0
0
0
円

　
8
、7
0
1
、5
0
0
円

○
教
育
・
文
化
の
振
興

　
7
、9
1
3
、0
0
0
円

　
4
、5
5
0
、0
0
0
円

○
福
祉
・
子
育
て
支
援

　
1
9
、2
9
1
、7
0
0
円

　
1
0
、5
5
8
、0
0
0
円

○
そ
の
他
村
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業

　
2
1
、4
2
6
、0
0
0
円

　
1
1
、9
8
6
、0
0
0
円

○
未
選
択

　
2
6
、8
2
6
、5
5
5
円

　
3
3
3
、0
0
0
円

9
　
使
途
別
活
用
実
績
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
の
意
向
を
尊
重
し
、出

来
る
だ
け
見
え
る
形
と
し
て
残
る
事
業
に
活
用

で
き
た
ら
と
で
考
え
て
い
る
。今
後
も
検
討
し
て

い
く
。

○
福
祉
車
両
購
入

　（
H
22
）1
、6
6
0
、0
0
0
円

○
デ
イ
車
両
購
入

　（
H
29
）4
、0
0
0
、0
0
0
円

○
保
健
福
祉
推
進
車
両
購
入

　（
H
29
）1
、1
9
3
、0
0
0
円

○
ゆ
ず
の
花
備
品
整
備

　（
R
1
）8
、5
0
0
、0
0
0
円

9
　
活
用
実
績
の
広
報
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に

あ
る
の
か
問
う
。

 

答

　村
長

　
来
年
度
以
降
、広
報
の
専
門
者
を
設
置
し
、集
中

管
理
で
き
る
体
制
へ
移
行
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。ま
た
、活
用
実
績
に
つ
い
て
も
、早
急
に

公
表
で
き
る
体
制
を
整
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
状
況
に
つ
い
て

9
　
令
和
２
年
度
の
委
託
業
務
、令
和
３
年
度
の

取
り
組
み
、木
材
需
要
調
査
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　産
業
課
長

　
令
和
２
年
度
予
算
額
1
3
、0
0
0
千
円
、実

績
1
、0
7
5
、6
1
8
円
。

 

答

　村
長

　
村
内
の
木
材
利
用
調
査
に
つ
い
て
は
、８
月
と

12
月
の
２
回
、チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
に
よ
り
周
知

を
行
っ
た
結
果
、令
和
２
年
度
に
は
新
築
倉
庫
１

件
の
需
要
が
あ
っ
た
。

　
一
方
、取
り
組
み
の
結
果
、設
計
か
ら
納
品
ま

で
約
５
ヶ
月
か
か
っ
た
。こ
の
期
間
を
短
縮
で
き

る
の
か
、必
要
な
時
期
か
ら
逆
算
し
て
オ
ー
ダ
ー

が
受
け
ら
れ
る
の
か
、ス
ト
ッ
ク
で
き
る
場
所
の

確
保
な
ど
見
え
て
き
た
課
題
は
、速
や
か
に
解
決

し
て
い
き
た
い
。

9
　
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
、具
体
事
業
の

実
施
時
期
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
と
し
て
は
、市
町
村

へ
委
託
さ
れ
た
森
林
路
網
整
備
や
間
伐
な
ど
の

森
林
整
備
、林
業
就
業
者
の
育
成
な
ど
の
人
材
育

成
、担
い
手
な
ど
の
確
保
、そ
し
て
学
校
福
祉
施

設
等
の
公
共
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
、森
林
環
境

教
育
な
ど
の
木
材
利
用
の
促
進
普
及
啓
発
な
ど

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
い
か
に
需
要
喚
起
を
行
い
森
林
資
源
を
活
用

し
て
い
く
か
を
、大
事
な
こ
と
と
捉
え
、今
後
、今

の
需
要
調
査
と
と
も
に
学
校
校
舎
を
は
じ
め
公

共
施
設
、こ
れ
に
つ
い
て
木
造
建
築
を
対
応
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
の
で
、そ
こ

に
重
点
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　
座
談
会
に
つ
い
て

9
　
地
域
住
民
か
ら
の
要
望
等
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
問
う
。

第
４
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

第
４
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

第
４
回
中
芸
広
域
連
合
議
会
定

例
会（
副
議
長
・
常
任
委
員
長
）

（
安
田
町
／
中
芸
広
域
体
育
館
）

「
四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
」

に
お
け
る
決
議
事
項
の
高
知
県

へ
の
要
望
活
動（
高
知
市
／
高
知

県
庁
）

北
川
村
成
人
式（
北
川
村
）

農
村
イ
ン
ポ
ッ
シ
ブ
ル
in
北
川

村（
北
川
村
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
北
川
村
庁
舎
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会（
北
川
村
庁
舎
）

中
芸
広
域
連
合
議
会
議
員
勉
強

会（
田
野
町
／
中
芸
消
防
本
部
）

第
38
回
こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域

連
合
議
会
定
例
会
事
前
説
明（
高

知
市
／
高
知
県
自
治
会
館
）

高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
第
34
回
定
例
会
事
前

説
明（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会

館
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
理
事

会（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会

館
）

「
高
知
県
町
村
長
・
町
村
議
会
議

長
大
会
」運
営
協
議（
高
知
市
／

高
知
県
自
治
会
館
）　

第
44
回
高
知
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
議
会
定
例
会

（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会
館
）

説
明
会（
北
川
村
庁
舎
）

全
員
協
議
会（
北
川
村
庁
舎
）

奈
半
利
駐
在
所
連
絡
協
議
会

（
奈
半
利
町
／
奈
半
利
駐
在
所
）

第
38
回
こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域

連
合
議
会
定
例
会（
高
知
市
／
高

知
県
自
治
会
館
）

高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
第
34
回
定
例
会（
高
知

市
／
高
知
県
自
治
会
館
）

Ｅ
55
高
知
東
部
自
動
車
道
　
高

知
南
国
道
路
全
線
開
通
式（
南
国

市
／
セ
リ
ー
ズ
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
72
回
定

期
総
会

（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会
館
）

高
知
県
町
村
長
・
町
村
議
会
議
長

大
会（
高
知
市
／
ザ
　
ク
ラ
ウ
ン

パ
レ
ス
新
阪
急
）

中
土
佐
町
合
併
15
周
年
及
び
新

庁
舎
等
落
成
式
典
　（
中
土
佐
町

／
中
土
佐
町
立
久
礼
中
学
校
）

議
会
運
営
委
員
会（
北
川
村
庁

舎
）

高
知
県
市
町
村
振
興
協
会
第
５

回
理
事
会（
高
知
市
／
高
知
県
自

治
会
館
）

12
月
10
日（
木
）

12
月
11
日（
金
）

12
月
18
日（
金
）

12
月
22
日（
火
）

１
月
３
日（
日
）

１
月
30
日（
土
）

２
月
９
日（
火
）

２
月
17
日（
水
）

２
月
18
日（
木
）

２
月
19
日（
金
）

２
月
22
日（
月
）

２
月
25
日（
木
）

２
月
26
日（
金
）

２
月
27
日（
土
）

　２
月
28
日（
日
）

３
月
２
日（
火
）

３
月
３
日（
水
）

令
和
2
年

12
月
議
会
以
降
の
議
長
会
務
報
告

○
保
小
中
の
一
体
的
な
取
り
組
み
、深
化
に
つ
い

て
今
年
度
か
ら
小
中
学
校
一
貫
校
制
度
を
導
入

し
、複
式
学
級
の
解
消
、小
中
学
校
間
で
の
相
互

の
乗
り
入
れ
授
業
、合
同
で
の
研
修
、行
事
等
の

調
整
を
行
っ
て
き
た
。

　
教
育
内
容
面
で
は
、民
間
企
業
と
の
連
携
に
よ

る
リ
モ
ー
ト
授
業
の
実
施
や
、食
育
活
動
、食
育

教
育
な
ど
に
取
り
組
み
、今
後
は
就
学
前
か
ら
の

外
国
語
活
動
や
食
育
活
動
に
北
川
学
を
加
え
、北

川
村
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
取
り
組
み
と
な
る

よ
う
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
施
設
整
備
の
面
で
は
、単
な
る
校
舎
の
建
築
で

は
な
く
、地
域
が
利
用
で
き
る
公
園
や
図
書
館
な

ど
を
含
め
た
一
体
的
な
エ
リ
ア
と
し
て
の
あ
り

方
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
き
た
。次
年
度
は
、地

域
の
皆
様
や
子
ど
も
達
と
も
協
議
を
深
め
、保
小

中
一
体
と
な
っ
た
施
設
整
備
や
、周
辺
を
含
め
エ

リ
ア
的
な
検
討
を
し
て
基
本
計
画
と
し
て
ま
と

め
た
い
。

○
北
川
学
に
つ
い
て

　
昨
年
度
よ
り
２
年
間
、地
域
資
源
を
テ
ー
マ
と

し
た
研
究
や
公
開
授
業
を
実
施
を
し
て
き
た
。子

ど
も
達
の
学
び
の
成
果
が
、学
力
の
向
上
や
コ
ン

テ
ス
ト
の
受
賞
と
い
う
形
で
も
表
れ
て
お
り
、モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
。次
年
度
以
降
も
こ
れ
ま

で
の
実
践
を
深
め
、子
ど
も
達
の
探
究
心
の
向
上

と
地
域
に
愛
着
を
持
ち
、地
域
に
貢
献
で
き
る
子

ど
も
を
育
ん
で
い
き
た
い
。

○
地
域
ぐ
る
み
教
育
に
つ
い
て

　
本
年
度
よ
り
運
営
方
針
な
ど
を
保
護
者
や
地

域
の
代
表
と
共
有
し
、改
善
を
図
る
場
と
し
て
の

「
保
小
中
学
校
運
営
協
議
会
」と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
で
あ
る「
地
域
学
校
協
働
本
部
」、の
両
輪
で

取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。運
営
協
議
会
で
は

運
営
方
針
や
取
り
組
み
の
報
告
だ
け
で
無
く
、子

育
て
文
教
エ
リ
ア
、子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
係

る
内
容
の
検
討
を
、地
域
学
校
協
働
本
部
で
は
保

育
所
や
学
校
の
環
境
整
備
に
参
加
い
た
だ
く
な

ど
、地
域
ぐ
る
み
で
保
育
所
学
校
を
支
え
る
機
運

が
徐
々
に
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、次
年
度
は
運
営

協
議
会
委
員
を
中
心
に
、子
育
て
文
教
エ
リ
ア
の

基
本
計
画
策
定
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
拡
充

を
図
り
、地
域
と
と
も
に
あ
る
保
育
所
、学
校
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

○
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

　
本
年
度
か
ら
高
校
生
へ
の
通
学
費
助
成
の
開

始
や
18
歳
ま
で
の
医
療
費
助
成
の
拡
大
、放
課
後

子
ど
も
教
室
の
受
け
入
れ
時
間
の
拡
大
な
ど
施

策
の
充
実
を
図
っ
た
。次
年
度
は
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、中
学
校
ま
で
公
設

塾
の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
検
討
し
子
育
て
環
境

の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、電
子
黒
板
や
パ
ソ
コ

ン
の
機
器
整
備
を
終
え
、３
学
期
か
ら
は
こ
れ
ら

の
I
C
T
機
器
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。活
用
事
例
と
し
て
、電
子
黒
板
を
活
用

し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
モ
ー
ト
授
業
、

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
た
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
の
授

業
を
実
施
し
た
り
ズ
ー
ム
な
ど
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
機
能
に
よ
り
教
職
員
の
研
修
や
打
ち
合
わ
せ
、

音
楽
や
体
育
集
会
な
ど
の
集
会
活
動
を
リ
モ
ー

ト
で
実
施
す
る
な
ど
、様
々
な
機
会
や
用
途
に
応

じ
て
活
用
を
広
げ
て
い
る
。

　
I
C
T
の
整
備
は
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び

の
提
供
、主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
育
成
す
る
た
め

の
学
習
ツ
ー
ル
で
あ
り
、I
C
T
機
器
を
活
用
す

る
こ
と
で
学
習
意
欲
が
高
ま
る
こ
と
は
否
定
は

し
な
い
が
、無
け
れ
ば
学
習
が
で
き
な
い
授
業
で

は
い
け
な
い
の
で
、ど
の
様
な
情
報
活
用
能
力
が

必
要
な
の
か
を
考
え
、学
習
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し

て
使
え
る
よ
う
な
授
業
づ
く
り
に
努
め
る
。

　
今
後
も
授
業
、教
育
活
動
へ
の
活
用
と
と
も
に

教
職
員
の
業
務
改
善
に
も
繋
が
る
よ
う
務
め
た
い
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

令
和
２
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ

い
て(

承
認
第
１
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
1
、9
3
0
千
円
増
額

し
、予
算
総
額
を
2
、6
7
2
、4
7
4
千
円
と
定

め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
承
認
）

字
区
域
の
変
更
に
つ
い
て(

議
案
第
１
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

い
の
た
に
橋
橋
梁
補
修
修
繕
工
事
請
負
契

約
の
一
部
を
変
更
す
る
契
約
の
締
結
に
つ

い
て(

議
案
第
２
号)

　　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て(

議
案
第
３
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
４
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
５
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
６
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
飲
料
水
供
給
施
設
給
水
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第

７
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）に
つ
い
て(

議
案
第
８
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
9
5
、8
4
8
千
円
減

額
し
、予
算
総
額
を
2
、5
7
6
、6
2
6
千
円

と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
　
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て(

議
案
第

９
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
増
減
な
し
と
し
、予
算

総
額
を
2
5
、0
8
7
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て(

議

案
第
10
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3
4
、4
8
2
千
円
減

額
し
、予
算
総
額
を
2
0
5
、6
5
8
千
円
と
定

め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て(

議
案
第

11
号
）

　
翌
年
度
に
繰
り
越
し
で
き
る
経
費
を
定
め
る

も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

(

議
案
第
12
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
7
5
8
千
円
減
額
し
、予

算
総
額
を
3
0
、9
3
6
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て(

議
案
第
13
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
2
、2
8
2
、2
4
5

千
円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
14
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
3
4
、8
0
6
千

円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
15
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
2
3
6
、0
6
8
千

円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
16
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
1
7
4
、1
8
5

千
円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
17
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
3
1
、0
1
3
千

円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て(

議
案
第
18
号)

　
北
川
村
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
同
意
）

・・ 

意
見
書 

・・

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
を
求
め
る

意
見
書
に
つ
い
て

　
全
員
賛
成（
可
決
）

提
出
先
：
衆
議
院
議
長

　
　
　  

参
議
院
議
長

　
　
　  

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　  

総
務
大
臣

　
　
　  

法
務
大
臣

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◇
２
月
９
日（
火
）

□
議
題

　
①
令
和
２
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算

執
行
状
況
に
つ
い
て

　
②
令
和
２
年
度
へ
の
繰
越
事
業
執
行
状
況
に

つ
い
て

　
③
有
害
鳥
獣
緊
急
捕
獲
支
援
の
経
過
説
明

　
　
各
課
よ
り
、予
算
執
行
状
況
及
び
各
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
質
疑
を

行
っ
た
。ま
た
、本
年
度
の
有
害
鳥
獣
緊
急
捕

獲
支
援
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

◇
４
月
28
日（
水
）

□
議
題

　
①
機
構
関
連
事
業
　
二
タ
又
・
宗
ノ
上
圃
場

整
備
地
現
地
調
査

　
　
圃
場
整
備
の
現
状
及
び
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、現
地
の
調
査
を
行
っ
た
。

　
令
和
３
年
第
１
回
臨
時
会
は
、５
月
７
日
に
開

会
し
、村
税
条
例
の
一
部
改
正
ほ
か
報
告
２
件
、

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
改
正

の
議
案
審
議
、併
せ
て
北
川
村
議
会
総
務
産
業
建

設
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
両
委
員

長
の
選
出
を
行
い
閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

物
損
事
故
に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
額

の
決
定
の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ
い

て(

承
認
第
１
号)

全
員
賛
成（
承
認
）

村
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処

分
の
報
告
承
認
に
つ
い
て（
承
認
第
２
号
）

全
員
賛
成（
承
認
）

北
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
議
案
第
１
号
）

　
全
員
賛
成（
可
決
）

◇
北
川
村
議
会
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　

◇
北
川
村
議
会
運
営
委
員
会
　
委
員
長

小笠原　学氏

 

答

　村
長

　
今
年
度
の
座
談
会
は「
村
の
将
来
を
語
ら
う
座

談
会
」と
し
て
、村
内
14
箇
所
で
開
催
し
、戦
略
の

内
容
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、地
区
の
現
状

に
対
す
る
要
望
な
ど
も
あ
り
、貴
重
な
ご
意
見
を

伺
う
こ
と
が
で
き
た
。意
見
や
要
望
に
つ
い
て
は
、

日
を
改
め
て
現
地
確
認
や
詳
細
の
聞
き
取
り
を

行
い
、案
件
毎
に
、対
応
方
法
や
必
要
な
期
間
は

異
な
る
が
対
処
し
て
い
る
。

9
　
内
容
取
り
ま
と
め
後
、村
民
に
回
覧
等
考
え

て
い
る
か
、ま
た
、今
後
の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
対
応
済
み
、継
続
中
、断
念
な
ど
の
内
部
整
理

を
行
い
、地
区
代
表
者
な
ど
関
係
者
に
対
し
、該

当
案
件
に
つ
い
て
、必
要
に
応
じ
説
明
を
行
っ
て

い
る
。ま
た
、次
の
座
談
会
時
に
な
る
こ
と
も
あ

る
が
、機
会
を
捉
え
て
情
報
提
供
し
て
い
き
た
い
。

　
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

9
　
令
和
２
年
度
の
展
開
、今
後
の
検
討
事
項
、

令
和
３
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　教
育
長

令
和
3
年第

１
回
臨
時
会

濵渦　康雄議員平岡　章秀議員

企業からマスクを寄贈

　4月28日、昨年度から北川村と「食育推進に向けた連携協定」を締結し
ている株式会社クラダシ様から 20 枚入りマスク 1000 箱を寄贈していただ
きました。いただいたマスクは新型コロナウイルス感染対策の一助となるよ
う、様々な場面において地域住民の皆様への配布を開始しております。
　クラダシ様は「もったいないを価値へ」をスローガンに社会貢献型ショッピ
ングサイトKURADASHI（https://www.kuradashi.jp/）の運営を通じ
て食品ロス削減に取組まれており、今年度も子どもたちへの食育をはじめと
する様々な活動を村と協働で行っていただく予定となっております。



12
き
　  た
　  が
わ

13
き

た   
が   
わ

区（
崎
山
、柏
木
、久
江
ノ
上
、野
川
）で
策
定
が
完

了
。今
後
、各
自
主
防
災
組
織
と
協
議
し
な
が
ら
、

資
機
材
の
整
備
を
進
め
る
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　
特
定
健
診
の
受
診
率（
12
月
調
査
分
）は
、38
・

8
％（
前
年
度
同
時
期
41
・
4
％
）。

　
未
受
診
の
方
へ
は
、ハ
ガ
キ
に
よ
る
受
診
勧
奨
、

確
定
申
告
会
場
で
の
啓
発
活
動
や「
き
た
が
わ
ヘ

ル
ス
ガ
イ
ド
」を
活
用
し
た
勧
奨
活
動
に
努
め
て

い
る
。

　
糖
尿
病
の
重
症
化
を
防
ぐ
取
り
組
み
と
し
て
、

戸
別
訪
問
を
定
期
的
に
実
施
し
、意
識
の
改
善
な

ど
、少
し
ず
つ
効
果
が
表
れ
て
い
る
。

　
運
動
教
室
は
、年
間
18
回
の
実
施
予
定
で
、現

在
15
回
実
施
し
延
べ
1
5
4
名
の
参
加
。健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
は
、２
月
末
現
在
2
4
0
件
の

申
請
が
あ
っ
た
。

　
小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」は
、地
域
の

皆
様
が
交
流
す
る
場
だ
け
で
な
く
、障
が
い
者
や

子
育
て
中
の
保
護
者
の
居
場
所
づ
く
り
、見
守
り

の
場
づ
く
り
な
ど
、多
目
的
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、

村
の
福
祉
行
政
に
と
っ
て
重
要
な
施
設
と
な
っ

て
い
る
。

　
１
月
末
日
現
在
の
利
用
者
数
は
3
、3
3
6
名
。

前
年
度
同
時
期
か
ら
1
、6
2
6
人
増
加
し
、未

入
園
の
乳
児
を
対
象
に
運
動
遊
び
を
実
施
す
る

な
ど
の
新
た
な
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
が
表
れ

て
い
る
。

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、新
た

に
２
地
区
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
ほ
か
、配
食

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
や「
ゆ
ず
の
花
」の
利
用
促
進

効
果
も
あ
り
、ひ
き
こ
も
り
の
解
消
や
食
事
摂
取

　
令
和
３
年
３
月
定
例
議
会
は
、３
月
９
日
に
開

会
し
、承
認
１
件
、条
例
改
正
、一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
補
正
予
算
、一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
当

初
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
12
日
に
は
、副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
の
議
案

の
審
議
及
び
３
氏
が
４
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

施
政
方
針 

・・（
抜
粋
）

■
村
政
運
営
に
つ
い
て

　「
1
、0
0
0
人
の
家
族
が
育
む
ゆ
ず
王
国
北

川
村
」の
実
現
を
目
指
し
、「
村
に
住
ん
で
、働
い

て
、生
活
で
き
る
収
入
を
得
ら
れ
る
産
業
の
構

築
」と「
北
川
村
に
住
み
た
い
、住
み
続
け
た
い
と

思
え
る
生
活
環
境
の
整
備
」に
取
り
組
む
と
と
も

に
引
き
続
き
、５
つ
の
基
本
政
策

　
一
、生
活
で
き
る
産
業
の
構
築

　
二
、子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実

　
三
、生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用

　
四
、村
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

　
五
、日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
　

を
推
進
す
る
。

■
令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

　
歳
入
面
で
は
、人
口
の
減
少
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
村
税
収
入
の
伸

び
が
見
込
め
な
い
中
、地
方
交
付
税
の
増
額
や
地

方
交
付
税
措
置
率
の
高
い
地
方
債
を
は
じ
め
、有

利
な
財
源
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
で
、一
般
財

源
の
負
担
軽
減
を
図
っ
た
。

　
歳
出
面
で
は
、産
業
の
構
築
や
教
育
・
子
育
て

環
境
の
整
備
な
ど
、主
要
施
策
を
軌
道
に
乗
せ
る

た
め
の
費
用
等
を
盛
り
込
む
と
と
も
に
、事
務
費

に
つ
い
て
は
計
上
を
厳
し
く
見
直
す
な
ど
、メ
リ

ハ
リ
を
つ
け
た
予
算
編
成
に
努
め
た
。

　
今
後
、地
方
債
の
新
規
発
行
や
基
金
の
取
り
崩

し
に
よ
り
、財
源
を
確
保
す
る
一
方
、業
務
改
善

や
事
務
事
業
の
効
率
化
を
進
め
、財
政
の
健
全
化

に
注
力
し
、適
正
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

■
基
本
政
策
に
つ
い
て

一
、生
活
で
き
る
産
業
の
構
築
に
つ
い
て

　「
1
0
0
人
の
起
業
家
農
業
者
を
育
成
す
る
」

を
目
標
に
、「
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
」「
地
区
存

続
プ
ラ
ン
」を
仕
上
げ
て
い
く
。

①「
産
業
構
築
行
動
プ
ラ
ン
」

　
新
規
就
農
者
・
規
模
拡
大
農
家
に
栽
培
技
術

習
得
の
た
め
の
支
援
策
の
確
立
や
圃
場
整
備

計
画
の
策
定
、起
業
家
農
業
者
に
対
す
る
園
地

の
配
分
方
法
、栽
培
方
法
と
販
路
の
確
立
な
ど

を
盛
り
込
ん
で
い
く
。

②「
地
区
存
続
プ
ラ
ン
」

　
村
内
各
集
落
で
農
地
を
次
世
代
に
継
承
で
き

る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
り
、今
年
度
は
北
部
地

区
で
の
検
討
を
支
援
し
、実
行
性
・
実
現
性
の
高

い
内
容
と
し
、今
後
、村
全
体
に
展
開
す
る
。

二
、子
育
て
支
援・教
育
の
充
実
に
つ
い
て

昨
年
度「
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
。

①
保
小
中
一
体
化

　
北
川
村
な
ら
で
は
の
教
育
活
動
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、保
小
中
一
体
と
な
っ
た
施
設
整

備
や
子
育
て
・
文
教
エ
リ
ア
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
く
。

②
北
川
学
の
深
化

　
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
、民
間
企
業
と

連
携
し
、就
学
前
の
子
ど
も
達
を
対
象
に
オ
ン

ラ
イ
ン
英
会
話
教
室
の
開
催
や
、保
護
者
も
含

め
た
食
育
活
動
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

③
地
域
ぐ
る
み
教
育

　
保
小
中
一
体
と
な
っ
た
施
設
整
備
や
子
育

て
・
文
教
エ
リ
ア
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、地
域

の
皆
様
と
の
検
討
会
な
ど
に
よ
り
基
本
計
画

を
策
定
し
て
い
く
。

④
子
育
て
支
援

　
放
課
後
公
営
塾「
学
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
教

室
」の
対
象
を
小
学
生
か
ら
中
学
生
に
ま
で
広

げ
て
い
く
。

　三
、生
活
基
盤
の
充
実
と
有
効
活
用
に
つ
い
て

　
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、住
環
境
の
充
実
を
図

る
。

①
村
道
石
ノ
内
線
の
整
備

　
避
難
所
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
北
川
中
学

校
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
に
努
め
る
。

②
簡
易
水
道

　
久
府
付
地
区
の
権
現
山
に
貯
水
槽
を
新
設

す
る
た
め
測
量
設
計
を
行
っ
て
お
り
、来
年
度

か
ら
工
事
着
手
の
見
込
み
。今
後
も
、給
水
施

設
の
安
全
性
の
早
期
確
保
に
取
り
組
む
。

③「
共
同
社
員
住
宅
」の
宅
地
造
成
事
業

　
農
地
転
用
の
手
続
き
、設
計
内
容
の
調
整
を

行
っ
て
お
り
、令
和
３
年
度
の
造
成
工
事
着
手

を
目
指
す
。

④
阿
南
安
芸
自
動
車
道

　
野
根
安
倉
道
路
は
、測
量
・
調
査
が
進
ん
で

い
る
。北
川
道
路
は
、和
田
ト
ン
ネ
ル
の
う
ち
、

和
田
地
区
側
か
ら
の
掘
削
工
事
が
施
工
、柏
木

地
区
側
か
ら
の
掘
削
工
事
は
、夏
頃
に
着
工
見

込
み
で
、開
通
予
定
時
期
を
令
和
５
年
度
と
す

る
発
表
が
あ
っ
た
。

四
、村
民
の
安
全・安
心
の
確
保
に
つ
い
て

①
大
規
模
災
害
に
対
し
、行
政
に
よ
る「
公
助
」、

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る「
自
助
」、地
域
の
助

け
合
い
で
あ
る「
共
助
」の
取
組
強
化
や
、住
宅

の
耐
震
化
、自
主
防
災
組
織
の
支
援
な
ど
に
取

り
組
ん
だ
。

　
　「
公
助
」に
つ
い
て
は
、臨
機
応
変
な
災
害
対

応
体
制
の
整
備
の
た
め
、村
の
地
域
防
災
計
画

の
改
訂
作
業
を
進
め
、３
月
末
予
定
の
防
災
会

議
で
決
定
す
る
。

　
　「
共
助
」に
つ
い
て
は
、村
内
全
地
区
で
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
が
完
了
。今
後
は

地
域
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
、地
域
と
連
携

し
た
防
災
訓
練
に
加
え
、避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
基
軸
に
実
践
的
な
訓
練
の
実
施
、防
災

資
機
材
の
整
備
検
討
、意
識
啓
発
に
取
り
組
む
。

「
自
助
」に
つ
い
て
は
、住
宅
耐
震
化
や
家
具
転

倒
防
止
金
具
の
設
置
な
ど
の
啓
発
活
動
を
継

続
、ま
た
、老
朽
住
宅
の
除
却
を
進
め
、住
環
境

の
改
善
を
図
る
。

②
村
営
バ
ス

　
福
祉
的
バ
ス
を
含
め
、自
動
車
運
転
免
許
の

自
主
返
納
者
の
増
加
を
考
慮
し
運
行
の
充
実

に
努
め
る
。

五
、日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り
に
つ
い
て

　
村
民
一
人
ひ
と
り
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

き
生
き
と
自
分
ら
し
く
生
活
を
送
り
、み
ん
な
が

交
わ
り
、支
え
合
い
が
出
来
る
村
の
実
現
を
目
指

す
。

①『
き
た
が
わ
　
ず
ー
っ
と
元
気
計
画
』

○
目
指
す
姿
　「
寝
こ
ま
ん
ず
く
、百
年
元
気
」

○
重
点
項
目

　
健
康
意
識
の
向
上

　
継
続
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、健
康
へ
の
関

心
が
高
ま
り
一
定
の
成
果
が
現
れ
て
い
る
一

方
、参
加
者
の
固
定
化
が
課
題
。地
域
活
動
や

村
事
業
へ
の
参
加
の
促
進
を
模
索
し
、令
和
３

年
度
に
は
地
域
で
の
話
し
合
い
を
始
め
、健
康

づ
く
り
に
関
す
る
地
域
固
有
の
課
題
の
把
握

に
も
努
め
、健
康
長
寿
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い

く
。

　
食
生
活
の
改
善

　
独
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
な
ど
の
低
栄
養

に
よ
る
リ
ス
ク
を
解
消
す
る
た
め
、配
食
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
を
図
っ
た
。ま
た
、子
育
て
中
の

家
庭
に
対
す
る
啓
発
活
動
を
強
化
す
る
た
め
、

令
和
３
年
度
は
、親
子
で「
食
」の
大
切
さ
を
学

ぶ
新
た
な
事
業
に
取
り
組
む
。

②
介
護
予
防
対
策

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
の
集
い

の
時
間
な
ど
を
活
用
し
、保
健
福
祉
推
進
員
に
よ

る
フ
レ
イ
ル
予
防
の
勉
強
会
を
実
施
。ま
た
、社

会
福
祉
協
議
会
で
は
介
護
認
定
時
に
ス
ム
ー
ズ

に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
へ
移
行
で
き
る
よ
う
、新

た
に
運
動
や
入
浴
支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
。今
後
と
も
社
会
福
祉
協
議
会
と
情
報
共
有
を

図
り
、健
康
づ
く
り
活
動
と
相
乗
効
果
を
発
揮
で

き
る
よ
う
、事
業
の
継
続
と
充
実
を
図
る
。

・・ 

行
政
報
告 

・・（
抜
粋
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

つ
い
て

　
昨
年
末
か
ら
、全
国
的
に
第
３
波
と
言
わ
れ
る

感
染
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、県
内
で
は
、年
明

け
以
降
、新
規
感
染
者
数
は
減
少
し
、比
較
的
落

ち
着
い
た
状
況
に
あ
る
。し
か
し
、変
異
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
増
加
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、油
断
で
き

な
い
状
況
に
あ
り
、村
に
お
い
て
も
引
き
続
き
、

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、中
芸
広
域
連
合

で
準
備
を
進
め
て
お
り
、連
合
と
連
携
を
図
り
、

ス
ム
ー
ズ
に
接
種
が
で
き
る
よ
う
対
応
を
講
じ

て
い
く
。

■
災
害
復
旧
に
つ
い
て

　
村
内
で
今
年
度
発
生
し
た
村
道
竹
屋
敷
線
の

災
害
２
件
、林
道
竹
屋
敷
線
の
災
害
１
件
に
つ
い

て
は
、過
年
度
災
の
林
道
竹
屋
敷
線
災
害
復
旧
事

業
と
施
工
時
期
の
調
整
が
必
要
な
た
め
、令
和
３

年
度
に
発
注
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

■
南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
２
月
末
現
在
の
住
宅
の
耐
震
化
は
次
の
と
お

り
。

○
耐
震
診
断

　
５
件（
56
・
9
%
）1
9
9
件
/
3
5
0
件
）

○
改
修
工
事

　
３
件（
24
・
3
%
）85
件
/
3
5
0
件
）

　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、４
地

量
の
増
加
と
い
っ
た
具
体
的
な
成
果
に
繋
が
っ

て
い
る
。

　
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
、国
は
、高
額
な
医
療

費
が
か
か
る
不
妊
治
療
の
経
済
的
負
担
軽
減
を

図
り
、出
産
を
希
望
す
る
世
帯
の
支
援
を
行
う
こ

と
を
目
的
に「
不
妊
治
療
費
等
助
成
事
業
」を
創

設
し
、４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
と
し
て
い
る
。

　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
昨
年
４

月
に「
ゆ
ず
の
花
」内
に
設
置
し
、包
括
的
な
支
援

体
制
の
充
実
を
図
っ
た
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、適
宜
支
援
体
制
の

強
化
を
図
る
。

■
ゆ
ず
の
振
興
に
つ
い
て

　
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整
備
事
業
は
、宗
ノ

上
地
区
左
岸
側
が
施
工
中
で
、２
月
12
日
に
は
地

区
及
び
耕
作
予
定
者
を
対
象
に
、県
安
芸
農
業
振

興
セ
ン
タ
ー
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、地
区
か
ら

の
要
望
も
伺
い
、排
水
処
理
や
表
土
の
内
容
等
、

施
工
に
関
し
て
は
概
ね
了
承
い
た
だ
い
た
。今
後
、

早
期
に
耕
作
が
開
始
で
き
る
よ
う
、要
望
を
行
っ

て
い
く
。

　
ま
た
、昨
年
度
完
成
し
た
宗
ノ
上
地
区
右
岸
側
、

小
島
地
区
、二
タ
又
地
区
の
有
害
鳥
獣
侵
入
防
止

柵
は
、２
月
19
日
に
工
事
が
完
了
し
た
。久
江
ノ

上
地
区
と
宗
ノ
上
地
区
左
岸
側
は
、令
和
３
年
度

に
整
備
す
る
予
定
。

　
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
、現
在
５
名
の
起
業
家

農
業
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。１
年
間
の
研
修
が

終
了
し
た
研
修
生
に
よ
る
成
果
発
表
会
を
２
月

に
行
い
、１
年
間
の
研
修
成
果
と
と
も
に
、独
立

就
農
に
必
要
な
知
識
の
習
得
と
い
っ
た
課
題
が

見
え
て
き
た
。ま
た
、今
回
か
ら
起
業
家
農
業
者

の
育
成
手
順
書
に
基
づ
く
研
修
評
価
シ
ー
ト
の

活
用
を
始
め
、段
階
に
応
じ
た
起
業
家
農
業
者
の

育
成
に
結
び
つ
く
と
期
待
し
て
い
る
。

■
地
区
存
続
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　
ゆ
ず
園
地
調
査
の
結
果
を
地
区
で
共
有
す
る

た
め
、地
図
に
落
と
し
込
む
作
業
を
進
め
て
お
り
、

起
業
家
農
業
者
な
ど
、担
い
手
へ
の
集
積
に
繋
が

り
つ
つ
あ
る
。「
北
部
地
区
マ
ル
シ
ェ
」は
、北
川

村
活
性
化
協
議
会
と
連
携
し
協
議
を
行
い
、３
月

28
日
に
開
催
す
べ
く
準
備
が
整
い
つ
つ
あ
り
、こ

の
活
動
が
継
続
し
、地
区
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ

う
、支
援
し
て
い
く
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　
今
年
度
２
月
ま
で
の
11
ヵ
月
間
の
実
績
は
7
、

5
4
4
件
、5
7
、1
2
8
千
円（
前
年
同
期
4
、

0
0
4
件
、3
5
、6
1
1
千
円
）と
当
初
の
目
標

5
0
、0
0
0
千
円
超
え
を
達
成
。コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る「
巣
ご
も
り
需
要
」に
加
え
、委
託
先
で
あ
る

中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
に
よ
る
産
品
の
掘
り

起
こ
し
や
き
め
細
か
な
顧
客
対
応
が
要
因
と
考

え
て
い
る
。今
後
も
村
の
特
徴
を
活
か
し
た
返
礼

品
企
画
や
新
規
納
税
者
・
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
に

努
め
、来
年
度
は
目
標
額
を
6
0
、0
0
0
千
円

と
し
、納
税
額
の
更
な
る
増
加
を
図
る
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
の
令
和
２
年
度

の
入
園
者
数
は
、5
3
、3
9
0
人
。

（
前
年
度
7
2
、5
4
9
人
、26
・
4
%
減
）

夏
以
降
は
、国
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ス
タ
ッ
フ
の

営
業
努
力
も
あ
っ
て
回
復
し
た
が
、４
月
か
ら
５

月
に
か
け
て
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
が

大
き
く
影
響
し
、計
画
の
7
8
、0
0
0
人
を
大

幅
に
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
北
川
村
温
泉
の
令
和
２
年
度（
２
月
末
）の
利

用
者
数
は
、宿
泊
と
日
帰
り
入
浴
を
合
わ
せ
て

1
1
、9
5
5
人
。（
昨
年
同
期
1
7
、3
0
5
人

30
・
9
％
減
）

　
秋
に
は
回
復
傾
向
の
利
用
者
数
が
、冬
場
に
首

都
圏
や
関
西
圏
に
発
せ
ら
れ
た
緊
急
事
態
宣
言

に
よ
り
再
度
低
下
し
、年
間
を
通
じ
厳
し
い
状
況

と
な
っ
た
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て
、２
月
末
現
在
、

相
談
件
数
が
累
計
で
11
件
、宅
地
の
売
却
希
望
１

件
、空
き
家
の
賃
貸
希
望
４
件
の
登
録
、登
録
申

請
中
が
１
件
。登
録
物
件
の
内
２
件
を
空
き
家
改

修
事
業
を
活
用
し
て
整
備
を
行
っ
た
。

　
移
住
体
験
施
設
の
年
間
利
用
者
数
は
、２
月
末

現
在
で
延
べ
29
名
。起
業
家
農
業
者
を
目
指
し
て

の
研
修
や
、村
の
活
性
化
の
た
め
移
住
を
希
望
し

て
の
利
用
が
あ
り
、実
際
に
移
住
に
結
び
つ
い
て

い
る
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

○
保
小
中
一
体
化

　
子
ど
も
の
自
立
と
健
康
を
目
指
し
、栽
培
・
収

穫
・
調
理
を
一
体
的
に
学
ぶ
食
育
活
動
に
取
り
組

み
、郷
土
料
理
教
室
や
中
学
生
を
対
象
と
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
講
座
で
食
品
ロ
ス
削
減
の
活
動
な
ど

学
ん
だ
。今
後
、『
き
た
が
わ
　
ず
ー
っ
と
元
気
計

画
』と
連
動
さ
せ
、村
全
体
で
の
活
動
と
な
る
よ

う
、保
小
中
一
体
的
な
食
育
活
動
の
計
画
を
策
定

し
、取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

○
I
C
T
環
境
の
整
備

　
パ
ソ
コ
ン
や
電
子
黒
板
な
ど
の
整
備
を
終
え
、

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

資
料
の
作
成
、オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
や
リ
モ
ー
ト

授
業
を
行
う
な
ど
、活
用
の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
。

今
後
は
、授
業
で
の
活
用
の
ほ
か
、教
職
員
の
業

務
改
善
に
努
め
る
。

○
北
川
学
の
深
化

　
村
の
地
域
資
源
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
開
授
業

を
実
施
し
て
き
た
。子
ど
も
た
ち
自
ら
が
行
っ
た

内
容
を
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た
結
果
、小

学
５
年
生
の
作
品「
北
川
村
モ
ネ
の
庭
マ
ル
モ
ッ

タ
ン
に
来
て
み
い
や
」の
動
画
が
四
国
コ
ン
テ
ン

ツ
映
像
フ
ェ
ス
タ
小
中
学
生
の
部
門
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
、小
学
３
年
生
の
作
品「
か
か
し
す
ご

い
ぞ
新
聞
」が
高
知
県
学
校
新
聞
づ
く
り
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
銀
賞
を
受
賞
し
た
。

○
地
域
学
校
協
働
本
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

は
、12
月
よ
り
２
名
増
加
し
67
名
。保
育
所
及
び

学
校
の
愛
校
作
業
や
様
々
な
教
育
活
動
に
協
力

を
い
た
だ
い
た
。今
後
も
保
育
所
や
学
校
の
ニ
ー

ズ
と
地
域
人
材
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
な
が

ら
、地
域
と
共
に
あ
る
保
育
所
・
学
校
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

（
社
会
教
育
関
係
に
つ
い
て
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
感

染
対
策
を
講
じ
、成
人
式
を
挙
行
し
た
。ま
た
、第

39
回
東
部
美
術
展
、第
34
回
ふ
る
さ
と
名
勝
写
真

展
が
開
催
さ
れ
、絵
画
や
書
道
、写
真
な
ど
多
数

出
展
さ
れ
、創
作
活
動
の
素
晴
ら
し
さ
や
表
現
の

自
由
、美
の
追
求
と
い
っ
た
作
品
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
た
。

（
中
岡
慎
太
郎
関
係
に
つ
い
て
）

　
３
月
29
日
ま
で
企
画
展「
北
川
村
あ
の
日
あ
の

時
」を
開
催
。昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
村
の

風
景
や
行
事
な
ど
写
真
2
0
0
点
余
り
を
展
示

し
て
い
る
。

　
２
月
21
日
に
は「
錦
絵
・
瓦
版
か
ら
み
た
幕
末

の
政
治
ニ
ュ
ー
ス
」と
題
し
、中
岡
慎
太
郎
先
生

顕
彰
会
と
共
同
で
慎
太
郎
学
習
会
を
開
催
。次
回

３
月
21
日
に
は
、陸
援
隊
解
散
後
の
隊
士
た
ち
の

就
職
活
動
を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
予
定
。

　
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
と
共
同
で
進
め
て

い
る「
利
岡
家
文
書
目
録
」の
作
成
状
況
は
、対
象

と
な
る
古
文
書
が
1
、3
0
0
点
近
く
あ
り
、江

戸
時
代
の
農
村
支
配
や
幕
末
政
治
史
を
研
究
す

る
う
え
で
、貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
て
い
る
。現
在
は
今
年
８
月
完
成
を
目
指
し
、

古
文
書
を
内
容
別
に
分
類
し
、目
録
冊
子
の
作
成

を
進
め
て
い
る
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い

②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

③
火
葬
業
務
に
つ
い
て

④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　
本
年
度
の
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、３
月
１
日
時
点
で
、

　
今
後
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
て
事
業

の
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・・ 

一
般
質
問 

・・

　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
に
つ
い
て

9
　
令
和
２
年
度
最
新
の
確
定
寄
付
額
と
最
終

見
込
み
額
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

○
最
新
の
確
定
寄
付
額（
令
和
３
年
２
月
現
在
）

　
５
７
、１
２
７
、５
０
０
円
。

○
今
年
度
の
最
終
見
込
み
額

　
５
９
、３
０
０
千
円
程
度

9
　
令
和
元
年
度
ま
で
の
使
途
別
寄
付
額
と
今

年
度
の
寄
付
額
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

（
額
は
、令
和
元
年
度
ま
で
・
令
和
２
年
度
の
順
）

○
ゆ
ず
を
中
心
と
す
る
一
次
産
業
の
振
興

　
４
１
、2
4
2
、0
0
0
円

　
2
1
、0
5
0
、0
0
0
円

○
自
然
環
境
の
保
全

　
1
5
、8
4
1
、0
0
0
円

　
8
、7
0
1
、5
0
0
円

○
教
育
・
文
化
の
振
興

　
7
、9
1
3
、0
0
0
円

　
4
、5
5
0
、0
0
0
円

○
福
祉
・
子
育
て
支
援

　
1
9
、2
9
1
、7
0
0
円

　
1
0
、5
5
8
、0
0
0
円

○
そ
の
他
村
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業

　
2
1
、4
2
6
、0
0
0
円

　
1
1
、9
8
6
、0
0
0
円

○
未
選
択

　
2
6
、8
2
6
、5
5
5
円

　
3
3
3
、0
0
0
円

9
　
使
途
別
活
用
実
績
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
の
意
向
を
尊
重
し
、出

来
る
だ
け
見
え
る
形
と
し
て
残
る
事
業
に
活
用

で
き
た
ら
と
で
考
え
て
い
る
。今
後
も
検
討
し
て

い
く
。

○
福
祉
車
両
購
入

　（
H
22
）1
、6
6
0
、0
0
0
円

○
デ
イ
車
両
購
入

　（
H
29
）4
、0
0
0
、0
0
0
円

○
保
健
福
祉
推
進
車
両
購
入

　（
H
29
）1
、1
9
3
、0
0
0
円

○
ゆ
ず
の
花
備
品
整
備

　（
R
1
）8
、5
0
0
、0
0
0
円

9
　
活
用
実
績
の
広
報
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に

あ
る
の
か
問
う
。

 

答

　村
長

　
来
年
度
以
降
、広
報
の
専
門
者
を
設
置
し
、集
中

管
理
で
き
る
体
制
へ
移
行
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。ま
た
、活
用
実
績
に
つ
い
て
も
、早
急
に

公
表
で
き
る
体
制
を
整
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
状
況
に
つ
い
て

9
　
令
和
２
年
度
の
委
託
業
務
、令
和
３
年
度
の

取
り
組
み
、木
材
需
要
調
査
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　産
業
課
長

　
令
和
２
年
度
予
算
額
1
3
、0
0
0
千
円
、実

績
1
、0
7
5
、6
1
8
円
。

 

答

　村
長

　
村
内
の
木
材
利
用
調
査
に
つ
い
て
は
、８
月
と

12
月
の
２
回
、チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
に
よ
り
周
知

を
行
っ
た
結
果
、令
和
２
年
度
に
は
新
築
倉
庫
１

件
の
需
要
が
あ
っ
た
。

　
一
方
、取
り
組
み
の
結
果
、設
計
か
ら
納
品
ま

で
約
５
ヶ
月
か
か
っ
た
。こ
の
期
間
を
短
縮
で
き

る
の
か
、必
要
な
時
期
か
ら
逆
算
し
て
オ
ー
ダ
ー

が
受
け
ら
れ
る
の
か
、ス
ト
ッ
ク
で
き
る
場
所
の

確
保
な
ど
見
え
て
き
た
課
題
は
、速
や
か
に
解
決

し
て
い
き
た
い
。

9
　
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
、具
体
事
業
の

実
施
時
期
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
と
し
て
は
、市
町
村

へ
委
託
さ
れ
た
森
林
路
網
整
備
や
間
伐
な
ど
の

森
林
整
備
、林
業
就
業
者
の
育
成
な
ど
の
人
材
育

成
、担
い
手
な
ど
の
確
保
、そ
し
て
学
校
福
祉
施

設
等
の
公
共
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
、森
林
環
境

教
育
な
ど
の
木
材
利
用
の
促
進
普
及
啓
発
な
ど

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
い
か
に
需
要
喚
起
を
行
い
森
林
資
源
を
活
用

し
て
い
く
か
を
、大
事
な
こ
と
と
捉
え
、今
後
、今

の
需
要
調
査
と
と
も
に
学
校
校
舎
を
は
じ
め
公

共
施
設
、こ
れ
に
つ
い
て
木
造
建
築
を
対
応
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
の
で
、そ
こ

に
重
点
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　
座
談
会
に
つ
い
て

9
　
地
域
住
民
か
ら
の
要
望
等
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
問
う
。

第
４
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

第
４
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

第
４
回
中
芸
広
域
連
合
議
会
定

例
会（
副
議
長
・
常
任
委
員
長
）

（
安
田
町
／
中
芸
広
域
体
育
館
）

「
四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
」

に
お
け
る
決
議
事
項
の
高
知
県

へ
の
要
望
活
動（
高
知
市
／
高
知

県
庁
）

北
川
村
成
人
式（
北
川
村
）

農
村
イ
ン
ポ
ッ
シ
ブ
ル
in
北
川

村（
北
川
村
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
北
川
村
庁
舎
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会（
北
川
村
庁
舎
）

中
芸
広
域
連
合
議
会
議
員
勉
強

会（
田
野
町
／
中
芸
消
防
本
部
）

第
38
回
こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域

連
合
議
会
定
例
会
事
前
説
明（
高

知
市
／
高
知
県
自
治
会
館
）

高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
第
34
回
定
例
会
事
前

説
明（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会

館
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
理
事

会（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会

館
）

「
高
知
県
町
村
長
・
町
村
議
会
議

長
大
会
」運
営
協
議（
高
知
市
／

高
知
県
自
治
会
館
）　

第
44
回
高
知
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
議
会
定
例
会

（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会
館
）

説
明
会（
北
川
村
庁
舎
）

全
員
協
議
会（
北
川
村
庁
舎
）

奈
半
利
駐
在
所
連
絡
協
議
会

（
奈
半
利
町
／
奈
半
利
駐
在
所
）

第
38
回
こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域

連
合
議
会
定
例
会（
高
知
市
／
高

知
県
自
治
会
館
）

高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
第
34
回
定
例
会（
高
知

市
／
高
知
県
自
治
会
館
）

Ｅ
55
高
知
東
部
自
動
車
道
　
高

知
南
国
道
路
全
線
開
通
式（
南
国

市
／
セ
リ
ー
ズ
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
72
回
定

期
総
会

（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会
館
）

高
知
県
町
村
長
・
町
村
議
会
議
長

大
会（
高
知
市
／
ザ
　
ク
ラ
ウ
ン

パ
レ
ス
新
阪
急
）

中
土
佐
町
合
併
15
周
年
及
び
新

庁
舎
等
落
成
式
典
　（
中
土
佐
町

／
中
土
佐
町
立
久
礼
中
学
校
）

議
会
運
営
委
員
会（
北
川
村
庁

舎
）

高
知
県
市
町
村
振
興
協
会
第
５

回
理
事
会（
高
知
市
／
高
知
県
自

治
会
館
）

12
月
10
日（
木
）

12
月
11
日（
金
）

12
月
18
日（
金
）

12
月
22
日（
火
）

１
月
３
日（
日
）

１
月
30
日（
土
）

２
月
９
日（
火
）

２
月
17
日（
水
）

２
月
18
日（
木
）

２
月
19
日（
金
）

２
月
22
日（
月
）

２
月
25
日（
木
）

２
月
26
日（
金
）

２
月
27
日（
土
）

　２
月
28
日（
日
）

３
月
２
日（
火
）

３
月
３
日（
水
）

令
和
2
年

12
月
議
会
以
降
の
議
長
会
務
報
告

○
保
小
中
の
一
体
的
な
取
り
組
み
、深
化
に
つ
い

て
今
年
度
か
ら
小
中
学
校
一
貫
校
制
度
を
導
入

し
、複
式
学
級
の
解
消
、小
中
学
校
間
で
の
相
互

の
乗
り
入
れ
授
業
、合
同
で
の
研
修
、行
事
等
の

調
整
を
行
っ
て
き
た
。

　
教
育
内
容
面
で
は
、民
間
企
業
と
の
連
携
に
よ

る
リ
モ
ー
ト
授
業
の
実
施
や
、食
育
活
動
、食
育

教
育
な
ど
に
取
り
組
み
、今
後
は
就
学
前
か
ら
の

外
国
語
活
動
や
食
育
活
動
に
北
川
学
を
加
え
、北

川
村
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
取
り
組
み
と
な
る

よ
う
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
施
設
整
備
の
面
で
は
、単
な
る
校
舎
の
建
築
で

は
な
く
、地
域
が
利
用
で
き
る
公
園
や
図
書
館
な

ど
を
含
め
た
一
体
的
な
エ
リ
ア
と
し
て
の
あ
り

方
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
き
た
。次
年
度
は
、地

域
の
皆
様
や
子
ど
も
達
と
も
協
議
を
深
め
、保
小

中
一
体
と
な
っ
た
施
設
整
備
や
、周
辺
を
含
め
エ

リ
ア
的
な
検
討
を
し
て
基
本
計
画
と
し
て
ま
と

め
た
い
。

○
北
川
学
に
つ
い
て

　
昨
年
度
よ
り
２
年
間
、地
域
資
源
を
テ
ー
マ
と

し
た
研
究
や
公
開
授
業
を
実
施
を
し
て
き
た
。子

ど
も
達
の
学
び
の
成
果
が
、学
力
の
向
上
や
コ
ン

テ
ス
ト
の
受
賞
と
い
う
形
で
も
表
れ
て
お
り
、モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
。次
年
度
以
降
も
こ
れ
ま

で
の
実
践
を
深
め
、子
ど
も
達
の
探
究
心
の
向
上

と
地
域
に
愛
着
を
持
ち
、地
域
に
貢
献
で
き
る
子

ど
も
を
育
ん
で
い
き
た
い
。

○
地
域
ぐ
る
み
教
育
に
つ
い
て

　
本
年
度
よ
り
運
営
方
針
な
ど
を
保
護
者
や
地

域
の
代
表
と
共
有
し
、改
善
を
図
る
場
と
し
て
の

「
保
小
中
学
校
運
営
協
議
会
」と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
で
あ
る「
地
域
学
校
協
働
本
部
」、の
両
輪
で

取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。運
営
協
議
会
で
は

運
営
方
針
や
取
り
組
み
の
報
告
だ
け
で
無
く
、子

育
て
文
教
エ
リ
ア
、子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
係

る
内
容
の
検
討
を
、地
域
学
校
協
働
本
部
で
は
保

育
所
や
学
校
の
環
境
整
備
に
参
加
い
た
だ
く
な

ど
、地
域
ぐ
る
み
で
保
育
所
学
校
を
支
え
る
機
運

が
徐
々
に
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、次
年
度
は
運
営

協
議
会
委
員
を
中
心
に
、子
育
て
文
教
エ
リ
ア
の

基
本
計
画
策
定
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
拡
充

を
図
り
、地
域
と
と
も
に
あ
る
保
育
所
、学
校
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

○
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

　
本
年
度
か
ら
高
校
生
へ
の
通
学
費
助
成
の
開

始
や
18
歳
ま
で
の
医
療
費
助
成
の
拡
大
、放
課
後

子
ど
も
教
室
の
受
け
入
れ
時
間
の
拡
大
な
ど
施

策
の
充
実
を
図
っ
た
。次
年
度
は
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、中
学
校
ま
で
公
設

塾
の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
検
討
し
子
育
て
環
境

の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、電
子
黒
板
や
パ
ソ
コ

ン
の
機
器
整
備
を
終
え
、３
学
期
か
ら
は
こ
れ
ら

の
I
C
T
機
器
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。活
用
事
例
と
し
て
、電
子
黒
板
を
活
用

し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
モ
ー
ト
授
業
、

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
た
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
の
授

業
を
実
施
し
た
り
ズ
ー
ム
な
ど
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
機
能
に
よ
り
教
職
員
の
研
修
や
打
ち
合
わ
せ
、

音
楽
や
体
育
集
会
な
ど
の
集
会
活
動
を
リ
モ
ー

ト
で
実
施
す
る
な
ど
、様
々
な
機
会
や
用
途
に
応

じ
て
活
用
を
広
げ
て
い
る
。

　
I
C
T
の
整
備
は
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び

の
提
供
、主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
育
成
す
る
た
め

の
学
習
ツ
ー
ル
で
あ
り
、I
C
T
機
器
を
活
用
す

る
こ
と
で
学
習
意
欲
が
高
ま
る
こ
と
は
否
定
は

し
な
い
が
、無
け
れ
ば
学
習
が
で
き
な
い
授
業
で

は
い
け
な
い
の
で
、ど
の
様
な
情
報
活
用
能
力
が

必
要
な
の
か
を
考
え
、学
習
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し

て
使
え
る
よ
う
な
授
業
づ
く
り
に
努
め
る
。

　
今
後
も
授
業
、教
育
活
動
へ
の
活
用
と
と
も
に

教
職
員
の
業
務
改
善
に
も
繋
が
る
よ
う
務
め
た
い
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

令
和
２
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）の
専
決
処
分
の
報
告
承
認
に
つ

い
て(

承
認
第
１
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
1
、9
3
0
千
円
増
額

し
、予
算
総
額
を
2
、6
7
2
、4
7
4
千
円
と
定

め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
承
認
）

字
区
域
の
変
更
に
つ
い
て(

議
案
第
１
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

い
の
た
に
橋
橋
梁
補
修
修
繕
工
事
請
負
契

約
の
一
部
を
変
更
す
る
契
約
の
締
結
に
つ

い
て(

議
案
第
２
号)

　　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て(

議
案
第
３
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
４
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
５
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
６
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

北
川
村
飲
料
水
供
給
施
設
給
水
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第

７
号)

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）に
つ
い
て(

議
案
第
８
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
9
5
、8
4
8
千
円
減

額
し
、予
算
総
額
を
2
、5
7
6
、6
2
6
千
円

と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
　
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て(

議
案
第

９
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
増
減
な
し
と
し
、予
算

総
額
を
2
5
、0
8
7
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て(

議

案
第
10
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3
4
、4
8
2
千
円
減

額
し
、予
算
総
額
を
2
0
5
、6
5
8
千
円
と
定

め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て(

議
案
第

11
号
）

　
翌
年
度
に
繰
り
越
し
で
き
る
経
費
を
定
め
る

も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

(

議
案
第
12
号)

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
7
5
8
千
円
減
額
し
、予

算
総
額
を
3
0
、9
3
6
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て(

議
案
第
13
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
2
、2
8
2
、2
4
5

千
円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
代
替
輸
送
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
14
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
3
4
、8
0
6
千

円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
15
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
2
3
6
、0
6
8
千

円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
16
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
1
7
4
、1
8
5

千
円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

令
和
３
年
度
北
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て(

議
案
第
17
号)

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
3
1
、0
1
3
千

円
と
す
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
可
決
）

副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て(

議
案
第
18
号)

　
北
川
村
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
。

　
全
員
賛
成
　（
同
意
）

・・ 

意
見
書 

・・

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
を
求
め
る

意
見
書
に
つ
い
て

　
全
員
賛
成（
可
決
）

提
出
先
：
衆
議
院
議
長

　
　
　  

参
議
院
議
長

　
　
　  

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　  

総
務
大
臣

　
　
　  

法
務
大
臣

・・ 

活
動
報
告 

・・

■
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

◇
２
月
９
日（
火
）

□
議
題

　
①
令
和
２
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算

執
行
状
況
に
つ
い
て

　
②
令
和
２
年
度
へ
の
繰
越
事
業
執
行
状
況
に

つ
い
て

　
③
有
害
鳥
獣
緊
急
捕
獲
支
援
の
経
過
説
明

　
　
各
課
よ
り
、予
算
執
行
状
況
及
び
各
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
質
疑
を

行
っ
た
。ま
た
、本
年
度
の
有
害
鳥
獣
緊
急
捕

獲
支
援
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

◇
４
月
28
日（
水
）

□
議
題

　
①
機
構
関
連
事
業
　
二
タ
又
・
宗
ノ
上
圃
場

整
備
地
現
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圃
場
整
備
の
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及
び
今
後
の
対
応
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、現
地
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調
査
を
行
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２
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第
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◇
北
川
村
議
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営
委
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委
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小笠原　学氏

 

答

　村
長

　
今
年
度
の
座
談
会
は「
村
の
将
来
を
語
ら
う
座

談
会
」と
し
て
、村
内
14
箇
所
で
開
催
し
、戦
略
の

内
容
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、地
区
の
現
状

に
対
す
る
要
望
な
ど
も
あ
り
、貴
重
な
ご
意
見
を

伺
う
こ
と
が
で
き
た
。意
見
や
要
望
に
つ
い
て
は
、

日
を
改
め
て
現
地
確
認
や
詳
細
の
聞
き
取
り
を

行
い
、案
件
毎
に
、対
応
方
法
や
必
要
な
期
間
は

異
な
る
が
対
処
し
て
い
る
。

9
　
内
容
取
り
ま
と
め
後
、村
民
に
回
覧
等
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え

て
い
る
か
、ま
た
、今
後
の
展
開
に
つ
い
て
問
う
。
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い
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関
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に
対
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当
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に
つ
い
て
、必
要
に
応
じ
説
明
を
行
っ
て

い
る
。ま
た
、次
の
座
談
会
時
に
な
る
こ
と
も
あ

る
が
、機
会
を
捉
え
て
情
報
提
供
し
て
い
き
た
い
。

　
子
育
て
教
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ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

9
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２
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度
の
展
開
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後
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和
３
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度
の
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組
み
に
つ
い
て
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う
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答

　教
育
長

令
和
3
年第

１
回
臨
時
会

濵渦　康雄議員平岡　章秀議員

企業からマスクを寄贈

　4月28日、昨年度から北川村と「食育推進に向けた連携協定」を締結し
ている株式会社クラダシ様から 20 枚入りマスク 1000 箱を寄贈していただ
きました。いただいたマスクは新型コロナウイルス感染対策の一助となるよ
う、様々な場面において地域住民の皆様への配布を開始しております。
　クラダシ様は「もったいないを価値へ」をスローガンに社会貢献型ショッピ
ングサイトKURADASHI（https://www.kuradashi.jp/）の運営を通じ
て食品ロス削減に取組まれており、今年度も子どもたちへの食育をはじめと
する様々な活動を村と協働で行っていただく予定となっております。
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中岡慎太郎先生顕彰会だより
特定非営利活動法人　中岡慎太郎先生顕彰会　☎38－2413

　今年のＧＷは、昨年と打って変わっ
て多忙な５日間となりました。
　５月２日からお客様が多く見られ、
「慎太郎館」「慎太郎生家」「中岡家／
慎太郎食堂」も賑わいましたし、慎太
郎館周辺が活気づきました。
　５月５日はあいにくの雨天でしたが、
生家で開催した『端午の節句 慎太郎
茶会』への参加者も多く、この茶会を
楽しみに計画を立ててくださっていた
参加者も居られて、回を重ねる毎に
「慎太郎茶会」が少しずつ定着して
いっている手応えを感じて嬉しくなり
ました。
　また今年は、村外でのＰＲ活動も並
行して行う事にし、５月３日～５月５日は、高知市中央公園にて開催された「こうち春花まつり」に出店してきま
した。
一人でも多くの方に『中岡慎太郎』の名を耳目にしていただき、当会の店舗「中岡家／慎太郎食堂」を広く
知っていただくことによって、「北川村に行ってみようかなぁ」と興味を持ってもらう事が目的の活動でした。
　２日目に、ご両親と小さな兄弟がブースを訪ねてくれたのですが、そのお母さんが４，５歳くらいの弟さんを
『この子、慎太郎さんが好きなんです。ずっとブレずに一途に好きなんです。』と教えてくれました。
　きっかけは以前、県が主体で結成した「土佐おもてなし海援隊」の中岡慎太郎役の方がとても優しく接して
くれたそうで、それから慎太郎ファンになってくれたとのこと。
　まっすぐに、動じず私達をみつめる幼い慎太郎ファンの姿は、まさに正座の写真の慎太郎の様と重なって、
感動してしまいました。
　慎太郎を想って下さる方々にお会いすると、もっとその気持ちに応えられる活動をしたいと思いますし、
もっと慎太郎ファンを増やしていきたいという気持ちになります。
　まだまだコロナ禍の影響はありますが、中岡慎太郎と故郷北川村の魅力を伝え、ファンを増やす活動を進
めてまいりたいと思います

　今年２月に高知城歴史博物館で開催されました『ゆず林鉄expo2021』でお披露目されました『昭和の

紙芝居屋さん』をご紹介いたします。

　田野町を拠点に、ガイド等で活躍されています柴原誠一さんを中心とした『昭和の紙芝居屋さん』。この時

は『結いの里の森林鉄道』と新作『りんてつくんがいくー！！』を披露されました。

　昭和のノスタルジックな雰囲気が好評で、小さなお子様からご高齢の方まで幅広い年齢のたくさんのお

客様で賑わっていました。こちらの活動は今後も中芸地域の保育所や小学校などで続けていきますので、ご

興味がありましたら当協議会までお問い合わせください。

　昭和の紙芝居屋さんにかかせないもの、昭和の懐かしい風景として大きな箱を乗せた自転車に乗り街頭に現れる姿を思い浮
かべる方も多くいらっしゃると思います。最盛期は昭和初期から30年代頃まで。昭和40年代以降に生まれた方にはなじみも薄く、
平成生まれとなると存在すら知らない方も多いかと思います。
　今回、紙芝居屋を知らない世代のお子様にも大変好評だったこと
が、とても印象的でした。紙芝居屋さんの風景を大切にしていきたい
と思います。
　紙芝居屋さんの特徴である自転車、今回はお借りしました。
今でも所有されている方は少なくなっているようです。
　もしご自宅等で使用せず保管されていらっしゃる方がいましたら、
当協議会までご連絡いただければ幸いです。

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
～中芸地域の日本遺産魅力発信便り vol.47～ 日本遺産

第3号認定
登録番号51

お問い合わせ：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局（中芸広域体育館内）

Mail:yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
HP：http://yuzuroad.jp/ 「ゆずとりんてつ」で検索

☎0887-30-1865

『昭和の紙芝居屋さん』のご紹介

紙芝居用の自転車を探しています
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　中芸地区の要介護認定を受けていない80歳以上で、自分の歯が20本以上ある方は22.5%であり、県
平均の59.3%と比べると低い状況にあります。
歯の喪失をもたらす主要な原因は歯周病です。また、歯周病は、糖尿病や心臓血管疾患、骨粗鬆症、誤嚥性
肺炎など様々な全身疾患に影響することが明らかになっています。
このため、生涯にわたって歯や口腔の健康を保つために、早期に歯周病を発見し、治療に繋げることを目的と
して、成人歯科健康診査を実施します。

　こうち被害者支援センターでは、傷害や性暴力等の事件・事故にあわれた方を対象に弁護士と犯罪被害
相談員による無料の出張法律相談を実施しています。
　偶数月は県東部（安芸市）において、第3火曜日13時30分から15時30分に行っています。下記連絡先まで
事前申し込みをお願いします。

成人の歯科健康診査がはじまります

犯罪被害に関する　出張法律相談のお知らせ

今年度中に40歳､45歳､50歳､55歳､60歳､65歳､70歳になられる方
※対象の方には個別に通知します。

令和３年5月1日から令和４年1月31日まで（休診日は除く）

令和３年12月2８日（火）まで

委託を受けた県下の歯科医院（3２９施設）
　※中芸地区の歯科医院はどこでも受けられます。　　

①中芸広域連合保健福祉課へ申し込み　電話38-8212　　　　　　　　　　　　
　　　↓
②受診票を受け取る
　　　↓
③成人歯科健康診査受託医療機関一覧から選択し各自が電話にて予約
　　　↓
④受診券と保険証を持参し、予約日時に病院にて受診

１）問診
２）口腔内診査
３）健診結果に基づく指導

無料　※ただし、上記の健診内容以外の費用はご負担ください

お問合せ先 中芸広域連合 保健福祉課　☎３８－８２１２

【と　き】　6月15日（火）　13時30分～ 15時30分
【場　所】　安芸市総合社会福祉センター　1階相談室（安芸市寿町2－8）
【共　催】　認定特定非営利活動法人こうち被害者支援センター　法テラス高知　高知県
【連絡先】　認定特定非営利活動法人こうち被害者支援センター
　　　　　　☎　088-854-7511　（平日10時～ 16時）

モネ
の

からの
お知らせ

最新情報はHPをご覧ください。

北川村「モネの庭」マルモッタン
〒781－6441
高知県安芸郡北川村野友甲1100番地
☎0887－32－1233   　 0887－32－1243
https://www.kjmonet.jp/

【お問い合わせ・ご予約】

FAX

雨の「モネの庭」を散策しませんか？

◆杉野宣雄展　関連販売コーナー（会場：ショップ）
　最新作品集など杉野宣雄監修の商品を中心にご用意。

◆同時開催：美色・押し花　縁の会作品展
　（会場：ギャラリー棟　２階）

◆縁の会　押し花体験会　（会場：フローラルホール）
　日時：押し花展会期中：毎週日曜日　10：00 ～ 15：00
　内容：キーホルダー、コースターなど。（体験料要）

◆杉野宣雄氏によるスペシャルトークショー
　（会場：フローラルホール）　定員 30 名
　日時：7 月 6 日（火）11：00 と 14：00 の 2 回開催

　梅雨真っただ中。しっとりと雨に
ぬれて睡蓮が咲く季節です。
　雨の日のモネの庭を散策するのに
ぴったりなモネの絵画柄のカサは
ショップで好評販売中です。
贈り物にもおススメです。

　手づくりパン工房は2021年5月17日をもちまして、店頭販売
を一時お休みしております。一部のパンにつきましてはギャラ
リーショップ内で販売をしております（火・水は定休日）。なお
田野駅屋での販売は終了しておりますのでご了承ください。
※再開の際にはHP等でご案内させていただきます。

～開園20周年記念～
押し花アーティスト 杉野宣雄展inモネの庭

～手づくりパン工房  一時閉店のお知らせ～◆開催期間：開催中～7月6日(火)
◆入 場 料：一　　般 500円
　　　　　 小中学生 200円
◆会　　場：フローラルホール

年・金・だ・よ・り1000
5

100 10
50国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

南国年金事務所のご案内
○出張相談日程　※予約制

○平日の相談
・月曜日（月曜日が休日の場合は翌開所日になります）　8：30～19：00
・火曜日～金曜日　8：30～17：15
○週末の相談
・6月12日（第2土曜日）  9：30～16：00（通常の業務日より相談ブース数は若干少なくなっています）

予約のお願い
　年金相談・お手続きの際は、予約相談をご利用ください。（０５７０－０５－４８９０（ナビダイヤル））
　《受付時間》 8：30～17：15（土日祝日及び年末年始を除く）

 6月 3日（木）10：00～12：00／ 13：00～15：00 安芸市総合社会福祉センター（南国年金事務所へ申し込み）

 6月24日（木）11：00～12：00／ 13：00～15：00 室戸市役所（室戸市役所または南国年金事務所へ申し込み）

　令和3年４月から令和4年3月までの国民年金保険料は、月額１６，６１０円です。
保険料は、日本年金機構から送付される納付書により、金融機関・郵便局・コンビニエンスストアで納めることができます。
また、クレジットカードやインターネット等を利用しての納付、便利でお得な口座振替もあります。
毎月の保険料の納付期限は、「翌月の末日」です。
保険料の納め忘れがあると、万一障害や死亡といった不慮の事故等の発生により、障害基礎年金や遺族基礎年金が受けられな
い場合がありますので、必ず納付期限までに納めてください。
なお、所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、保険料が免除・猶予される制度があります。
また、今回の新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した場合、令和2年2月以降の保険料の納付が免除・猶予され
る臨時特例措置も設けられていますので、役場窓口や年金事務所までお問い合わせください。

※新型コロナウィルス感染症対策の観点から、
　弊社基準により「押し花展示会場」への入場を一時制限させていただくことがございます。

対 象 者

受 診 期 間

個 人 負 担

健 診 内 容

予 約 の 仕 方

健 診 場 所

受 付 期 間
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保健だより

　人間の脳には体内時計のリズムが備わっています。夕方頃から「メラトニン」というホルモンが全身に行き渡り、
夜眠くなるしくみです。メラトニンには「眠りにつきやすくする」「途中で目覚めにくくする」作用がありますが、
加齢や生活習慣の乱れにより出にくくなると不眠の原因となります。また、体内時計は 24 時間ではなく数分ず
れていることも、毎日の睡眠に影響を及ぼす要因と言われています。

　毎日十分な睡眠が取れていますか？健やかな心身を保つため、老化予防のためには良質な睡眠をとることはとても
大切です。なかなか寝付けない、眠りが浅いなどの傾向にある方は、一度生活を見直してみましょう。

体内時計の仕組み１

　どうしても眠れず日中の眠気で仕事などに差し支えのある場合には、医師に相談しましょう。
睡眠薬は医師の指示どおりに服用し、アルコールと併用しないようにしましょう。

睡眠薬について4

○メラトニンがよく出る時間に就寝すること
　メラトニンは起床時からおよそ 14 時間後に出始め、その 2 時間後に最大に達すると言われています。例
えば朝 6 時に起床した場合には、夜 10 時頃に眠り始めるとよいでしょう。
○朝日を浴びて体内時計をリセット
　光には体内時計を調節する作用があります。また、朝日を浴びると体内時計の信号でメラトニンの分泌が止
まり、14 ～ 16 時間後に再び出だします。光を浴びる時刻を調節し、睡眠につなげましょう。

メラトニンを利用し、自然に眠くなるような身体になりましょう２

○寝る前のコーヒーや喫煙は刺激になるので控えましょう。
○寝る前にはパソコンやスマホの利用は避け、心身をリラックスさせましょう。
　（読書、ぬるめの入浴、音楽、香り、照明など）
　就寝時間にこだわり、眠ろうと意気込むのは逆効果です。
○寝る前には身体の中の体温を下げましょう。                                                     
　寝具などで身体を温めると放熱して身体の深部温度が下がり、眠りにつきやすくなります。
○昼寝は短時間にとどめましょう。
○寝心地のよい寝具を選びましょう。
○運動による疲労は睡眠につながります。適度な運動を心がけましょう。
○早起きをしてリズムを整えましょう。
○朝食をしっかりと取り、日中の活動につなげましょう。また、夜寝る時間の前に食事を摂るのは避けましょう。
○寝酒は夜中に目覚める原因となるので避けましょう。

メラトニンを利用し、自然に眠くなるような身体になりましょう３

良い睡眠は取れていますか？6月

睡眠の効果

○身体や脳の疲れを取り、修復する
　（身体の調子を整える）
○肥満や生活習慣病予防
○ストレス解消（心の病気予防 )
○ホルモンバランスを調整する
○記憶の定着　　　など

睡眠不足で起こること

○肥満
○疲れが取れない
○こころの不調（うつ病・不安障害など）
○高血圧、高血糖などになり、
　生活習慣病にかかりやすくなる
○免疫力の低下　　　など

　保育所では、栽培・収穫・調理の一体的な食育活動に取り組んでいます。４月はエンドウの収穫を行ったり、土作
りの後にカボチャの種まきを行ったりしました。また、そら豆の収穫後には何個あるか数に興味を抱かせる活動も
行いました。そら豆は塩ゆでして、みんなで旬の味をいただきました！

教育委員会・住民課北川村食育だより
■みどり保育所における食育活動

　食改さんの正式名称は、食生活改善推進員といいます。地域では、「食改さん」や「ヘルスメイト」の愛称で親しま
れているボランティア団体の方です。食改さんは、「私たちの健康は私たちの手で ～のばそう健康寿命 つなごう
郷土の食～」をスローガンに、食生活について学んだことを自ら実行しながら、地域の健康づくり活動を行っていま
す。食育だよりでは、今後も「食改さん」の活動を紹介していきます。

■食改さんをご存じですか？

令和３年度も新型コロナウイルスの感染対策を行いながら事業を実施していきます。

食育ブレイク

●鶏胸肉
●チューブ生姜 
●醤油 
●砂糖 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1枚 
・・・・・・・・・・・5センチ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ2 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1 

◎鶏肉のレンジ蒸し生姜風味～高知県のおとう飯紹介～

子ども達は保育所や学校で食の大切さについて勉強しています。
女性達は、日々ご自身やご家族の健康のために料理を作っています。
では、男性達は・・・？
たまには、子どもや女性のために料理を作ってみるのもいいのではないでしょうか。ここでは簡単で、手間をかけずにおいしい料理
「おとう飯」のレシピを紹介していきます。
ぜひ、ご家庭で腕を振るってみてはどうですか？ 出典：内閣府ホームページ内閣府おとう飯キャンペーンのＵＲＬ

https://www.gender.go.jp/public/otouhan/campaign.html

①耐熱容器にタレの材料を全て入れ混ぜ合わせ、鶏胸肉を
10分ほど漬けておきます 
②ふんわりとラップしてレンジで600ワット6分加熱し、10分ほ
ど放置し粗熱を取ります
③ 食べやすい大きさで、斜めにスライスして完成！
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保健だより

　人間の脳には体内時計のリズムが備わっています。夕方頃から「メラトニン」というホルモンが全身に行き渡り、
夜眠くなるしくみです。メラトニンには「眠りにつきやすくする」「途中で目覚めにくくする」作用がありますが、
加齢や生活習慣の乱れにより出にくくなると不眠の原因となります。また、体内時計は 24 時間ではなく数分ず
れていることも、毎日の睡眠に影響を及ぼす要因と言われています。

　毎日十分な睡眠が取れていますか？健やかな心身を保つため、老化予防のためには良質な睡眠をとることはとても
大切です。なかなか寝付けない、眠りが浅いなどの傾向にある方は、一度生活を見直してみましょう。

体内時計の仕組み１

　どうしても眠れず日中の眠気で仕事などに差し支えのある場合には、医師に相談しましょう。
睡眠薬は医師の指示どおりに服用し、アルコールと併用しないようにしましょう。

睡眠薬について4

○メラトニンがよく出る時間に就寝すること
　メラトニンは起床時からおよそ 14 時間後に出始め、その 2 時間後に最大に達すると言われています。例
えば朝 6 時に起床した場合には、夜 10 時頃に眠り始めるとよいでしょう。
○朝日を浴びて体内時計をリセット
　光には体内時計を調節する作用があります。また、朝日を浴びると体内時計の信号でメラトニンの分泌が止
まり、14 ～ 16 時間後に再び出だします。光を浴びる時刻を調節し、睡眠につなげましょう。

メラトニンを利用し、自然に眠くなるような身体になりましょう２

○寝る前のコーヒーや喫煙は刺激になるので控えましょう。
○寝る前にはパソコンやスマホの利用は避け、心身をリラックスさせましょう。
　（読書、ぬるめの入浴、音楽、香り、照明など）
　就寝時間にこだわり、眠ろうと意気込むのは逆効果です。
○寝る前には身体の中の体温を下げましょう。                                                     
　寝具などで身体を温めると放熱して身体の深部温度が下がり、眠りにつきやすくなります。
○昼寝は短時間にとどめましょう。
○寝心地のよい寝具を選びましょう。
○運動による疲労は睡眠につながります。適度な運動を心がけましょう。
○早起きをしてリズムを整えましょう。
○朝食をしっかりと取り、日中の活動につなげましょう。また、夜寝る時間の前に食事を摂るのは避けましょう。
○寝酒は夜中に目覚める原因となるので避けましょう。

メラトニンを利用し、自然に眠くなるような身体になりましょう３

良い睡眠は取れていますか？6月

睡眠の効果

○身体や脳の疲れを取り、修復する
　（身体の調子を整える）
○肥満や生活習慣病予防
○ストレス解消（心の病気予防 )
○ホルモンバランスを調整する
○記憶の定着　　　など

睡眠不足で起こること

○肥満
○疲れが取れない
○こころの不調（うつ病・不安障害など）
○高血圧、高血糖などになり、
　生活習慣病にかかりやすくなる
○免疫力の低下　　　など

　保育所では、栽培・収穫・調理の一体的な食育活動に取り組んでいます。４月はエンドウの収穫を行ったり、土作
りの後にカボチャの種まきを行ったりしました。また、そら豆の収穫後には何個あるか数に興味を抱かせる活動も
行いました。そら豆は塩ゆでして、みんなで旬の味をいただきました！

教育委員会・住民課北川村食育だより
■みどり保育所における食育活動

　食改さんの正式名称は、食生活改善推進員といいます。地域では、「食改さん」や「ヘルスメイト」の愛称で親しま
れているボランティア団体の方です。食改さんは、「私たちの健康は私たちの手で ～のばそう健康寿命 つなごう
郷土の食～」をスローガンに、食生活について学んだことを自ら実行しながら、地域の健康づくり活動を行っていま
す。食育だよりでは、今後も「食改さん」の活動を紹介していきます。

■食改さんをご存じですか？

令和３年度も新型コロナウイルスの感染対策を行いながら事業を実施していきます。

食育ブレイク

●鶏胸肉
●チューブ生姜 
●醤油 
●砂糖 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1枚 
・・・・・・・・・・・5センチ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ2 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1 

◎鶏肉のレンジ蒸し生姜風味～高知県のおとう飯紹介～

子ども達は保育所や学校で食の大切さについて勉強しています。
女性達は、日々ご自身やご家族の健康のために料理を作っています。
では、男性達は・・・？
たまには、子どもや女性のために料理を作ってみるのもいいのではないでしょうか。ここでは簡単で、手間をかけずにおいしい料理
「おとう飯」のレシピを紹介していきます。
ぜひ、ご家庭で腕を振るってみてはどうですか？ 出典：内閣府ホームページ内閣府おとう飯キャンペーンのＵＲＬ

https://www.gender.go.jp/public/otouhan/campaign.html
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10分ほど漬けておきます 
②ふんわりとラップしてレンジで600ワット6分加熱し、10分ほ
ど放置し粗熱を取ります
③ 食べやすい大きさで、斜めにスライスして完成！
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みどり保育所

人権相談所
開設の ご案内

今回の開催日
日時

場所

6月1日（火）
10：00～15：00
北川村総合保健福祉
センター  相談室

玉ねぎ収穫
5月6日（木）

お弁当の日
5月12日（水）

親子社会科見学
5月7日（金）

カレー作り
5月14日（金）

PHOTO通信

行 事 予 定 表

乳がん検診・子宮がん検診
乳がん検診・子宮がん検診
乳がん検診・子宮がん検診
大腸がん検診（容器回収）
大腸がん検診（容器配布）
大腸がん検診（容器配布）
野 友 介 護 予 防 教 室
加 茂 介 護 予 防 教 室
久 府 付 介 護 予 防 教 室
柏木・崎山介護予防教室
野 川 さ く ら 会
長 山 せ せ ら ぎ 会
宗 ノ 上 介 護 予 防 教 室
中 部 け ん こう ク ラ ブ
小 川 ふ れ ん ど
島 バ ラ 会
ぺ ち ゃ く ち ゃ 会
親 子 ふ れ あ い 広 場
ゆ ず み ど り

6月10日(木)
6月10日(木)
6月10日(木)
6月10日(木)
6月10日(木)
6月10日(木)

6月3日(木)・6月10日(木)・6月17日(木)・6月24日(木)
6月4日(金)・6月11日(金)・6月18日(金)・6月25日(金)

6月2日(水)・6月9日(水)・6月16日(水)・6月23日(水)・6月30日(水)
6月3日(木)・6月10日(木)・6月17日(木)・6月24日(木)

6月2日(水)・6月9日(水)・6月16日(水)・6月23日(水)・6月30日(水)
6月1日(火)・6月8日(火)・6月15日(火)・6月22日(火)・6月29日(火)
6月3日(木)・6月10日(木)・6月17日(木)・6月24日(木)
6月4日(金)・6月11日(金)・6月18日(金)・6月25日(金)

6月15日(火)
6月17日(木)
6月2日(水)
毎週火曜日
毎週火曜日

（受付）8：30 ～ 9：00
（受付）11：00 ～11：30
（受付）13：00 ～14：00
（受付）8：30 ～ 9：00
（受付）11：00 ～11：30
（受付）13：00 ～15：00
  9：30～
 10：00～ 
 10：00～
 13：30～
  9：30～
  9：30～
 13：30～ 
  9：30～
 10：30～
 10：30～ 
 10：00～ 
  9：00～16：00
  9：00～

小 島 集 会 所
北 川 村 民 会 館
北 川 村 民 会 館
小 島 集 会 所
北 川 村 民 会 館
北 川 村 民 会 館
北川村保健センター
北川村農業センター
北川村農村婦人の家
柏 木 交 流 セ ン タ ー
野 川 交 流 セ ン タ ー
長 山 交 流 セ ン タ ー
宗 ノ 上 集 会 所
小 島 集 会 所
菅 ノ 上 集 会 所
北 部 集 会 所
北川村保健センター
ゆ ず の 花
ゆ ず の 花

事　　　業 実　施　年　月　日 実  施  時  間 実施場所・引き取り場所


